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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長

は
、
５
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党

物
流
調
査
会
（
会
長
：
今
村
雅
弘
衆
議
院
議

員
）
に
出
席
し
、
令
和
６
年
３
月
に
時
限
措

置
の
期
限
を
迎
え
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
「
標
準
的
な
運
賃
」
と
「
荷
主
対
策
の

深
度
化
」
の
制
度
に
つ
い
て
、「
当
分
の
間
」

の
措
置
と
す
る
よ
う
強
く
要
望
。
自
民
党
物

流
調
査
会
で
は
、
今
国
会
に
お
い
て
、
議
員

立
法
に
よ
っ
て
事
業
法
改
正
案
提
出
を
目
指

す
こ
と
を
了
承
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
物
流
調
査
会
で
は
来
年
４

月
に
迫
っ
た
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
に

関
す
る
政
府
へ
の
提
言
の
取
り
ま
と
め
案
に
つ

い
て
審
議
。
出
席
議
員
か
ら
は
、「
２
０
２
４

年
問
題
」
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
に
関
し
て
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
法
改
正
案
お
よ
び
「
２

０
２
４
年
問
題
」
解
決
に
向
け
た
提
言
取
り
ま

と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
産
業
省
・
農
林
水

産
省
・
国
土
交
通
省
の
各
省
が
連
携
し
強
力

に
後
押
し
し
た
。

　
「
標
準
的
な
運
賃
」
と
「
荷

主
対
策
の
深
度
化
」
の
制
度

は
、
平
成
30
年
に
議
員
立
法

に
よ
っ
て
可
決
・
成
立
し
た

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
に
盛
り
込
ま
れ
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
適
用
を
見
据
え
、

６
年
３
月
ま
で
の
時
限
措
置

と
し
て
創
設
さ
れ
た
。一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

待
ち
時
間
の
削
減
や
適
正
な

運
賃
の
収
受
等
に
よ
っ
て
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を
改

善
し
、
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
の
取
り
組
み
は
道
半
ば

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
ト
協
で
は
、
働
き
方
改

革
の
実
現
と
安
定
的
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、「
標
準
的
な
運
賃
」
や

「
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
荷

主
へ
の
働
き
か
け
・
要
請
」

症
や
原
油
価

格
高
騰
な
ど

の
影
響
を
受

け
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業

者
の
経
営
状

況
は
一
層
厳

し
さ
を
増
し

て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
荷

な
ど
の
制
度
を
継
続
的
に
運

用
す
る
こ
と
が
必
要
と
し

て
、同
制
度
を
「
当
分
の
間
」

の
措
置
と
す
る
よ
う
、
政
府

与
党
等
に
対
し
て
強
く
求
め

て
い
る
。

　

会
議
の
冒
頭
、
坂
本
克
己

全
ト
協
会
長
は
「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
、
経
済
と
暮
ら

し
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地

震
等
の
災
害
時
に
お
い
て
は

最
後
の
砦
と
し
て
緊
急
支
援

物
資
の
輸
送
に
あ
た
る
な

ど
、
何
と
し
て
も
物
資
を
届

け
る
覚
悟
を
も
っ
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
我
々
の

事
業
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、

現
場
で
働
い
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
て
は
、
労
働
時
間
削

減
や
他
産
業
並
み
の
賃
金
額

へ
の
引
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
、

道
半
ば
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、『
標
準
的
な

運
賃
』
と
『
荷
主
対
策
の
深

度
化
』
の
時
限
措
置
の
延
長

を
強
く
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
れ
に
続
き
、

若
林
陽
介
全
ト
協
常
勤
顧
問

が
、
改
正
案
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
。

　

全
ト
協
か
ら
の
説
明
を
受

け
、
自
民
党
物
流
調
査
会
で

検
討
。
そ
の
結
果
、
今
国
会

に
お
い
て
、
議
員
立
法
に
よ

っ
て
事
業
法
改
正
案
提
出
を

目
指
す
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

全
ト
協
で
は
、
時
限
措
置

延
長
の
実
現
に
向
け
て
、
政

府
与
党
等
に
対
し
て
引
き
続

き
強
力
に
要
請
活
動
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決

「
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決

に
向
け
政
府
へ
の
提
言

に
向
け
政
府
へ
の
提
言

取
り
ま
と
め
案
を
固
め
る

取
り
ま
と
め
案
を
固
め
る

　

自
民
党
物
流
調
査
会
で

は
、
４
月
26
日
に
取
り
ま
と

め
た
「
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
」
に
関
す
る
政
府
へ
の

提
言
の
骨
子
案
に
つ
い
て
、

自
民
党
国
会
議
員
か
ら
の
意

見
を
反
映
し
た
取
り
ま
と
め

案
を
固
め
、
５
月
11
日
の
同

会
に
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

会
の
冒
頭
、
今
村
雅
弘
会

長
は
「
今
回
取
り
ま
と
め
ら

れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
か

に
実
行
し
て
い
く
か
が
大
事
。

６
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労

働
上
限
規
制
導
入
に
向
け

て
、
政
策
実
現
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
坂
本

全
ト
協
会
長
は
「
今
回
、
政

府
提
言
案
を
取
り
ま
と
め
い

た
だ
き
、
改
め
て
先
生
方
に

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
謝
意

を
示
し
た
。

　

今
回
取
り
ま
と
め
た
「『
国

民
生
活
や
経
済
を
支
え
る
物

流
の
革
新
に
向
け
た
提
言
』

（
案
）
―
物
流
を
取
り
巻
く

諸
課
題
へ
の
対
応
―
」（
別
掲
）

で
は
、「
２
０
２
４
年
問
題
」

を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

２
０
２
４
年
に
は
14
％
、
２
０

３
０
年
に
は
34
％
の
輸
送
力

が
不
足
し
、
物
流
が
停
滞
し

か
ね
な
い
事
態
と
な
る
と
指

摘
。
そ
の
上
で
、①
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
や
標
準
化
等
に
よ
る
物

流
の
効
率
化
、
②
荷
主
・
物

流
事
業
者
間
等
に
お
け
る
取

引
実
態
の
是
正
、
③
荷
主
企

業
や
消
費
者
の
行
動
変
容
を

促
す
仕
組
み
の
導
入
―
―
と

い
っ
た
、
物
流
の
革
新
に
向

け
て
講
ず
る
べ
き
対
策
を
取

り
ま
と
め
た
。

　

同
取
り
ま
と
め
案
の
説
明

を
受
け
て
行
わ
れ
た
出
席
議

員
に
よ
る
意
見
交
換
で
は
、

「
取
引
実
態
を
是
正
し
て
い

く
た
め
に
は
、
荷
主
企
業
に

対
し
て
規
制
を
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

（
石
川
昭
政
衆
議
院
議
員
）、

「
九
州
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
荷

物
を
運
べ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

『
２
０
２
４
年
問
題
』
の
解

決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
が
、
物
流
の
現
場
ま
で

届
い
て
い
な
い
感
が
あ
る
。

も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
策
を
推
進
し
て
ほ
し
い
」

（
藤
木
眞
也
参
議
院
議
員
）

な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
維
持

へ
の
強
い
危
機
感
が
示
さ
れ

た
。

　

同
取
り
ま
と
め
案
に
つ
い

て
は
、
自
民
党
国
会
議
員
か

ら
の
意
見
を
反
映
し
た
上

で
、
今
村
会
長
の
一
任
に
よ

っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　

自
民
党
物
流
調
査
会
で

は
、
同
対
策
の
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
「
我
が
国
の
物

流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
」
で
取
り
ま
と
め
る

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
主
要
部

分
に
つ
い
て
「
骨
太
方
針
２

０
２
３
」
等
に
位
置
付
け
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
上

で
強
力
に
推
進
す
る
よ
う
、

政
府
に
対
し
て
強
く
求
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

各
党
へ
精
力
的
に
趣
旨
説
明

事
業
法
改
正
へ
協
力
求
め
る

　

全
ト
協
の
坂
本
会
長
は
、

今
国
会
で
の
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
改
正
に
よ
る
時
限

措
置
延
長
を
目
指
し
、
精
力

的
に
各
政
党
へ
の
趣
旨
説
明

等
を
行
っ
た
。
５
月
９
日
に

は
、
国
民
民
主
党
（
玉
木
雄

一
郎
代
表
）、
５
月
10
日
に
は

公
明
党（
山
口
那
津
男
代
表
）

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
、
５

月
11
日
に
は
立
憲
民
主
党

（
泉
健
太
代
表
）
国
土
交
通

・
復
興
部
門
会
議
、
５
月
15

日
に
は
、
日
本
共
産
党
（
志

位
和
夫
委
員
長
）
へ
赴
き
、

時
限
措
置
延
長
の
必
要
性
な

ど
を
説
明
し
た
。

「国民生活や経済を支える
物流の革新に向けた提言」（案）

―物流を取り巻く諸課題への対応―

１.GX・DXや標準化等による物流の効率化
⑴�モーダルシフト等「物流GX」の推進
⑵�自動運転やバース予約システム等「物流DX」の
推進
⑶�パレットやコンテナの規格統一化等「物流標準化」
の推進
⑷�道路・港湾等の物流拠点（中継輸送含む）の機
能強化や物流ネットワークの形成支援
⑸�高速道路のトラック速度規制の引上げ
⑹�労働生産性向上に向けた利用しやすい高速道路料
金の実現
⑺�特殊車両通行制度に関する見直し・利便性向上
⑻�貨物集配中の車両に係る駐車規制の見直し
⑼�地域物流等における共同輸配送の促進
⑽�軽トラック等（個人事業主）の適正運営や輸送の
安全確保に向けた荷主・元請事業者等を通じた取
組強化
⑾�女性や若者等の多様な人材の活用・育成

２.�荷主・物流事業者間等における取引実態の是正
⑴�荷主・物流事業者間における物流負荷の軽減（荷
待ち、荷役時間の削減等）に向けた指導・規制的
措置等の導入
⑵�納品期限（３分の１ルール、短いリードタイム）、物
流コスト込み取引価格等の見直し
⑶�物流産業の多重下請構造の是正に向けた指導・規
制的措置等の導入
⑷�荷主・元請の監視の強化、結果の公表、継続的な
フォロー及びそのための体制強化（トラックGメン［仮
称］）
⑸�物流の担い手の賃金水準向上等に向けた適正運賃
収受・価格転嫁円滑化等の取組
⑹�トラックの標準的な運賃制度の充実・徹底

３.�荷主企業や消費者の行動変容を促す仕組みの導入
⑴�経営者層の意識改革・行動変容を促す指導・規制
的措置等の導入
⑵�消費者の意識改革・行動変容を促す取組（モーダ
ルシフト）
⑶�再配達削減に向けた取組
⑷�物流に係る広報の推進

自民党国会議員に対し、事業法における時限措置延長を強く求める坂本全ト協会長（5月11日、自
民党本部）

坂本　克己
全ト協会長

立憲民主党国土交通・復興部門会議（5月11日、
衆議院第2議員会館）

公明党トラック議員懇話会（5月10日、衆議院
第2議員会館）

日本共産党（5月15日、衆議院第2議員会館） 国民民主党（5月9日、衆議院第1議員会館）

時はいま 「時はいま 「当分の間当分の間
4 4 4 44 4 4 4

」延長 いざ出陣!!」延長 いざ出陣!!
「標準的な運賃」「荷主対策の深度化」の継続を求める !

「
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決
に
向
け
政
府
・
与
党
と
強
力
に
連
携

「
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決
に
向
け
政
府
・
与
党
と
強
力
に
連
携
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に
対
す
る
よ
り
適
切
な
健
康

管
理
指
導
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
て
い
る
︒

　

同
発
表
は
︑
会
員
事
業
者

に
対
し
て
﹁
健
康
管
理
指
導

に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

重
要
性
﹂
を
訴
え
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
︒全
ト
協
で
は
︑

﹁
今
後
も
安
全
で
安
心
で
き

る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
適
切
な
健
康
管
理

指
導
が
欠
か
せ
な
い
﹂
こ
と

を
︑
引
き
続
き
会
員
事
業
者

　

担
い
手
不
足
の
深
刻
化
に

伴
い
︑
物
流
へ
の
大
き
な
影

響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
の
解
決
に

向
け
て
は
︑
現
在
在
籍
し
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
健
康
で

働
き
続
け
て
も
ら
う
こ
と

で
︑
労
働
力
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒
一

方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
状

況
下
に
お
い
て
︑
近
年
健
康

起
因
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
︒

　

発
表
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
村
上
強
志
安
全

政
策
課
長
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

作
本
貞
子
副
理
事
長
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
大
西
政

弘
交
通
・
環
境
部
長
が
登

壇
︒
全
ト
協
な
ど
に
お
け
る

健
康
起
因
事
故
減
少
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
管
理
に
対
す
る
取
り
組

み
﹂
で
は
︑
冒
頭
村
上
国
交

省
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長

か
ら
︑
運
転
者
の
健
康
状
態

に
起
因
す
る
事
故
報
告
件
数

の
推
移
に
つ
い
て
紹
介
︒
令

和
３
年
は
︑
健
康
起
因
事
故

報
告
件
数
の
う
ち
３
割
が
交

通
事
故
に
至
っ
て
お
り
︑
さ

ら
な
る
事
故
報
告
件
数
の
低

減
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
た
︒

　

業
態
別
の
健
康
状
態
に
起

因
す
る
事
故
報
告
件
数
の
推

移
を
み
る
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
で

は
平
成
25
年
の
39
件
か
ら
︑

令
和
３
年
に
は
１
１
０
件
と

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
︑
ま

た
ト
ラ
ッ
ク
で
は
そ
の
う
ち

の
約
半
数
が
交
通
事
故
に
至

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
（
図
１
）︒
さ
ら
に
︑

平
成
25
年
~
令
和
３
年
に
発

生
し
た
健
康
起
因
事
故
を
起

こ
し
た
運
転
者
の
疾
病
別
の

内
訳
で
は
︑
運
転
者
２
４
６

５
人
の
う
ち
心
臓
疾
患
︑
脳

疾
患
︑
大
動
脈
瘤
お
よ
び
解

離
が
32
％
を
占
め
て
い
る（
図

２
）︒
そ
の
う
ち
︑
死
亡
し
た

４
２
６
人
の
疾
病
別
の
内
訳

を
み
る
と
︑
心
臓
疾
患
が
55

％
︑
脳
疾
患
が
12
％
︑
大
動

脈
瘤
お
よ
び
解
離
が
12
％
を

占
め
る
こ
と
を
紹
介
し
た

（
図
３
）︒

　

続
い
て
︑
大
西
全
ト
協
交

通
・
環
境
部
長
か
ら
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
診
断
の
実

態
に
つ
い
て
紹
介
︒
定
期
健

康
診
断
の
有
所
見
率
は
︑
全

産
業
（
58
・
７
％
）
に
比
べ

て
道
路
貨
物
運
送
業
で
は
67

・
１
％
と
高
く
︑
ま
た
健
診

項
目
の
う
ち
︑
高
血
圧
︑
肥

満
︑
糖
尿
︑
脂
質
異
常
の
３

ま
た
は
４
項
目
で
基
準
値
を

超
え
る
﹁
ハ
イ
リ
ス
ク
者
（
三

重
奏
・
四
重
奏
）﹂
の
割
合

が
22
％
に
上
る
こ
と
な
ど
を

報
告
し
た
（
図
４
）︒

　

そ
れ
を
受
け
て
︑
作
本
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副

理
事
長
が
︑
定
期
健
康
診
断

結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
重

要
性
に
つ
い
て
指
摘
︒
そ
の

上
で
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取

り
組
む
た
め
の
全
ト
協
の
支

援
策
で
あ
る
︑﹁
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
®
﹂（
図

５
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
で
︑①﹁
ハ
イ
リ
ス
ク
者
﹂

の
見
え
る
化
︑②
﹁
要
医
療
﹂

﹁
要
生
活
改
善
﹂
の
見
え
る

化
︱
︱
が
可
能
と
な
る
ほ

か
︑
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
す

る
再
検
査
受
診
勧
奨
も
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
︒
ま
た
︑
今
年
４
月

か
ら
は
︑
医
療
機
関
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
︑
労
災
二
次
健

診
活
用
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

も
開
始
さ
れ
て
い
る（
図
６
）︒

　

労
災
二
次
健
診
と
は
︑
定

期
（
一
次
）
健
診
で
肥
満
・

高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血

糖
の
４
項
目
全
て
で
所
見
が

認
め
ら
れ
た
対
象
者
に
対

し
︑
費
用
無
料
で
実
施
さ
れ

る
も
の
︒
血
液
・
尿
検
査
や

心
臓
エ
コ
ー
︑
頸
部
エ
コ
ー

等
を
通
じ
て
脳
や
心
臓
の
異

常
を
把
握
︒
そ
の
上
で
︑
医

師
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
に

よ
っ
て
脳
・
心
疾
患
の
発
症

予
防
を
図
る
︒
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
︑
同
シ

ス
テ
ム
の
利
用
事
業
者
に
対

し
て
︑
労
災
二
次
健
診
活
用

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）﹂
に
つ

い
て
︑
２
０
２
３
年
度
に
判

断
基
準
の
一
部
見
直
し
を
実

施
︒
加
点
対
象
と
な
る
﹁
効

果
の
高
い
健
康
起
因
事
故
防

止
対
策
﹂
の
中
に
﹁
同
シ
ス

テ
ム
等
の
活
用
に
よ
る
健
康

診
断
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
﹂
を
新
た
に
加
え
て
い
る

（
関
連
８
面
）︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
脳

・
心
臓
疾
患
に
よ
る
過
労
死

等
の
発
症
を
防
止
す
る
た

め
︑
健
康
管
理
対
策
を
中
心

と
し
た﹁
緊
急
対
策
﹂（
図
７
）

を
掲
げ
て
お
り
︑
同
対
策
を

全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
脳
・
心
臓
疾
患
に

よ
る
過
労
死
等
の
根
絶
を
目

指
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
４
月
27
日
︑

国
土
交
通
省
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
て
︑
健
康
起
因
事
故
防
止
に

係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

発
表
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
管
理
に
対
す
る
取
り
組
み
﹂と﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
）
に
対
す
る
取
り
組
み
﹂

に
つ
い
て
報
告
︒
近
年
︑
事
業
用
自
動
車

の
健
康
状
態
に
起
因
す
る
事
故
報
告
件
数

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
健
康
起
因
事
故
の
根
絶
を
目
指
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
管
理
指
導
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
く
訴
え
た
︒

事
故
防
止
に
欠
か
せ
な
い
「
健
康
管
理
指
導
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

図１　トラックにおける健康状態に起因する事故報告件数の推移

（万人）

平成25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 2年 3年

トラックによる健康起因事故の根絶を目指してトラックによる健康起因事故の根絶を目指して
「2024 年問題」に向けてドライバーの確保が最大のカギ !!

大西　政弘
全ト協交通・環境部長

作本　貞子
NPO法人ヘルスケアネットワーク

副理事長

村上　強志
国交省自動車局
安全政策課長

11
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
に
対
す
る
取
り
組
み

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
に
対
す
る
取
り
組
み

欠
か
せ
な
い
「
健
診
結
果
の
再
確
認
」　

欠
か
せ
な
い
「
健
診
結
果
の
再
確
認
」　

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
」
活
用
を
呼
び
か
け

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
」
活
用
を
呼
び
か
け

図 2

図 3

発表では、大西全ト協交通・環境部長（左）、村上国交省自動車局安全政策課長（中央）、作本ヘルスケアネッ
トワーク副理事長（右）が、会員事業者に対して、健康管理指導等におけるフォローアップの重要性を強く訴
えた（4月27日、全ト協）



第2219号（第3種郵便物認可）（3） 令和5年（2023年）5月20日

全ト協 令和5年度全ト協 令和5年度
「睡眠時無呼吸症候群（SAS）対策セミナー」を開催「睡眠時無呼吸症候群（SAS）対策セミナー」を開催

～オンラインでの３ステップ解説～～オンラインでの３ステップ解説～

　全日本トラック協会では、令和5年度「睡眠時無呼吸症候群（SAS）対策セミナー」をオンライン
で開催します。
　セミナーでは、まずSASを正しく理解して、対策を始めるための「ステップ１」から、対策の実効に
繋がる運用面を解説した「ステップ３」までを、事業者事例を紹介しながら段階的に解説します。

ステップ1
これから始める
SAS対策

ステップ2
医療機関のかかり方から

治療まで

ステップ3
効果的なSAS対策の

進め方

前期 令和5年5月17日㈬ 7月12日㈬ 9月13日㈬

後期 11月15日㈬ 6年1月24日㈬ 6年3月13日㈬

・時間：14:00～15:00（13:30ログイン開始）
・場所：ZOOMを利用したLiveオンラインセミナー
・定員：各100人（定員になり次第締め切り）
・申込方法・詳細：全ト協ホームページ（二次元コード）より
　　　　　　　お申し込みください

・申込締切：開催日2日前まで

（
平
成
22
年
７
月
策
定
︑
26

年
４
月
改
訂
）
で
は
︑
Ｓ
Ａ

Ｓ
︑
脳
血
管
疾
患
お
よ
び
心

臓
疾
患
に
関
す
る
ス
ク
リ
ー

　

発
表
で
は
︑
続
い
て
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｓ
Ａ

Ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み
﹂
に

つ
い
て
︑
紹
介
を
行
っ
た
︒

　

ま
ず
︑
村
上
国
交
省
自
動

車
局
安
全
政
策
課
長
が
︑
国

に
お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
を
紹

介
︒﹃
健
康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄

ニ
ン
グ
検
査
を
推
奨
し
て
い

る
ほ
か
︑
15
年
６
月
に
策
定

し
た
﹃
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹄
に
つ
い
て
︑
19
年
６

月
と
27
年
８
月
に
改
訂
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
︒

　

ま
た
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
事
故
リ

ス
ク
（
図
８
）
に
つ
い
て
紹

介
し
た
上
で
︑
令
和
４
年
３

月
に
は
︑
自
動
車
事
故
報
告

規
則
等
の
取
扱
要
領
の
一
部

改
正
を
実
施
︒
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
関

わ
る
事
故
の
発
生
状
況
を
把

握
す
る
た
め
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑

わ
れ
る
居
眠
り
運
転
︑
漫
然

運
転
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
︑
自
動
車
事
故
報
告

書
の
﹁
推
定
原
因
﹂
と
し
て

疑
わ
れ
る
疾
病
名
を
明
記
し

報
告
す
る
よ
う
改
正
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
令
和
４
年
度
に

お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
受
診
状
況
に
つ

い
て
紹
介
︒﹁
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
を
受
診
さ
せ
て
い
る
﹂

と
回
答
し
た
事
業
者
は
37
％
︑

﹁（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
受
診
さ
せ
て
い
な
い
場
合
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
﹂
と
回

答
し
た
事
業
者
は
89
％
で
︑

平
成
29
年
度
以
降
︑
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
︒

　

続
い
て
︑
大
西
全
ト
協
交

通
・
環
境
部
長
が
︑
全
ト
協

が
実
施
し
て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
の
﹃
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）﹄
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
助
成
事

業
﹂
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

報
告
︒
平
成
25
年
度
以
降
︑

申
請
事
業
所
数
・
申
請
人
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
︑
令
和

３
年
度
は
２
０
２
６
事
業
所
︑

４
万
１
０
６
人
（
前
年
度
比

６
９
４
２
人
増
）
が
申
請
を

行
っ
た
︒

　

そ
れ
を
受
け
て
︑
作
本
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副

理
事
長
が
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
受
診
と

治
療
継
続
へ
の
支
援
に
つ
い

て
紹
介
（
図
９
）︒
治
療
継

続
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
策
と

し
て
︑
①
関
係
者
へ
の
協
力

要
請（
受
診
環
境
・
費
用
）︑

②
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
周
知
︑

③
診
療
連
携
に
向
け
て
の
情

報
提
供
︑
④
進
化
す
る
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ
治
療
（
持
続
陽
圧
呼
吸

療
法
）
の
情
報
提
供
と
誘
導

︱
︱
が
必
要
と
し
た
上
で
︑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
治
療
機
器
に
つ
い

て
紹
介
︒
同
機
器
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
車
内
で
も
使
用
可
能
で
︑

﹁
装
置
の
使
用
時
間
﹂や﹁
マ

ス
ク
の
密
閉
性
﹂︑﹁
睡
眠
１

時
間
当
た
り
の
無
呼
吸
と
低

呼
吸
の
回
数
﹂︑﹁
マ
ス
ク
外

れ
の
回
数
﹂な
ど
を
可
視
化
︒

治
療
に
繋
が
る
効
果
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
を
紹

介
し
た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
令
和

５
年
度
﹁
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対
策
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
開
催
し
︑
会
員
事

業
者
に
対
し
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
受
診
の
徹

底
を
呼
び
か
け
て
い
く
（
図

10
）︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
後
も
国

交
省
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
対

策
・
健
康
起
因
事
故
防
止
対

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
︒

図６

図７　全ト協「緊急対策」

図４

図５

図９

22
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
有
無
で
事
故
率
は
２
・
４
倍
の
差
に　

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
有
無
で
事
故
率
は
２
・
４
倍
の
差
に　

Ｓ
Ａ
Ｓ
治
療
を
継
続
し
て
健
康
起
因
事
故
を
防
ぐ

Ｓ
Ａ
Ｓ
治
療
を
継
続
し
て
健
康
起
因
事
故
を
防
ぐ

図８　SASと事故リスク
・�既存の研究において、以下が明らかになっている。
「SASの有無により、自動車の事故率は2.4 倍の
差」

・�日本の男性トラック運転者の約 7～ 10％、女性の
約3％が中等度以上の睡眠呼吸障害であることが示
されている。

図１０
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京
都
で
の
仕
事
が
思
い

の
ほ
か
早
く
終
わ
り
︑
新

幹
線
で
２
駅
先
の
新
神
戸

へ
移
動
し
ま
し
た
︒
向
か

う
の
は
﹁
日
本
三
古
湯
﹂

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
︑
六

甲
山
の
北
側
中
腹
に
あ
る

﹁
有
馬
温
泉
﹂
で
す
︒
新

神
戸
駅
か
ら
は
タ
ク
シ
ー

で
20
分
強
の
距
離
で
す
︒
豊
臣
秀
吉
が
愛
し
︑
幾

度
と
な
く
訪
れ
た
と
い
う
名
湯
は
︑
温
泉
街
の
入

口
に
秀
吉
の
像
と
ね
ね
の
像
と
が
有
馬
川
を
挟
み

向
か
い
合
う
よ
う
に
建
ち
︑
長
い
歴
史
を
感
じ
さ

せ
ま
す
︒

　

歴
史
好
き
な
私
は
﹁
太
閤
の
湯
殿
館
﹂
を
訪
れ

ま
し
た
が
︑
秀
吉
に
ま
つ
わ
る
遺
構
な
ど
が
数
多

く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒
有
馬
温
泉
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
秀
吉
の
素
顔
が
︑
朧
気
な
が
ら
垣
間
見

え
た
気
が
し
ま
し
た
︒

　

温
泉
街
の
中
心
地
・
湯
本
坂
を
通
る
と
︑
浴
衣

姿
の
客
と
す
れ
違
い
︑
都
会
の
喧
騒
か
ら
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で
す
︒
有
馬
温
泉
は
硫

酸
塩
泉
や
含
鉄
泉
な
ど
７
種
類
の
成
分
を
含
ん
だ

茶
褐
色
の
湯
が
有
名
で
︑
前
々
か
ら
訪
れ
た
い
と

恋
い
焦
が
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

本
日
の
宿
は
︑温
泉
街
の
中
心
に
位
置
す
る
﹁
ホ

テ
ル 

花
小
宿
﹂︒
木
造
２
階
建
て
の
純
和
風
の
建

物
に
︑
客
室
は
９
室
の
み
の
小
さ
な
宿
で
す
︒
館

内
で
は
レ
ト
ロ
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
照
明
の
美
し

い
輝
き
が
︑
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
︒

　

宿
に
入
り
︑
予
約
済
み
の
１
階
の
和
風
ツ
イ
ン

ル
ー
ム
に
荷
物
を
置
く
と
︑
汗
ば
ん
だ
身
体
を
す

っ
き
り
し
た
く
て
早
速
浴
場
へ
︒
宿
自
慢
の﹁
金
泉
﹂

の
湯
に
入
り
ま
し
た
︒
海
水
の
１
・
５
倍
の
塩
分

が
含
ま
れ
た
湯
は
︑
筋
肉
痛
・
関
節
痛
に
効
能
が

あ
り
︑
柔
ら
か
い
肌
触
り
の
湯
が
疲
れ
た
身
体
を

優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
︒

　

お
楽
し
み
の
夕
餉
は
︑宿
に
併
設
す
る
割
烹
﹁
料

膳　

旬
重
﹂
で
す
︒
目
の
前
で
調
理
さ
れ
︑
一
品

ず
つ
出
さ
れ
る
料
理
は
︑
地
元
の
お
野
菜
︑
瀬
戸

内
の
魚
介
類
の
ほ
か
︑
お
肉
は
地
元
・
三
田
ポ
ー

ク
の
炭
火
焼
き
と
︑
ど
れ
も
香
り
よ
し
︑
味
わ
い

よ
し
で
︑大
い
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
︒
思
わ
ず
︑

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
︑﹁
美
味
し
い
で
す
ね
︒
ど
の

料
理
も
最
高
﹂
と
調
理
人
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
伝

え
た
ほ
ど
で
す
︒
最
後
に
︑
有
機
農
法
で
栽
培
さ

れ
た
お
米
を
羽
釜
で
炊
い
た
ご
飯
が
出
ま
し
た
が
︑

あ
ま
り
の
美
味
し
さ
で
︑
お
か
わ
り
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
︒

　

前
々
か
ら
茶
褐
色
の
有
馬
温
泉
の
お
湯
に
憧
れ

て
い
ま
し
た
が
︑
図
ら
ず
も
小
粋
な
宿
に
巡
り
合

い
︑
そ
の
夢
は
倍
加
し
て
実
現
し
ま
し
た
︒
立
ち

寄
る
旅
人
に
対
し
︑
見
事
な
ま
で
の
工
夫
を
凝
ら

し
て
感
銘
を
与
え
る
至
福
の
宿
が
︑
日
本
各
地
に

数
多
存
在
し
ま
す
︒
当
コ
ラ
ム
を
一
読
さ
れ
て
﹁
こ

の
宿
に
行
っ
て
み
た
い
﹂
と
思
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い

で
す
︒

　

次
回
は
︑
東
北
へ
旅
し
よ
う
と
思
い
ま
す
︒
東

北
地
方
は
ま
さ
に
﹁
温
泉
の
宝
庫
﹂
で
︑
い
つ
で

も
旅
人
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
︒﹁
日
本
人
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
﹂︒
旅
を
し
て
思
う
こ
と
は
︑

日
本
の
四
季
が
織
り
成
す
風
情
や
︑
旅
先
で
の
新

た
な
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
り
︑
そ
う
し
た

も
の
と
接
す
る
た
び
に
︑
自
然
と
感
謝
の
言
葉
を

発
し
て
し
ま
う
の
で
す
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

建
設
関
係
団
体
等
に
対
し

「
標
準
的
な
運
賃
」
収
受
へ

の
支
援
を
要
請

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
岡
田

安
正
部
会
長
）
は
４
月
12
日

と
13
日
に
︑（
一
社
）
日
本

建
設
業
連
合
会
（
宮
本
洋
一

会
長
）︑（
一
社
）
全
国
建
設

業
協
会（
奥
村
太
加
典
会
長
）︑

（
一
社
）
日
本
道
路
建
設
業

協
会
（
西
田
義
則
会
長
）︑

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
由
木

文
彦
社
長
）な
ら
び
に（
独
）

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
（
藤
田
耕
三
理
事

長
）
に
対
し
︑﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
収
受
へ
の
支
援
要
請

を
行
っ
た
︒

　

要
請
に
は
︑
岡
田
部
会
長

（
青
森
県
）
を
は
じ
め
︑
恒

川
浩
一
副
部
会
長
（
愛
知

県
）︑
浮
田
照
義
副
部
会
長

（
広
島
県
）︑
由
利
敏
雄
副

部
会
長（
北
海
道
）が
参
加
︒

各
団
体
等
の
代
表
者
に
宛
て

令
和
５
年
度
「
不
正
改
造
車

排
除
運
動
」
を
実
施

各
都
道
府
県
ト
協
設
定
の

強
化
月
間
に
重
点
置
き
展
開

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
﹁
不
正
改
造
車
排
除

運
動
﹂
に
つ
い
て
︑
各
都
道

た
﹁
標
準
的
な
運
賃
収
受
へ

の
支
援
要
請
に
つ
い
て
﹂
を

手
交
し
︑
持
続
可
能
な
輸
送

力
の
提
供
に
は
︑
標
準
的
な

運
賃
の
収
受
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
︑
理
解
と

協
力
を
求
め
た
︒

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い

て
設
定
す
る
１
か
月
間
を
強

化
月
間
と
し
︑
特
に
重
点
を

置
い
て
運
動
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
排
除
項
目
は
︑
①
タ

イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
（
回

転
部
分
）
の
車
体
外
へ
の
は

み
出
し
︑
②
灯
光
の
色
が
不

適
切
な
灯
火
器
・
回
転
灯
等

の
取
り
付
け
︑
保
安
基
準
上

装
備
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る

灯
火
器
（
例
:
側
面
方
向

指
示
器
）
の
取
り
外
し
︑
③

前
面
ガ
ラ
ス
・
運
転
者
席
・

助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着

色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付
（
貼

付
状
態
で
可
視
光
線
透
過
率

70
％
未
満
）︑
④
マ
フ
ラ
ー
の

切
断
・
取
り
外
し
︑
騒
音
低

減
機
構
を
容
易
に
取
り
外
せ

る
等
の
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ

ー
の
装
着
︑
⑤
大
型
貨
物
自

動
車
の
速
度
抑
制
装
置
の
取

り
外
し
︑
解
除
ま
た
は
不
正

な
改
造
・
変
更
等
︱
︱
の
５

項
目
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
実
施
要
領
と
自
主

点
検
票
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
版
／
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
）
を
掲
載
し
て
周
知

・
活
用
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
︑
適
正
化
事
業
巡
回
指

導
時
に
事
業
所
へ
の
啓
発
・

指
導
を
実
施
す
る
︒

「
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計

画
」
の
推
進
を
会
員
事
業
者

に
呼
び
か
け

安
全
衛
生
対
策
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑

﹁
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計

画
﹂
の
推
進
と
︑
同
計
画
に

基
づ
く
﹁
安
全
衛
生
対
策
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
﹂
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

近
年
の
労
働
災
害
の
状
況

を
み
る
と
︑
死
亡
災
害
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
︑
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
こ

こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
︒

ま
た
︑
労
災
発
生
率
が
高
い

高
年
齢
労
働
者
の
労
災
の
増

加
や
︑
中
小
事
業
場
に
お
け

る
労
災
の
発
生
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た

同
計
画
で
は
︑
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
︑
労
災
を
少
し

で
も
減
ら
し
︑
安
心
し
て
健

康
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
職

場
の
実
現
に
向
け
︑
関
係
者

が
目
指
す
目
標
や
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
計
画
で
は
︑
重

点
事
項
ご
と
の
具
体
的
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
安

全
衛
生
対
策
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
を

盛
り
込
ん
で
お
り
︑
積
極
的

な
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

「
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
小
型
ト
ラ
ッ
ク

試
乗
会
」
に
山
口
副
会
長
・

吉
田
副
会
長
ら
が
参
加

市
場
導
入
に
向
け

企
画
・
開
発
を
加
速
へ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

山
口
嘉
彦
副
会
長
（
次
世
代

新
技
術
対
応
小
委
員
会
委
員

長
）と
吉
田
修
一
副
会
長（
神

奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）︑
武
田
秀
一
環
境
対
策

小
委
員
会
委
員
長
は
︑
５
月

８
日
にC

om
m
ercial 

Japan Partnership 
Technologies

㈱
（
Ｃ

Ｊ
Ｐ
Ｔ
）
が
開
催
し
た
﹁
Ｆ

Ｃ
Ｅ
Ｖ
（
燃
料
電
池
車
）
小

型
ト
ラ
ッ
ク
試
乗
会
﹂（
協

力
=
経
済
産
業
省
製
造
産
業

局
自
動
車
課
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
貨
物
課
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
ト
ヨ
タ
自

動
車
㈱
︑い
す
ゞ
自
動
車
㈱
）

に
参
加
し
た
︒

　

Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
で
は
︑
い
す
ゞ

自
動
車
︑
ト
ヨ
タ
自
動
車
と

と
も
に
量
販
燃
料
電
池
小
型

ト
ラ
ッ
ク
の
企
画
・
開
発
を

共
同
で
実
施
し
て
い
る
︒
小

型
ト
ラ
ッ
ク
に
お
い
て
は
︑

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
物

流
な
ど
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
︑
冷
蔵
・
冷
凍
機
能
を

備
え
た
上
︑
１
日
複
数
回
の

配
送
業
務
を
行
う
た
め
︑
長

時
間
使
用
・
長
距
離
走
行
が

求
め
ら
れ
る
一
方
︑
短
い
時

間
で
の
燃
料
供
給
な
ど
の
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
ゼ
ロ
で
︑
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
の
高
い
水
素
を
燃
料

と
す
る
量
販
燃
料
電
池
（
Ｆ

Ｃ
）
技
術
の
活
用
が
有
効
と

さ
れ
て
い
る
︒

　

い
す
ゞ
自
動
車
藤
沢
工
場

内
の
﹁
い
す
ゞ
プ
レ
ミ
ア
ム

ク
ラ
ブ
﹂
で
行
わ
れ
た
試
乗

会
に
は
︑
自
由
民
主
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟

（
細
田
博
之
会
長
）・
水
素

社
会
推
進
議
員
連
盟
（
小
渕

優
子
会
長
）
所
属
の
国
会
議

員
を
は
じ
め
︑
経
済
産
業
省

の
山
下
隆
一
製
造
産
業
局

長
︑
国
土
交
通
省
の
堀
内
丈

太
郎
自
動
車
局
長
も
出
席
︒

Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
に
よ
る
同
車
両
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
車
両

展
示
説
明
の
後
に
は
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
︑
小
渕
自
民

党
水
素
議
連
会
長
が
﹁
我
が

国
の
水
素
技
術
は
︑
世
界
に

先
駆
け
て
進
化
し
て
き
て
い

る
︒
ト
ラ
ッ
ク
を
実
際
に
使

用
さ
れ
る
運
送
事
業
者
の
皆

様
の
ご
意
見
等
も
頂
戴
し
な

が
ら
︑
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
ま
い

り
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒
ま
た
︑

山
口
全
ト
協
副
会
長
が
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
て
︑
今
後
と
も
自
動
車
産

業
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
な
が
ら
︑
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
出
席
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
︑

出
席
者
か
ら
は
︑
同
車
両
の

早
期
普
及
や
補
助
金
の
活
用

に
よ
る
運
送
事
業
者
の
負
担

軽
減
策
等
を
求
め
る
意
見

や
︑
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
る
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
た
︒

　

そ
の
後
︑
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
小
型

ト
ラ
ッ
ク
の
試
乗
会
が
行
わ

れ
︑
出
席
者
は
加
速
が
ス
ム

ー
ズ
で
走
行
音
も
小
さ
く
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
時
の
ス

ト
レ
ス
軽
減
に
も
資
す
る
同

ト
ラ
ッ
ク
の
乗
り
心
地
を
確

か
め
た
︒

あいさつする小渕自民党
水素議連会長

あいさつする山口全ト協
副会長

第
１
回
「
総
務
委
員
会
」開

催
ブ
ロ
ッ
ク
（
案
）
︱
︱

な
ど
が
審
議
さ
れ
︑
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
①
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
︑②﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

対
す
る
最
近
の
動
向
︑
③
外

国
人
労
働
者
の
導
入
に
向
け

た
検
討
策
の
推
進
︑
④
巡
回

指
導
の
重
点
化
︑
⑤
第
１
０

０
回
通
常
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
︑

⑥
令
和
５
年
度
主
要
会
議
・

行
事
開
催
日
程
︱
︱
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

第
１
回
総
務
委
員
会
（
小

林
和
男
委
員
長
）
が
５
月
11

日
に
開
催
さ
れ
た
︒
議
事
で

は
︑
①
令
和
４
年
度
事
業
報

告
書
（
案
）︑
②
４
年
度
計

算
書
類（
貸
借
対
照
表（
案
）︑

正
味
財
産
増
減
計
算
書（
案
）

お
よ
び
収
支
計
算
書（
案
））

等
︑
③
第
28
回
全
国
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
大
会
の
開
催

概
要
（
案
）
お
よ
び
次
年
度

令
和
4
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）

等
を
承
認

第1回「総務委員会」（5月11日、全ト協）

第
７
回
「
道
路
委
員
会
」て

審
議
を
行
い
︑
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
橋
本

雅
道
高
速
道
路
課
長
に
よ
る

講
演
﹁
高
速
道
路
に
関
す
る

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
﹂
が

行
わ
れ
た
︒

　

第
７
回
﹁
道
路
委
員
会
﹂

（
寺
岡
洋
一
委
員
長
）
が
５

月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

寺
岡
委
員
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
の
後
に
︑
議
事
と
し
て

①
令
和
６
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関

係
施
策
に
関
す
る
要
望
事
項

（
道
路
関
係
）
︱
︱
に
つ
い

令
和
６
年
度
道
路
関
係

要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議

第7回「道路委員会」（�5月16日、全ト協）

試乗前には、CJPTスタッフによる車両展示説明が行
われた

自民党トラック議連と水素議連所属の国会議員も多
く参加した

左
か
ら
、
恒
川
浩
一
副
部
会
長
、
岡

田
安
正
部
会
長
、
浮
田
照
義
副
部

会
長
、
永
森
栄
次
郎
日
本
建
設
業

連
合
会
専
務
理
事

い
す
ゞ
自
動
車
「
エ
ル
フ
」
を
ベ
ー

ス
に
開
発
さ
れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
小
型
ト

ラ
ッ
ク

加
速
が
ス
ム
ー
ズ
で
走
行
音
も
小
さ

い
た
め
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
時
の
ス

ト
レ
ス
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		事業用貨物自動車は、1日1回、運行の開始前に日常点検を実施し
なければならない。（	○・×	）

❷		事業用貨物自動車は、6か月ごとに定期点検整備を実施しなけれ
ばならない。（	○・×	）

❸		事業用貨物自動車の自動車検査証の有効期間は、車両総重量にか
かわらず、初回は２年、２回目以降は１年である。（	○・×	）

❹		ディスク・ホイールの取付状態の点検が義務づけられているの
は、車両総重量6.5トン以上又は乗車定員30人以上の自動車であ
る。（	○・×	）

❺		タイヤの空気圧およびタイヤの溝の深さが十分であるかどうかの
点検は、１日１回、運行前に行わなければならない。（	○・×	）

（解答は15面）

緊急時の対応を万全に
〔第123回〕

　３月下旬、三重県の高速道路で上下線にまたがり、トラッ
クなど５台が関連する多重事故が発生しました。事故が起こ
らないように慎重に運転することはいうまでもありません
が、万一の事故の際も後続事故を防止するために、適切な対
処を行えるようにしておくことが大切です。

●トラックなど５台が関係する事故で死者３人

Ａさん「３月の終わりに三重県の高速道路で発生した事故の
ニュースを見たかい。ちょうどテレビをつけたところ
で、本当にヒヤッとしたよ」

Ｂさん「僕もペットボトルが散乱していた映像を見たけれど
も、そのニュースだよね。ペットボトルは積荷かな」

Ａさん「そう。報道されていることから概要を説明すると、中
型トラックと軽ワゴン車が上り車線で接触事故を起
こして走行車線に止まっていたところに、後方から走
行してきた大型トラックが追突。大型トラックはその
はずみで中央分離帯に衝突して、積荷のペットボトル
などが下り車線に散乱した。さらに、散乱したペット
ボトルに下り車線を走行していた軽乗用車が乗り上
げ、追越車線に停止していたところに後続車が追突。
この事故で、軽乗用車に乗っていた２人と中型トラッ
クのドライバー、計３人が死亡したんだ。詳細は調査
中だけれども、亡くなった中型トラックのドライバー
は、車外に出て通報中にはねられたようなんだ」

Ｂさん「聞いただけでもゾッとするし、つらくなるよ」

●緊急時の対応を万全に

Ａさん「ここで、事故が起こった時の対応をおさらいしておこ
う。事故が起こったら、ただちに停止して負傷者を救
護する。次にハザードランプを点灯したり、発炎筒で
後続車両に警戒合図を送る。高速道路の場合は、停
止標示器材を、後続のドライバーが見やすい位置に置
く。そして、車内に残らず安全な場所に退避する。さ
らに、警察・事業所に報告する。これが一連の流れに
なる」

Ｂさん「事故で気が動転している上に、猛スピードで車が行
き交うなかで行わなければならないから、僕でも怖
いよ。やっぱり、事故現場の対応を想定した訓練はし
ておいた方がいいね」

Ａさん「そうだね。あと、事故現場で大事になるのが応急救
護措置だね。救急車が到着するまでの間に止血・心
肺蘇生など可能な応急救護を行うことも、僕たちド
ライバーには大切なことだね」

Ｂさん「そうだね。心臓マッサージやＡＥＤの操作などは１度
ぐらいではなかなか覚えられないから、Ａさんや僕
のように、定期的に応急救護の講習を受けてほしい
ね。全員が命のリレーのバトンを繋いでいけるように
なるのが理想だね」

●荷崩れを防ぐために

Ａさん「本当にそう思うよ。今回の事故は、上り車線で起こっ
た事故で、積荷が下り車線に散乱して、それによって
死亡事故が発生している。改めて積付けや固縛は
ちゃんとしなきゃいけないなと思ったよ。Ｂさんが気
をつけていることは何かな」

Ｂさん「僕がやっているのは基本的なことだよ。まず積荷を
きちんと積み付ける、そしてしっかり固縛する。とは

いっても運ぶものも違うから、運ぶものによって最
適な積付けと固縛を心がけているよ。あと、「急」の
つく運転をしないなどの安全運転。荷崩れを防ぐに
は、適切な積付け、固縛、安全運転の３つをうまく組
み合わせないとダメだと思うよ」

Ａさん「またロープやあて物などがある場合は、それが緩むこ
ともあるので、一般道では４時間、高速道路では２時
間に一度は、それぞれ固縛のチェックをしてほしい
な」

Ｂさん「僕もそれは確実にやっているよ」
Ａさん「事故は身近なものではないからこそ、万一の事故の

際にも冷静に対処できるようにしておくことは、ドラ
イバーにとって本当に大切なことだと思ったよ」

Ｂさん「そうだね。ただ、事故を起こさない『安全運転の徹
底』、これが一番だね」

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕

事
内
容
等
を
紹
介
す
る
動
画

を
制
作
・
公
開

兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
原
岡
謙
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
内
容
や
や
り
が

い
を
就
職
希
望
者
に
伝
え
る

動
画
﹁
暮
ら
し
と
未
来
を
つ

な
ぐ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂

（
写
真
）
を
制
作
し
︑
同
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
開
し
て
い
る
︒

　

同
動
画
は
︑
兵
庫
県
ト
協

物
流
政
策
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
制
作
し
た
も

の
︒
動
画
の
冒
頭
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
や
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
内

容
︑
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
お
け
る
安
全
対
策
や
緊

急
輸
送
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
︒
さ
ら
に
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志
し

て
い
る
人
と
同
ト
協
役
員

が
︑
仕
事
内
容
の
様
々
な
疑

問
に
つ
い
て
︑
Ｑ
＆
Ａ
方
式

で
解
決
し
て
い
く
︒

　

兵
庫
県
ト
協
で
は
今
後
︑

同
動
画
を
同
ト
協
会
員
事
業

者
に
お
け
る
求
人
募
集
の
際

に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
動
画
は
兵
庫
県

ト
協
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
視
聴
可
能
︒

「
は
ん
な
り
運
転
実
践
宣
言

式
」
で
３
団
体
が
歩
行
者
保

護
誓
う京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
荒
木
律
也
会
長
）
は
４
月

５
日
︑
京
都
府
警
察
本
部
で

開
催
さ
れ
た
﹁
は
ん
な
り
運

転
実
践
宣
言
式
﹂
に
参
加
し

た
︒

　
﹁
は
ん
な
り
運
転
﹂
と
は
︑

横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者

優
先
義
務
遵
守
の
た
め
︑﹁
落

ち
着
い
た
運
転
で
歩
行
者
を

保
護
す
る
こ
と
﹂
を
︑
京
こ

と
ば﹁
は
ん
な
り
﹂（﹁
上
品
﹂︑

﹁
落
ち
着
い
た
﹂
の
意
）
で

表
現
し
た
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
︒
京
都
府
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
・
バ
ス
協
会
・

タ
ク
シ
ー
協
会
と
い
う
自
動

車
運
送
事
業
者
３
団
体
の
代

表
が
一
堂
に
会
し
︑
同
宣
言

式
を
開
催
し
た
も
の
︒

　

京
都
府
ト
協
か
ら
は
︑
井

尻
憲
司
専
務
理
事
が
来
賓
と

し
て
出
席
︒
京
都
府
ト
協
会

員
事
業
者
で
あ
る
㈲
宇
野
エ

キ
ス
プ
レ
ス
（
宇
野
賢
志
代

表
取
締
役
／
京
都
府
ト
協
副

会
長
）
の
甲
谷
尚
平
氏
を
含

む
３
団
体
の
代
表
者
３
人
が
︑

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
﹁
は

ん
な
り
運
転
﹂
を
実
践
し
︑

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と

な
っ
て
府
内
の
歩
行
者
保
護

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

宣
言
し
た
︒

２
０
２
４
年
問
題
で
「
八
戸

物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
山
慶
一
会
長
）
お
よ
び

同
県
ト
協
三
八
支
部
青
年
部

会
（
葛
西
亜
貴
夫
部
会
長
）

は
５
月
９
日
︑﹁
八
戸
物
流
フ

ォ
ー
ラ
ム
︱
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
を
考
え
る
︱
﹂（
後

援
:
国
土
交
通
省
東
北
運

輸
局
青
森
運
輸
支
局
︑
厚
生

労
働
省
青
森
労
働
局
︑
八
戸

市
︑
八
戸
商
工
会
議
所
）
を

開
催
し
た
︒

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
ほ
か

荷
主
関
係
者
な
ど
約
４
０
０

人
が
参
加
し
た
︒
第
１
部
で

は
︑
立
教
大
学
経
済
学
部
経

済
政
策
学
科
の
首
藤
若
菜
教

授
を
講
師
に
迎
え
︑﹁
２
０
２

４
年
問
題
に
い
か
に
備
え
る

か
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
︒ま
た
︑第
２
部
で
は
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
の
関
係

法
令
﹂
な
ら
び
に
﹁
物
流
分

野
に
お
け
る
適
正
取
引
の
推

進
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
行
政
か

ら
説
明
を
受
け
た
︒

　

さ
ら
に
︑
同
県
ト
協
三
八

支
部
の
葛
西
青
年
部
会
長
が

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
り
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
を
考

え
る
﹂
と
題
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
︒
葛

西
青
年
部
会
長
は
︑﹁
本
州

最
北
端
の
青
森
県
で
は
（
首

都
圏
な
ど
へ
の
輸
送
に
つ
い

て
）輸
送
コ
ス
ト
が
上
昇
し
︑

荷
主
や
地
域
経
済
へ
与
え
る

影
響
が
非
常
に
大
き
い
﹂
と

述
べ
た
︒

　

引
き
続
き
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
が
地
域
経
済
に
与
え
る

影
響
と
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
会
場
と

意
見
交
換
を
行
い
︑
２
０
２

４
年
問
題
へ
の
対
応
に
よ
り

運
賃
が
上
昇
す
る
こ
と
で

﹁
県
産
品
価
格
が
上
昇
し
︑

相
対
的
に
競
争
力
が
落
ち
る

可
能
性
が
あ
る
﹂
な
ど
の
意

見
が
あ
が
っ
た
︒

全
国
か
ら
参
加
し
た
新
規
採

用
職
員
47
人
が
研
鑽
を
積
む

「
新
規
採
用
職
員
研
修
」

を
実
施

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
19
日
㈬
~
21
日
㈮
の
３

日
間
︑
令
和
５
年
度
﹁
新
規

採
用
職
員
研
修
﹂を
実
施
し
︑

全
国
か
ら
47
人
が
参
加
し
た
︒

　

初
日
と
な
る
19
日
に
は
︑

開
講
式
の
中
で
︑
参
加
者
全

員
が
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
︒
そ
の
後
の
研
修
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

基
礎
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
︑
ク
レ
ー
ム
対
応
や
ビ
ジ

ネ
ス
文
書
に
つ
い
て
の
講
義
︑

全
ト
協
の
各
事
業
に
関
す
る

概
要
説
明
な
ど
を
実
施
︒
最

終
日
の
21
日
に
は
︑
研
修
の

総
括
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
た
後
︑
修
了
式
を
開
催

し
︑研
修
を
締
め
く
く
っ
た
︒

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
方

法
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

﹃
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
第
２
版
を
作
成

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹃
燃
料
価
格

上
昇
に
対
処
す
る
た
め
の
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
（
第
２
版
）﹄
を
作

成
し
た
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け

る
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導

入
促
進
を
図
る
た
め
に
︑
平

成
25
年
に
作
成
し
た
同
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
改
訂
し
た
も
の
︒

　

従
来
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
算
出
方
法
は
︑
国
土
交

通
省
の
通
達
で
規
定
さ
れ
て

い
た
が
︑
令
和
５
年
３
月
１

日
付
で
国
土
交
通
省
告
示

（
第
１
４
７
号
）
と
し
て
定

め
ら
れ
た
︒
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
︑
同
内
容
を
反
映
し
て

制
作
し
て
い
る
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
算
出

や
届
出
︑
荷
主
と
の
交
渉
な

ど
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導

入
に
あ
た
り
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
内

容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

紹
介
︒
ま
た
︑
事
業
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
疑
問
点
の

解
説
や
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
導
入
に
関
す
る
成
功
事
例

な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

あいさつする井尻専務理事（4月5日、
京都府警察本部）

「
荷
さ
ば
き
駐
車
場
」

整
備
に
求
め
ら
れ
る
運
送

事
業
者
と
の
協
力
体
制

『
駐
車
場
施
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
改
定

　

国
土
交
通
省
は
４
月
18
日
︑

﹃
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

駐
車
場
施
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
第
２
版
）﹄
を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
道

路
交
通
の
円
滑
化
の
み
な
ら

ず
︑﹁
居
心
地
が
よ
く
歩
き

た
く
な
る
﹂
ま
ち
な
か
づ
く

り
︑土
地
の
有
効
利
用
な
ど
︑

よ
り
包
括
的
な
駐
車
場
施
策

の
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め

に
策
定
さ
れ
た
も
の
︒
第
２

版
で
は
︑
政
策
課
題
に
対
応

し
た
駐
車
場
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
︑
荷
さ
ば
き
駐
車
場

へ
の
対
応
（
都
市
内
物
流
対

策
）が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

荷
さ
ば
き
の
駐
車
需
要
が
多

い
地
域
で
は
︑
周
辺
で
拠
点

施
設
が
再
整
備
さ
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
と
合
わ
せ
︑
地
域
の

荷
さ
ば
き
駐
車
場
の
集
約
整

備（
図
）を
行
う
と
と
も
に
︑

拠
点
施
設
か
ら
目
的
施
設
ま

で
の
荷
さ
ば
き
動
線
の
確
保
︑

交
通
管
理
者
と
連
携
し
た
路

上
荷
さ
ば
き
の
取
り
締
ま
り

強
化
策
な
ど
︑
総
合
的
な
都

市
内
物
流
へ
の
対
策
を
行
う

こ
と
が
有
効
と
指
摘
︒
そ
の

上
で
︑
荷
さ
ば
き
駐
車
場
の

共
用
化
等
は
︑
駐
車
場
か
ら

目
的
地
へ
の
運
送
距
離
の
増

加
や
歩
行
者
と
の
錯
綜
な
ど

に
よ
り
︑
作
業
効
率
の
低
下

等
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
運
送
事
業
者
と
の

協
力
体
制
な
ど
の
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要

と
指
摘
し
て
い
る
︒

 

予
見
可
能
な
災
害
に
対
し

荷
主
・
物
流
事
業
者
の
連

携
を
促
す

『
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

　

国
土
交
通
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑﹃
多
様
な
災
害
に
対
応

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
~
荷
主
・
物
流
事
業
者

の
連
携
に
よ
る
安
全
で
強
靭

な
物
流
の
実
現
に
向
け
て

~
﹄
を
策
定
し
た
︒

　

近
年
︑
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
中
で
︑
令

和
２
年
７
月
豪
雨
や
３
年
１

月
に
発
生
し
た
大
雪
等
に
よ

り
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

寸
断
に
よ
る
国
民
生
活
へ
の

影
響
や
経
済
活
動
の
停
滞
が

生
じ
て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
災

害
等
に
対
す
る
強
靭
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

多
様
な
災
害
に
対
し
て
︑
荷

主
や
物
流
事
業
者
が
連
携
し

て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
対

策
を
示
し
て
い
る
︒
特
に
︑

①
各
企
業
が
災
害
時
に
も
通

常
業
務
の
継
続
・
早
期
復
旧

を
図
り
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
維
持
す
る
こ
と
︑
②
近

年
︑
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

一
方
︑
あ
る
程
度
予
見
可
能

で
あ
る
大
雪
や
大
雨
等
の
風

水
害
に
対
し
て
︑﹁
予
見
後

・
発
災
前
﹂
に
適
切
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
で
︑
物
流
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
︑
③
荷
主
と
物
流

事
業
者
の
連
携
に
着
目
す
る

と
と
も
に
︑
発
荷
主
の
み
な

ら
ず
︑
物
流
に
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
着
荷
主
も
連
携
対

象
と
し
︑
併
せ
て
物
流
事
業

者
の
元
請
・
下
請
の
関
係
も

対
象
と
す
る
こ
と
︱
︱
に
着

目
し
︑対
策
を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

 

「
建
設
工
事
現
場
に
超
大
型

貨
物
を
搬
入
す
る
場
合
の
臨

時
の
活
動
拠
点
設
置
の
特
例

に
つ
い
て
」
を一
部
改
正

適
用
範
囲
を
拡
大

　

国
土
交
通
省
は
５
月
１
日

付
で
通
達
﹁
建
設
工
事
現
場

に
超
大
型
貨
物
を
搬
入
す
る

場
合
の
臨
時
の
活
動
拠
点
設

置
の
特
例
に
つ
い
て
﹂
を
一
部

改
正
︒﹁
建
設
工
事
現
場
等

に
超
大
型
貨
物
を
搬
入
す
る

場
合
の
臨
時
の
活
動
拠
点
設

置
の
特
例
に
つ
い
て
﹂
と
し
︑

発
出
し
た
︒

　

同
通
達
は
︑
建
設
工
事
現

場
等
に
超
大
型
貨
物
を
輸
送

す
る
際
︑
輸
送
に
使
用
す
る

車
両
を
臨
時
的
に
他
の
地
域

に
移
動
し
て
事
業
活
動
を
行

お
う
と
す
る
場
合
の
特
例
に

つ
い
て
定
め
た
も
の
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
建
設

工
事
現
場
に
加
え
︑
鉄
道
車

両
基
地
や
宇
宙
空
間
観
測

所
︑
そ
れ
ら
に
類
す
る
場
所

に
も
通
達
の
適
用
範
囲
を
拡

大
︒
搬
入
・
輸
送
対
象
に
つ

い
て
も
︑﹁
超
大
型
の
資
機

材
﹂
に
限
定
せ
ず
︑﹁
超
大

 

パ
レ
ッ
ト
2
段
積
ラ
ッ
ク
活

用
現
場
な
ど
視
察

国
交
省
堀
内
自
動
車
局
長
が

マ
キ
タ
運
輸
を
訪
問

　

国
土
交
通
省
の
堀
内
丈
太

郎
自
動
車
局
長
は
５
月
１

日
︑
㈱
マ
キ
タ
運
輸
（
本
社

:
宮
崎
県
都
城
市
︑
牧
田

信
良
代
表
取
締
役
・
宮
崎
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
を
訪

問
し
︑
同
社
に
お
け
る
生
産

性
向
上
と
長
時
間
労
働
改
善

へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

視
察
し
た
︒
同
社
で
は
︑
冷

蔵
・
冷
凍
倉
庫
か
ら
鶏
肉
等

の
食
品
を
冷
蔵
・
冷
凍
ト
レ

ー
ラ
へ
積
込
む
際
に
︑
パ
レ
ッ

ト
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
︑
２
段
積
が
可
能
な
専
用

ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
パ
レ
ッ
ト

の
40
枚
（
24
㌧
）
を
積
載
可

能
と
す
る
な
ど
︑
積
載
効
率

の
向
上
と
積
込
作
業
時
間
の

削
減
に
成
功
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
同
社
で
は
︑﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂の
解
決
に
向
け
て
︑

関
東
・
関
西
圏
な
ど
へ
の
長

距
離
輸
送
に
あ
た
っ
て
︑
フ

ェ
リ
ー
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
進
め
て
お
り
︑
ト
レ

ー
ラ
の
無
人
航
送
を
実
施
す

る
こ
と
で
︑
全
体
の
労
働
・

作
業
時
間
の
大
幅
な
短
縮
に

成
功
し
て
い
る
︒
堀
内
局
長

は
︑
同
社
の
配
送
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
︑
パ
レ
ッ
ト
化
や

２
段
積
ラ
ッ
ク
の
活
用
状
況

な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
た
︒

な
お
︑
当
日
は
︑
同
省
の
吉

永
隆
博
九
州
運
輸
局
長
も
同

行
し
た
︒

パ
レ
ッ
ト
２
段
積
ラ
ッ
ク
の
活
用
状

況
な
ど
に
つ
い
て
牧
田
社
長
㊥
か
ら

説
明
を
受
け
る
堀
内
自
動
車
局
長
㊨

と
吉
永
九
州
運
輸
局
長
㊧
（
５
月
１

日
、
宮
崎
県
都
城
市
、
マ
キ
タ
運
輸
）

図　荷捌き駐車場整備のイメージ

疲
労
蓄
積
度
の
診
断
に
よ

り
労
働
者
の
適
切
な
健
康

管
理
を「

自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
改
正

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

作
成
し
た
﹁
労
働
者
の
疲
労

蓄
積
度
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
﹂
の
活
用
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和

47
年
法
律
第
57
号
）
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
に
つ
い
て
は
︑

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和

47
年
労
働
省
令
第
32
号
）
に

お
い
て
︑﹁
休
憩
時
間
を
除

令
和
５
年
度
「『
ト
ラ
ッ
ク

の
日
』
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
応
募
作
品
受

付
中

５
月
31
日
㈬
必
着

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
現
在
︑
令
和
５
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
10
月
９
日

を﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂と
定
め
︑

こ
の
日
を
中
心
に
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
と
も

に
︑
多
彩
な
広
報
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
役
割
︑
重
要
性

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
︒

　

応
募
作
品
の
表
現
テ
ー
マ

は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業

き
１
週
間
あ
た
り
40
時
間
を

超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に

お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が

１
月
あ
た
り
80
時
間
を
超

え
︑
か
つ
︑
疲
労
の
蓄
積
が

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
﹂

と
要
件
を
規
定
し
て
い
る
︒

　

こ
の
疲
労
の
状
況
を
確
認

す
る
た
め
︑
同
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
が
作
成
さ
れ
︑
広
く
活

用
さ
れ
て
い
る
︒

　

今
般
︑
最
新
の
知
見
等
を

踏
ま
え
︑
労
働
者
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
等
に
つ
い
て
新
た
に

項
目
の
追
加
等
の
見
直
し
を

実
施
︒
食
欲
︑
睡
眠
︑
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
関
す
る

項
目
を
追
加
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
改
正
後
の

同
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
活

用
し
︑
労
働
者
の
健
康
管
理

を
適
切
に
行
う
よ
う
︑
会
員

事
業
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

が
︑
国
の
経
済
と
国
民
生
活

を
支
え
て
い
る
こ
と
﹂
で
︑

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品
は
全

ト
協
・
各
都
道
府
県
ト
協
が

実
施
す
る
広
報
活
動
で
使
用

す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
使
用
さ
れ
る
︒
入
賞

賞
金
は
︑
グ
ラ
ン
プ
リ
70
万

円
︑
佳
作
10
万
円
︒

　

応
募
資
格
は
大
学
生
（
専

門
学
校
含
む
）
以
上
で
︑
日

本
国
内
在
住
の
方
に
限
る

（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も
可

能
︑
個
人
・
１
グ
ル
ー
プ
に

つ
き
３
作
品
ま
で
）︒

　

公
募
要
項
や
応
募
方
法
等

の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

型
貨
物
﹂
と
し
た
︒

　

同
通
達
の
詳
細
や
届
出
書

等
の
様
式
に

つ
い
て
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

（
５
月
20
日
〜
31
日
）

▽
５
月
26
日

・
第
11
回
税
制
委
員
会

全国から新規採用職員47人が参
加して実施した「新規採用職員研
修」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
葛
西

青
ト
協
三
八
支
部
青
年
部
会
長
（
５

月
９
日
、
八
戸
市
）



（6）第2219号（第3種郵便物認可）令和5年（2023年）5月20日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※
解
答
は
、
６
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』3月5日号掲載の「まちが
いさがし」の正解は、下記の30か所でした。
正解者の中から抽選で20名様に記念品をプ
レゼントします。なお、当選者の発表は賞品
の発送をもって代えさせていただきます。多
数のご応募ありがとうございました。

　

国
土
交
通
省
は
３
月
24

日
︑
通
達
﹁
自
動
車
運
送
事

業
者
に
お
け
る
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ

い
て
﹂
を
一
部
改
正
し
︑
施

行
し
た
︒

　

同
改
正
は
︑
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
普
及
・

啓
発
を
図
る
た
め
︑
民
間
機

関
等
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー

等
の
中
で
︑
一
定
の
基
準
を

満
た
し
︑
事
業
者
の
安
全
管

理
体
制
の
構
築
・
強
化
に
有

効
で
あ
る
と
国
交
省
が
認
定

 

全
ト
協
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

第
９
回
「
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」

　

経
済
産
業
省
︑
国
土
交
通

省
お
よ
び
農
林
水
産
省
は
︑

４
月
27
日
に
第
９
回
﹁
持
続

可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け

た
検
討
会
﹂（
座
長
:
根
本

敏
則
敬
愛
大
学
経
済
学
部
教

授
）
を
開
催
し
た
︒
第
９
回

検
討
会
で
は
ま
ず
︑
事
務
局

か
ら
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
多
重
下
請
構
造
に
つ
い

て
の
実
態
把
握
調
査
に
係
る

調
査
結
果
﹂
に
つ
い
て
の
内

容
説
明
を
行
っ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
関
係
業
界
団

体
か
ら
の
発
表
が
行
わ
れ

た
︒
日
本
鉄
鋼
連
盟
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
日
本
倉

庫
協
会
︑
日
本
冷
蔵
倉
庫
協

会
︑
全
国
通
運
連
盟
の
各
団

体
が
︑﹁
課
題
を
踏
ま
え
た

政
策
の
方
向
性
﹂に
対
し
て
︑

意
見
を
述
べ
た
︒
全
ト
協
か

ら
は
︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長
が

リ
モ
ー
ト
会
議
方
式
で
参
加

し
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
抱
え
る
課
題
と
し

て
︑
時
間
外
労
働
年
９
６
０

時
間
上
限
規
制
や
新
た
な
改

善
基
準
告
示
の
遵
守
な
ど

﹁
働
き
方
改
革
﹂
へ
の
対
応

が
難
し
い
状
況
と
し
て
︑
①

下
請
と
し
て
の
事
業
が
多

く
︑
適
正
な
運
賃
・
料
金
の

収
受
が
進
ま
な
い
︑
②
燃
料

価
格
高
騰
分
の
価
格
転
嫁
が

進
ま
な
い
︑
③
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
十
分
な
賃
金
が
支
払
え
な

い
︑
④
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保

が
難
し
い
︱
︱
な
ど
実
態
を

説
明
︒
そ
の
上
で
︑
荷
待
ち

時
間
や
荷
役
作
業
の
な
い

﹁
労
働
環
境
の
改
善
﹂
の
必

要
性
や
︑
実
運
送
を
担
う
運

送
事
業
者
が
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
考
え
方
に
基
づ
き
算

出
し
た
運
賃
を
収
受
す
る
こ

と
︑
ま
た
︑
標
準
的
な
運
賃

で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
価

格
を
基
本
と
し
た
﹁
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂
の
導
入
の
重

要
性
な
ど
を
訴
え
た
︒
さ
ら

に
︑
適
正
取
引
推
進
︑
生
産

性
向
上
お
よ
び
長
時
間
労
働

抑
制
に
向
け
た
自
主
行
動
計

画
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

説
明
し
た
︒

　

物
流
プ
ロ
セ
ス
の
課
題
解

決
に
向
け
て
は
︑
荷
主
に
対

す
る
措
置
と
し
て
︑
荷
主
へ

自
営
転
換
を
促
す
ほ
か
︑
十

分
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
確
保

で
積
載
効
率
を
向
上
さ
せ
る

措
置
を
︑
さ
ら
に
︑
物
流
事

業
者
に
対
し
て
は
︑
車
両
を

保
有
し
な
い
利
用
運
送
事
業

者
や
物
流
子
会
社
等
へ
の
措

置
︑
軽
貨
物
事
業
者
（
個
人

事
業
主
）
を
束
ね
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
実
態

把
握
な
ど
が
必
要
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
﹁
働
き
方

改
革
﹂
の
趣
旨
や
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
改
正
の
趣

旨
を
理
解
し
︑
積
極
的
に
法

改
正
へ
の
対
応
を
行
う
と
し
︑

荷
主
に
対
し
て
荷
待
ち
時
間

の
削
減
な
ど
労
働
環
境
の
改

善
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に

標
準
的
な
運
賃
へ
の
理
解
を

求
め
る
行
動
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
︑

﹁
地
域
の
経
済
と
暮
ら
し
を

守
る
﹂
と
説
明
し
た
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
の
資
料

等
は
経
済
産

業
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

参
照
の
こ
と
︒

し
た
﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
認
定
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に
︑

﹁
リ
ス
ク
感
受
性
向
上
セ
ミ

ナ
ー
﹂
が
追
加
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
の
も
の
︒
認
定
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
︑
か
つ
︑

受
講
内
容
を
活
用
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
事
業
者

に
つ
い
て
は
︑
長
期
未
監
査

を
理
由
と
す
る
監
査
の
対
象

か
ら
除
外
さ

れ
る
こ
と
と

な
る
︒

　

な
お
︑
今

後
の
認
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

予
定
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

参
照
の
こ
と
︒

 

高
度
物
流
人
材
の
育
成
に

向
け
た
報
告
書
を
策
定

様
々
な
事
例
な
ど
盛
り
込
む

　

国
土
交
通
省
は
３
月
30
日
︑

﹁
高
度
物
流
人
材
の
育
成
・

確
保
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
﹂（
座
長
:
矢
野
裕
児

流
通
経
済
大
学
教
授
）
に
よ

る
報
告
書
﹁
物
流
起
点
の
価

値
創
造
を
実
現
す
る
人
材
の

育
成
に
向
け
て
﹂を
策
定
し
︑

公
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
高
度
物
流

人
材
の
育
成
・
確
保
に
取
り

組
む
荷
主
企
業
や
物
流
企
業

に
向
け
て
︑
具
体
的
な
取
り

組
み
・
実
践
を
喚
起
す
る
こ

と
を
目
的
に
︑
同
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
︒
各
企
業
内

に
お
け
る
人
材
育
成
・
確
保

の
方
向
性
に
関
す
る
提
言
と

し
て
︑
同
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
た
︒

　

報
告
書
の
構
成
は
︑
次
の

通
り
︒

①
高
度
物
流
人
材
育
成
・
確

保
の
重
要
性
と
同
書
の
目
的

・
対
象
者

②
今
後
求
め
ら
れ
る
高
度
物

流
人
材
像

③
高
度
物
流
人
材
の
育
成
に

必
要
と
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
企
業
内
教
育
）
の
進
め
方

④
今
後
の
課
題

　

ま
た
︑
物
流
を
起
点
と
し

た
付
加
価
値
創
出
事
例
や
︑

企
業
に
お
け
る
物
流
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
例
な
ど
も
︑
同

報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
は
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

 

定
期
点
検
方
法
の
見
直
し
を
実
施

Ｏ
Ｂ
Ｄ
を
活
用
し
た
点
検
方

法
の
導
入
な
ど

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31
日
︑

﹁
自
動
車
点
検
基
準
﹂（
昭

和
26
年
運
輸
省
令
第
70
号
）

と
﹁
自
動
車
の
点
検
及
び
整

備
に
関
す
る
手
引
﹂（
平
成

19
年
国
土
交
通
省
告
示
第
３

１
７
号
）
を
一
部
改
正
し
︑

自
動
車
の
高
度
化
に
対
応
し

た
定
期
点
検
方
法
（
点
検
７

項
目
）
の
見
直
し
を
行
う
と

発
表
し
た
︒

　

改
正
の
概
要
は
︑
次
の
通

り
︒

①
﹁
自
動
車
点
検
基
準
﹂
の

一
部
改
正

　

自
動
車
の
定
期
点
検
項
目

の
う
ち
︑﹁
点
火
時
期
﹂
お

よ
び
﹁
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

の
キ
ャ
ッ
プ
の
状
態
﹂
に
つ
い

て
は
︑
点
検
を
行
わ
な
く
て

も
よ
い
こ
と
と
す
る
（
た
だ

し
︑
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
を

有
す
る
自
動
車
等
に
つ
い
て

は
︑
今
後
も
点
検
が
必
要
）

②
﹁
自
動
車
の
点
検
及
び
整

備
に
関
す
る
手
引
﹂
の
一
部

改
正

　

表
の
５
つ
の
定
期
点
検
項

目
に
つ
い
て
︑
目
視
等
に
よ

り
直
接
確
認
す
る
従
来
の
点

検
方
法
だ
け
で
な
く
︑
車
載

式
故
障
診
断
装
置（
Ｏ
Ｂ
Ｄ
）

を
活
用
し
た
点
検
方
法
等
も

認
め
る
︒

　

な
お
︑
同
改
正
は
令
和
５

年
７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
︒

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔

点
呼
等
が
実
施
可
能
に

道
路
運
送
法
施
行
規
則
等
を
改
正

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
道
路
運
送
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

等
が
公
布
さ
れ
︑﹁
自
動
車

運
送
事
業
者
に
お
け
る
情
報

通
信
機
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活

用
し
た
新
た
な
点
呼
（
遠
隔

点
呼
・
業
務
後
自
動
点
呼
）﹂

が
４
月
１
日
よ
り
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
発
表
し
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
に
お
け

る
運
行
管
理
に
つ
い
て
は
︑

輸
送
の
安
全
の
確
保
の
た

め
︑運
送
事
業
者
に
お
い
て
︑

営
業
所
に
運
行
管
理
者
を
配

置
し
︑
原
則
と
し
て
対
面
で

運
転
者
に
対
す
る
点
呼
や
運

行
中
の
必
要
な
指
示
等
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
︒

一
方
で
︑
近
年
︑
運
行
管
理

表　定期点検項目の見直し
点検項目 点検の方法

駐車ブレーキ機構 引きしろ 電動式駐車ブレーキ機構を装備した車両は、
OBDを活用した確認を行うこととする

トランスミッション、
トランスファ オイル漏れ、オイル量 オイルのレベル・ゲージのない車両は、オイ

ル漏れのみの確認でも可とする

燃料蒸発ガス排出抑制
装置

チャコール・キャニスタの
詰まりと損傷

インタンク式のチャコール・キャニスタを装
備した車両は、メーカー指定の方法で確認す
ることとするチェック・バルブの機能

タイヤ 空気圧 タイヤ空気圧監視装置を装備した車両は、
OBDを活用した確認も可とする

「
ヒ
ア
リ
類
に
係
る
対

処
指
針
」
を
公
表

荷
役
作
業
を
行
う
事
業
者
に

ヒ
ア
リ
類
へ
の
対
策
を
求
め
る

　

環
境
省
は
４
月
25
日
︑﹁
ヒ

ア
リ
類
（
要
緊
急
対
処
特
定

外
来
生
物
）
に
係
る
対
処
指

針
﹂
が
公
布
さ
れ
た
と
発
表

し
た
︒

　
﹁
特
定
外
来
生
物
に
よ
る

生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
﹂
が
４
月
１

日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
︑
同
法
に
お
い
て

新
設
さ
れ
た
要
緊
急
対
処
特

定
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
︑

環
境
大
臣
お
よ
び
国
土
交
通

大
臣
が
︑
要
緊
急
対
処
特
定

外
来
生
物
が
付
着
し
︑
又
は

混
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物

品
の
輸
入
︑
輸
送
又
は
保
管

に
伴
う
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す

る
指
針
を
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
︒

　

ヒ
ア
リ
に
つ
い
て
は
︑
平

成
29
年
の
初
確
認
以
来
︑
全

国
の
港
湾
等
に
て
毎
年
発
見

さ
れ
て
お
り
︑
国
内
へ
の
侵

入
防
止
の
対
策
強
化
が
求
め

ら
れ
て
き
た
︒

　

対
処
指
針
で
は
︑
対
象
事

業
者
を
﹁
船

舶
や
航
空
機

か
ら
物
品
ま

た
は
コ
ン
テ

ナ
等
を
荷
下
ろ
し
す
る
事
業

者
﹂
等
の
９
種
類
に
分
類
︒

ヒ
ア
リ
類
発
見
時
に
速
や
か

に
通
報
さ
れ
る
よ
う
な
体
制

を
と
る
こ
と
や
︑
ヒ
ア
リ
類

が
付
着
等
し
て
い
る
物
品
に

逸
出
防
止
の
た
め
の
措
置
を

と
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

る
︒
な
お
︑
施
行
は
６
月
1

日
か
ら
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
環
境

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
の
こ
と
︒

 

運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に

占
め
る
割
合
は
17
・
４
％
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
量

　

環
境
省
と
国
立
環
境
研
究

所
は
４
月
21
日
︑
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
（
確

報
値
）
を
取
り
ま
と
め
︑
公

表
し
た
︒

　

２
０
２
１
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
・
吸
収
量
は

11
億
２
２
０
０
万
㌧
（
Ｃ
Ｏ
２

換
算
）
で
︑
前
年
度
比
２
・

０
％
の
増
加
︒
２
０
１
３
年

度
比
で
は
20
・
３
％
の
減
少

と
な
っ
た
︒

　

運
輸
部
門
の
電
気
・
熱
配

分
後
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
占

め
る
割
合
は
17
・
４
％
で
︑

前
年
度
比
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

減
と
な
っ
た
︒

　

運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
１
億
８
５
０
０
万
㌧
で
︑

前
年
度
比
１
４
０
万
㌧
（
０

・
８
％
）
増
︑
２
０
１
３
年

度
比
３
９
５
０
万
㌧
（
17
・

６
％
）
減
と
な
っ
た
︒
前
年

度
か
ら
の
増
加
要
因
と
し
て

は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
で
落
ち

込
ん
で
い
た
経
済
の
回
復
等

に
よ
り
︑
貨
物
輸
送
量
が
増

加
し
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

る
︒ま
た
︑２
０
１
３
年
度
か

ら
の
減
少
要
因
と
し
て
は
︑

貨
物
運
送
︑
旅
客
運
送
と
も

に
輸
送
量
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
以
前

の
水
準
を
引
き
続
き
下
回
っ

て
い
る
こ
と
等
を
挙
げ
た
︒

 

「
申
請
案
内
書
の
骨
子　

三

つ
星
新
規
」
を
公
表

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

は
４
月
25
日
︑
２
０
２
３
年

度
の
﹁
働
き
や
す
い
職
場
認

証
制
度　

申
請
案
内
書
の
骨

子　

三
つ
星
新
規
﹂
を
公
表

し
た
︒

　

今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ

る
︑
同
制
度
の
﹁
三
つ
星
﹂

認
証
は
︑﹁
二
つ
星
﹂
を
取

得
し
て
お
り
︑
法
令
を
上
回

る
労
働
条
件
や
労
働
環
境
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
十

分
に
実
施
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
事
業
者
が
取
得
で
き

る
認
証
段
階
︒
認
証
に
あ
た

っ
て
は
︑
申
請
し
た
全
事
業

者
を
対
象
に
︑
事
前
に
対
面

審
査
が
行
わ
れ
る
ほ
か
︑
記

述
方
式
の
提
出
書
類
が
追
加

さ
れ
︑﹁
働
き
や
す
い
職
場

実
現
﹂
の
た
め
の
方
針
︑
課

題
︑
目
標
︑
改
善
に
向
け
た

行
動
計
画
︑
体
制
な
ど
︑
改

善
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
体
制

が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
９
月

19
日
㈫
か
ら
10
月
16
日
㈪
ま

で
︒な
お
︑申
請
案
内
書
は
︑

同
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
８

月
ご
ろ
掲
載
予
定
︒

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
・
活
用
を
呼
び
か
け

健
康
保
険
証
利
用
申
込
・

公
金
受
取
口
座
登
録
を

　

政
府
で
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
積
極
的
な
取
得

や
︑
健
康
保
険
証
の
利
用
申

し
込
み
お
よ
び
公
金
受
取
口

座
登
録
の
促
進
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
し

て
受
診
す
る
こ
と
で
︑
患
者

本
人
の
同
意
に
よ
り
︑
医
療

機
関
・
薬
局
で
患
者
の
服
薬

履
歴
や
特
定
健
診
情
報
等
が

閲
覧
可
能
と
な
り
︑
よ
り
よ

い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
︒
ま
た
︑
今
年
１
月

26
日
か
ら
は
︑
紙
で
や
り
取

り
し
て
い
た
処
方
箋
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
運
用
で
き
る
電
子

処
方
箋
も
開
始
さ
れ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
公
金
受
取
口
座

登
録
制
度
は
︑
国
民
に
1
人

1
口
座
︑
給
付
金
等
の
受
け

取
り
の
た
め
の
口
座
を
国（
デ

ジ
タ
ル
庁
）
に
登
録
す
る
制

度
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
給
付
金

申
請
の
際
に
口
座
情
報
の
記

入
や
通
帳
の
写
し
等
の
提
出

が
不
要
と
な
る
ほ
か
︑
行
政

機
関
の
書
類
確
認
が
省
略
で

き
︑
緊
急
時
の
給
付
金
な
ど

を
迅
速
に
受
け
取
れ
る
よ
う

に
な
る
︒

　

利
用
申
し
込
み
方
法
・
登

録
方
法
の
詳
細
は
︑
デ
ジ
タ

ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

に
活
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発

展
が
目
覚
ま
し
く
︑
国
交
省

自
動
車
局
で
は
﹁
運
行
管
理

高
度
化
検
討
会
﹂を
設
置
し
︑

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
運
行
管

理
の
高
度
化
へ
の
検
討
を
行

っ
て
き
た
︒

　

同
検
討
会
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
点
呼
の
実
施

に
係
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
等

の
要
件
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
︑
同
改
正
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
点

呼
・
業
務
後
自
動
点
呼
を
実

施
で
き
る
よ
う
︑
必
要
な
規

定
を
整
備
す
る
︒　

遠
隔
点
呼

・
業
務
後

自
動
点
呼

の
実
施
に
必

要
な
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）の﹁
遠
隔
点
呼
︑

業
務
後
自
動
点
呼
の
実
施
に

関
す
る
情
報
﹂
を
参
照
の
こ

と
︒

 

不
利
益
情
報
開
示
期
間
を

５
年
に
統
一

全
運
輸
モ
ー
ド
を
対
象
に

　

国
土
交
通
省
は
４
月
３

日
︑
運
輸
事
業
者
の
不
利
益

情
報
の
開
示
期
間
に
つ
い
て
︑

こ
れ
ま
で
で
最
長
と
な
る
５

年
に
統
一
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

令
和
４
年
４
月
に
発
生
し

た
知
床
遊
覧
船
事
故
を
契
機

と
し
て
︑
国
交
省
で
は
全
運

輸
モ
ー
ド
に
お
い
て
︑
改
め

て
安
全
対
策
を
点
検
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え

の
下
︑
同
年
か
ら
運
輸
モ
ー

ド
横
断
的
な
安
全
対
策
の
検

討
を
行
っ
て
き
た
︒
そ
の
検

討
結
果
と
し
て
︑
全
運
輸
モ

ー
ド
に
お
い
て
︑
不
利
益
情

報
の
開
示
期
間
を
５
年
に
統

一
す
る
と
と
も
に
︑
開
示
対

象
に
つ
い
て
は
行
政
処
分
に

加
え
︑
輸
送
の
安
全
に
関
す

る
文
書
行
政
指
導
に
拡
大
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
不
利
益
情
報
に
つ

い
て
は
︑
国
交
省
﹁
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
情
報
等

検
索
サ
イ

ト
﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
さ
れ
る
︒

不
法
無
線
局
な
ど
電
波

の
不
正
利
用
は
犯
罪
！

令
和
５
年
度
「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

　

総
務
省
で
は
︑
６
月
１
日

㈭
~
10
日
㈯
の
期
間
を
﹁
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
﹂
と
し
て
︑
電
波

利
用
環
境
保
護
に
関
す
る
周

知
啓
発
活
動
を
集
中
的
・
重

点
的
に
実
施
す
る
︒

　

無
線
局
免
許
が
必
要
に
も

関
わ
ら
ず
︑
免
許
を
有
し
な

い
で
開
設
・
運
用
す
る
無
線

局
（
不
法
無
線
局
）
が
依
然

と
し
て
多
数
存
在
し
て
お

り
︑
警
察
・
消
防
救
急
・
防

災
行
政
無
線
等
の
重
要
無
線

通
信
に
対
す
る
混
信
・
妨
害

を
は
じ
め
︑
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
障
害
︑
携
帯
電
話

へ
の
障
害
な
ど
︑
深
刻
な
事

案
が
多
数
発
生
し
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
︑
同

省
で
は
︑
不
法
無
線
局
に
よ

る
混
信
︑
そ
の
他
の
妨
害
か

ら
重
要
無
線
通
信
を
は
じ
め

と
す
る
無
線
通
信
の
利
用
者

を
保
護
し
︑
良
好
な
電
波
利

用
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る

た
め
︑
同
期
間
を
展
開
︒
ま

た
︑
６
月
中
の
１
か
月
間
は

﹁
不
法
及
び
違
反
無
線
局
対

策
強
化
期
間
﹂
と
し
て
︑
良

好
な
電
波
利
用
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
い
く
︒

総 務 省

馬渡副会長（4月27日、全ト協）

中央職業能力開発協会中央職業能力開発協会
　「ロジ検定」令和5年度（前期）受験申請を受付中　「ロジ検定」令和5年度（前期）受験申請を受付中
　中央職業能力開発協会では現在、「ビジネス・キャリア検定試験　ロジ
スティクス分野（ロジ検定）」令和５年度（前期）の受験申請を受け付けて
いる。
　ロジ検定は、「ロジスティクス１級」、「ロジスティクス管理２級」、「同３級」、
「ロジスティクス・オペレーション２級」、「同３級」、「ロジスティクス
BASIC級」の全６試験があり、物流・ロジスティクス業界における人材育
成ツールのひとつとして幅広く活用されている。
　令和５年度の試験日程は、次の通り。

【前期試験】（１級・２級・３級）
　・試験日　令和５年10月１日㈰
　・申請期間　５年４月10日㈪～7月14日㈮
【後期試験】（２級・３級・BASIC級）
　・試験日　６年２月18日㈰
　・申請期間　5年10月2日㈪～12月8日㈮

　※詳細については、同検定ホームページ（二次元コード）を参照のこと。

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
定

セ
ミ
ナ
ー
に
「
リ
ス
ク
感
受
性

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
追
加

通
達
を
一
部
改
正
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
４
月
か
ら
解
禁
に
な
っ
た

賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い
は
︑使
用
者
が
︑

現
金
払
い
や
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込

み
と
は
別
に
︑
賃
金
を
電
子
マ
ネ
ー

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
決
済
ア
プ
リ
の

口
座
に
直
接
振
り
込
め
る
制
度
で
す
︒

た
だ
し
︑４
月
か
ら
解
禁
と
い
っ
て
も
︑

最
初
に
電
子
マ
ネ
ー
や
ス
マ
ホ
決
済

を
扱
う
﹁
資
金
移
動
業
者
﹂
が
厚
生

労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
︑
現
在
︑
そ
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
最
中
で
︑
夏
ご
ろ
に
数
社

が
認
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

４
月
か
ら
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払

い
が
解
禁
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。

 第267回 

４月から始まった
賃金のデジタル
払いの手続きは

こ
の
た
め
︑
使
用
者
が
賃
金
の
デ
ジ

タ
ル
払
い
を
導
入
す
る
場
合
は
︑
そ

れ
ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
行
う
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
お
く
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
も
そ
も
賃
金
の
支
払
い
に
つ
い

て
は
︑
労
働
基
準
法
第
24
条
の
い
わ

ゆ
る
﹁
賃
金
支
払
い
の
５
原
則
﹂（
①

通
貨
払
い
︑
②
直
接
払
い
︑
③
全
額

払
い
︑
④
毎
月
１
回
以
上
払
い
︑
⑤

一
定
期
日
払
い
）
に
よ
る
現
金
払
い

が
原
則
で
あ
り
︑
例
外
と
し
て
︑
労

働
者
の
同
意
を
条
件
に
銀
行
口
座
等

へ
の
振
り
込
み
を
認
め
て
い
る
（
労

基
法
施
行
規
則
第
７
条
の
２
第
１
項
）

と
い
う
の
が
︑
こ
れ
ま
で
の
取
り
扱

い
で
し
た
︒
今
回
は
︑
こ
れ
に
デ
ジ

タ
ル
払
い
が
新
た
な
選
択
肢
と
し
て

加
わ
っ
た
わ
け
で
す
︒

　

そ
こ
で
︑
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い

を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
手
続
き
を
ご
説
明
し
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
使
用
者
は
︑
事
業
場
に
労

働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組

合
が
あ
る
場
合
は
そ
の
労
働
組
合
と
︑

な
い
場
合
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代

表
す
る
者
と
︑
①
対
象
と
な
る
労
働

者
の
範
囲
︑
②
対
象
と
な
る
賃
金
の

範
囲
と
そ
の
金
額
︑
③
取
扱
指
定
資

金
移
動
業
者
の
範
囲
︑
④
実
施
開
始

時
期
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
労
使
協
定

を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

あ
わ
せ
て
︑
こ
の
労
使
協
定
の
内
容

を
就
業
規
則
の
賃
金
規
定
等
に
追
記

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

次
に
︑
そ
の
上
で
︑
使
用
者
は
労

働
者
に
対
し
︑
指
定
資
金
移
動
業
者

の
破
綻
時
の
弁
済
や
不
正
出
金
時
の

補
償
な
ど
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い
に

関
す
る
留
意
事
項
を
説
明
し
︑
デ
ジ

タ
ル
払
い
を
希
望
す
る
個
々
の
労
働

者
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
初
め
て
実

行
が
可
能
に
な
り
ま
す
︒
同
意
は
︑

書
面
等
に
よ
り
︑
①
移
動
を
希
望
す

る
賃
金
の
範
囲
と
そ
の
金
額
︑
②
指

定
資
金
移
動
業
者
名
︑サ
ー
ビ
ス
名
︑

ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
︑
名
義
人
︑
③
開

始
希
望
時
期
︑
④
代
替
銀
行
口
座

等
︱
︱
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
得
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
（
同
意
書
の

モ
デ
ル
様
式
は
厚
生
労
働
省
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
）︒

そ
の
ほ
か
︑
口
座
に
入
金
で
き
る
金

額
は
︑
現
在
の
と
こ
ろ
上
限
が
１
０

０
万
円
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い
は
振
込
手

数
料
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
ほ
か
︑

賃
金
の
﹁
日
払
い
﹂
や
﹁
週
払
い
﹂

が
行
い
や
す
く
な
る
た
め
︑
ア
ル
バ

イ
ト
の
賃
金
支
払
い
に
活
用
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
︒

し
か
し
反
面
︑
複
数
の
賃
金
支
払
い

方
法
の
混
在
に
よ
る
事
務
負
担
量
の

増
加
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
︑さ
ら
に
は
︑

ス
タ
ー
ト
当
初
に
お
け
る
振
込
シ
ス

テ
ム
の
技
術
的
な
問
題
発
生
の
恐
れ

も
予
想
さ
れ
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
最

初
は
︑
対
象
労
働
者
を
ア
ル
バ
イ
ト

に
限
定
し
て
始
め
る
な
ど
︑
様
子
を

見
な
が
ら
徐
々
に
導
入
を
進
め
た
方

が
無
難
で
し
ょ
う
︒

Ａ�

対
象
を
限
定
す
る
な
ど
徐

々
に
導
入
す
る
方
が
無
難

職
域
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
対
策
を
呼
び
か
け

肝
が
ん
の
原
因
の
約
７
割
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業

者
に
対
し
て
︑
職
域
に
お
け

る
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
対
策
に

関
す
る
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い

て
は
︑
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
る
自
覚
の
な
い
者

が
多
数
存
在
す
る
と
推
定
さ

れ
る
こ
と
︑
感
染
経
路
や
治

療
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が

十
分
で
な
い
こ
と
等
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
お
よ

び
労
働
者
に
対
し
て
︑
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
こ

と
の
意
義
を
周
知
し
︑
検
査

の
受
診
を
呼
び
か
け
る
こ
と

や
︑
労
働
者
が
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
の
受
診
を
希
望
す
る

場
合
に
は
︑
受
診
機
会
の
観

点
か
ら
特
段
の
配
慮
を
す
る

こ
と
︱
︱
な
ど
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
チ
ラ

シ
（
写
真
、
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
作
成
し
︑

事
業
者
が
労

働
者
に
対
し

て
チ
ラ
シ
を

活
用
し
た
受
診
勧
奨
等
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

定
期
・
特
定
健
診
に
係
る

事
業
者
・
保
険
者
の
連
携

・
協
力
を
呼
び
か
け

令
和
６
年
度
以
降
の
問
診
票

等
の
新
ひ
な
形
な
ど
も
提
示

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
31

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
の
事
業
者
団
体
に
対

し
︑
定
期
健
康
診
断
・
特
定

健
康
診
査
等
の
実
施
に
係

る
︑
事
業
者
と
保
険
者
と
の

連
携
・
協
力
事
項
に
関
し

て
︑
次
の
よ
う
に
通
知
し
︑

周
知
を
依
頼
し
た
︒

　

令
和
４
年
１
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
健
康
保
険
法
等
に

よ
り
︑
特
定
健
康
診
査
の
対

象
年
齢
（
40
~
74
歳
）
の
労

働
者
に
加
え
︑
40
歳
未
満
の

労
働
者
に
つ
い
て
も
保
険
者

か
ら
健
康
診
断
に
関
す
る
記

録
の
写
し
の
提
供
を
求
め
ら

れ
た
事
業
者
は
︑
そ
の
記
録

の
写
し
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
︑
こ

れ
に
よ
り
︑
定
期
健
康
診
断

等
の
結
果
に
つ
い
て
も
情
報

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
︑

そ
れ
に
基
づ
く
保
健
指
導
等

を
行
う
こ
と
が
可
能
︒

　

ま
た
６
年
度
か
ら
︑
①
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
一

般
健
康
診
断
に
お
け
る
ト
リ

グ
リ
セ
ラ
イ
ド（
中
性
脂
肪
）

検
査
の
取
扱
い
︑
②
一
般
健

康
診
断
問
診
票
に
お
け
る
質

問
項
目
︱
︱
が
見
直
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
︑
６
年
４
月
１

日
以
降
の
﹁
一
般
健
康
診
断

問
診
票
﹂
や
﹁
健
康
診
断
結

果
提
供
依
頼
書
﹂
の
ひ
な
形

も
新
た
に
示
し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
同
通
知
文

書
や
新
た
な
問
診
票
等
の
ひ

な
型
な
ど
に

つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
ま
と
め
て
掲
載
し
︑
会
員

事
業
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い

る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
今
後
も
引

き
続
き
事
業
者
と
保
険
者
と

が
緊
密
に
連
携
し
︑
労
働
者

の
健
康
管
理
等
に
取
り
組
む

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

高
齢
化
に
伴
う
労
災
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
内
容
を

明
確
化

「
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
の
指
針
」

　

厚
生
労
働
省
は
﹁
事
業
場

に
お
け
る
労
働
者
の
健
康
保

持
増
進
の
た
め
の
指
針
﹂
を

一
部
改
正
し
︑
４
月
１
日
か

ら
適
用
を
開
始
し
た
︒

　

同
改
正
は
︑
加
齢
に
伴
う

筋
力
や
認
知
機
能
等
の
低
下

が
転
倒
等
の
労
働
災
害
リ
ス

ク
に
繋
が
る
こ
と
や
︑
労
働

者
の
健
康
状
況
の
継
続
的
な

把
握
な
ど
︑
労
働
者
の
高
齢

化
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
明
確
化
す
る
こ
と
に

加
え
︑
40
歳
未
満
の
労
働
者

に
対
し
︑
事
業
者
と
医
療
保

険
者
が
連
携
し
て
健
康
保
持

増
進
対
策
を
よ
り
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
︒

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
︑
筋

力
や
認
知
機
能
等
の
低
下
に

伴
う
転
倒
等
の
労
働
災
害
を

防
止
す
る
た
め
︑
体
力
の
状

況
を
客
観
的
に
把
握
し
︑
自

ら
の
身
体
機
能
の
維
持
向
上

に
取
り
組
め
る
よ
う
︑
加
齢

に
よ
る
心
身
の
衰
え
を
確
認

す
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
の

健
康
測
定
の
実
施
や
︑
保
健

指
導
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
旨
規
定
さ
れ
た
︒

 

「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時

間
労
働
改
善
特
別
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
継
続
設
置

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
３
日
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時

間
労
働
改
善
特
別
相
談
セ
ン

タ
ー
﹂
を
令
和
６
年
３
月
31

日
㈰
ま
で
継
続
設
置
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

同
セ
ン
タ
ー
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
の
長
時
間
労
働
改

善
に
向
け
て
︑
労
務
管
理
の

改
善
や
運
送
事
業
者
の
協
力

に
よ
る
作
業
環
境
改
善
等
を

図
る
た
め
に
︑
４
年
８
月
１

日
に
設
置
さ
れ
た
も
の
︒
荷

主
企
業
か
ら
の
作
業
環
境
改

善
に
関
す
る
相
談
や
︑
運
送

事
業
者
か
ら
の
労
務
管
理
改

善
や
作
業
環
境
改
善
に
関
す

る
相
談
に
対
応
す
る
︒
ま
た
︑

利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
︑

オ
ン
ラ
イ
ン
や
現
地
訪
問
に

よ
る
支
援
を
無
料
で
実
施
す

る
︒

　

開
所
日
時
は
︑
６
年
３
月

31
日
ま
で
の
月
~
金
曜
日
の

９
時
~
12
時
︑
13
時
~
17
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）︒
相
談
料
金
は
無
料
︒

相
談
は
︑
電
話
（
東
日
本
０

１
２
０
・
７
６
３
・
４
２
０
︑

西
日
本
０
１
２
０
・
６
２
５
・

１
０
９
）
ま
た
は
﹁
自
動
車

運
転
者
の
長
時
間
労
働
改
善

に
向
け
た
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

受
け
付
け
る
︒

 

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動　

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場
」

「
全
国
安
全
週
間
」
７
月
に
実
施

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
４

日
︑
令
和
５
年
度
﹁
全
国
安

全
週
間
﹂
を
７
月
１
日
か
ら

１
週
間
実
施
す
る
と
発
表
し

た
︒

　

労
働
災
害
は
長
期
的
に
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
︑
４

年
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
︑

死
亡
災
害
は
前
年
を
下
回
る

見
込
み
で
あ
る
一
方
︑
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
前

年
を
上
回
る
見
込
み
で
あ

り
︑
近
年
︑
増
加
傾
向
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
︒
特
に
︑
転
倒

や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の

作
業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷

災
害
︑
墜
落
・
転
落
な
ど
の

死
亡
災
害
が
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
︒

　

５
年
度
は
︑﹁
高
め
る
意

識
と
安
全
行
動　

築
こ
う
み

ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場
﹂
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
︑
同
週
間
を

実
施
︒
７
月
１
日
㈯
~
７
日

㈮
を
同
週
間
︑
６
月
１
日
㈭

~
30
日
㈮
を
準
備
期
間
と
し

て
︑
各
職
場
に
お
け
る
巡
視

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
︑
労

働
安
全
に
関
す
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
︑
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
︒

 

最
新
版
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公
開

令
和
５
年
10
月
ま
で
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
26
日
︑

﹁
厚
生
労
働
省
版
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

の
最
新
版
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
サ
イ
ト（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
公
開
し
た
︒

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
︑
労
働

安
全
衛
生
法
第
66
条
の
10
に

お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
﹁
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
﹂
を

各
事
業
場
に
お
い
て
円
滑
に

導
入
で
き
る
よ
う
︑
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
受
検
等
を
行

う
も
の
︒

　

な
お
︑
最
新
版
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い

場
合
︑
令
和
５
年
11
月
以
降

に
動
作
に
不
具
合
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
︑
厚
労

省
で
は
︑
特
に
現
在
旧
版
プ

 

ド
ロ
ー
ン
活
用
に
よ
る
荷
物
等

配
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

レ
ベ
ル
４
飛
行
の
解
禁
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
令
和
４
年
12
月
の
改
正

航
空
法
施
行
に
伴
い
︑
レ
ベ

ル
４
飛
行
（
ド
ロ
ー
ン
の
有

人
地
帯
に
お
け
る
補
助
者
な

し
目
視
外
飛
行
）
の
解
禁
を

受
け
て
︑
レ
ベ
ル
４
飛
行
も

対
象
に
し
た
﹁
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
荷
物
等
配
送
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ

４
・
０
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
︑
物
流
機
能
の
維
持
は
︑

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
り
︑
特
に
過
疎
地
域

に
お
い
て
は
︑
輸
配
送
の
効

率
化
の
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
荷
物
等
の
配
送
が

期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
レ

ベ
ル
３
飛
行
（
ド
ロ
ー
ン
の

無
人
地
帯
に
お
け
る
補
助
者

な
し
目
視
外
飛
行
）
お
よ
び

レ
ベ
ル
４
飛
行
に
よ
り
ド
ロ

ー
ン
物
流
事
業
を
計
画
す
る

事
業
者
等
を
対
象
に
︑
導
入

方
法
や
配
送
手
段
な
ど
に
関

す
る
具
体
的
な
手
引
き
を
整

理
す
る
と
と
も
に
︑
参
考
と

な
り
得
る
取
り
組
み
等
を
事

例
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
て

い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

特
別
教
育
の
義
務
化
︑
③
運

転
位
置
か
ら
離
れ
る
場
合
の

措
置
の
一
部
改
正
︱
︱
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
︑
①

・
③
は
今
年
10
月
１
日
か

ら
︑
②
は
令
和
６
年
２
月
１

日
か
ら
適
用
が
開
始
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
陸
上
貨
物
運
送
事

業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
陸

災
防
）
で
は
︑
今
回
の
改
正

内
容
を
反
映
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
﹁
荷
役
作
業
安
全
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
あ
ら
ま
し
（
令

和
５
年
３
月
改
訂
版
）﹂
を

作
成
︒
全
ト
協
で
は
︑
同
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
同
封
し
︑

会
員
事
業
者
に
対
し
労
働
災

害
防
止
対
策
に
活
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

８
月
５
日
~
９
月
３
日
に

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
に
て
実
施

令
和
５
年
度
第
１
回
「
運
行

管
理
者
試
験
」（
貨
物
）

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
︑
令
和
５
年

度
第
１
回
﹁
運
行
管
理
者
試

験
﹂（
貨
物
）
の
概
要
に
つ
い

て
公
表
し
た
︒　

試
験
は
︑

パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試

験
方
式
に
て

実
施
︒
試
験
期
日
は
８
月
５

日
㈯
~
９
月
３
日
㈰
で
︑
全

国
47
都
道
府
県
で
実
施
す
る
︒

　

申
請
（
新
規
・
再
受
験
）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
︑

６
月
12
日
㈪
~
７
月
12
日
㈬

に
受
け
付
け
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
の
こ
と
︒

ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
い
る

事
業
者
に
対
し
︑
令
和
５
年

10
月
ま
で
に
最
新
版
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
必
ず
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

労
働
安
全
衛
生
規
則
等
を

一
部
改
正
し
荷
役
作
業
時

の
安
全
対
策
を
強
化

改
訂
版
「
荷
役
作
業
安
全
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
あ
ら
ま
し
」
今
号
に
同
封

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
貨
物
自
動
車
に
お
け
る

荷
役
作
業
時
の
墜
落
・
転
落

防
止
対
策
の
充
実
に
係
る
労

働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
安

全
衛
生
特
別
教
育
規
程
の
一

部
改
正
・
施
行
に
伴
い
︑
改

正
省
令
等
に
基
づ
い
た
荷
役

作
業
の
安
全
対
策
に
引
き
続

き
取
り
組
む
よ
う
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
関
係
団
体

に
対
し
通
達
を
発
出
し
た
︒

　

同
改
正
に
は
︑
①
昇
降
設

備
の
設
置
お
よ
び
保
護
帽
の

着
用
が
必
要
な
貨
物
自
動
車

の
範
囲
の
拡
大
︑
②
テ
ー
ル

ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
使
用
し

て
荷
を
積
み
卸
す
作
業
へ
の

真荷主または元請け事業者から契約が打ち切られる恐れを考慮

真荷主の経営状況を考慮

その他

交渉に当たる人材、時間的制約 346

516

623

943

0 200 400 600 800 1000
（n=1574）（複数回答）

または

または

国土交通省

回答事業者の約76％が「標準的な運賃」の延長を希望回答事業者の約76％が「標準的な運賃」の延長を希望
「標準的な運賃」の浸透・活用状況等について調査を実施

【調査結果の概要】
1.調査期間　令和5年2月7日～3月31日
2.調査方法　事業者および荷主に対するアンケート
3.調査対象　全日本トラック協会の会員事業者および「ホワイト物流」推進運動において把握した荷主企業

　国土交通省は５月12日、令和２年４月に告示し
た「標準的な運賃」の活用状況等について、トラ
ック運送事業者および荷主企業を対象に実施した
アンケート調査の結果を公表した。
　今回の調査（令和４年度）では、回答した運送
事業者のうち、運賃交渉について荷主から一定の
理解を得られた事業者は約43％となった。
　「標準的な運賃」の告示以降、２年目（３年度）
に運賃交渉について荷主の理解を得られた事業者
は約15％であった。３年目（４年度）には２年目
に比べて約３倍増となったものの、荷主からの理

解を得られた事業者はいまだ半分以下にとどまっ
ており、成果としては道半ばとなっている。
　なお、同調査では、回答した事業者のうち約76
％が「標準的な運賃」の延長を希望していること
も分かった。
　全日本トラック協会では、運賃交渉力の弱いト
ラック運送事業者が継続的に適正な運賃収受を実
施できるよう、令和６年３月末までの時限措置と
されている「標準的な運賃」の延長実現に向けて、
政府与党等に対して働きかけを強化していくこと
としている（関連１面）。

●�回答した事業者のうち、令和３年度は、運賃交渉を実
施した事業者は約52％、このうち荷主から一定の理解
が得られた事業者が約33％。すなわち、事業者全体の
うち運賃交渉について荷主から一定の理解を得られた
事業者は約15％であった。

●�今回の調査（令和４年度）では、運賃交渉を行った事
業者は約69％、このうち荷主から一定の理解を得られ
た事業者は約63％。すなわち、事業者全体のうち運賃
交渉について荷主から一定の理解を得られた事業者は
約43％であった。

調査結果

「標準的な運賃に係る実態調査結果」の概要（令和４年度）

「デジタル式運行記録計の装着状況等に関する「デジタル式運行記録計の装着状況等に関する
アンケート」へのご協力をお願いしますアンケート」へのご協力をお願いします

　デジタル式運行記録計（デジタコ）は運行記録計の一種で、車両の運行に
係る速度・時間等を自動的にメモリーカードやクラウドサーバーに記録する装置
です。記録したデータを確認することで、ドライバーが法定速度、休憩時間など
を遵守しているかを容易に確認できます。
　令和6年 4月1日より、改正改善基準告示が施行され、これまで以上に運
行管理、運転者の労務管理を厳格に行うことが求められることになりますが、運
行管理、労務管理を行うにあたっては、デジタコの活用がより有効になると考え
られます。
　国土交通省では、デジタル式運行記録計（デジタコ）の普及促進策を検討
するにあたり、運送事業者に対して、デジタコの装着状況等に係る実態調査を
行っています。回答に要する時間は5分程度です。

・回答方法　�右の二次元コードを読み取り、アンケートページ
にアクセスしてください。

・回答期限　令和5年 5月24日㈬
【留意事項】
・�調査結果については集計データを公表することがありますが、その際には個社
・個人の特定に繋がらないよう必要な加工を行い、「デジタコの普及促進策
の検討」という本調査の目的以外には使用しません。
・�アンケート回答にあたり、不明な点がありましたら、「mlit_sidokantoku_qs@
nri.co.jp」までお問い合わせください。

国交省



令和5年（2023年）5月20日 （8）第2219号（第3種郵便物認可）
　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

制
度
で
あ
る
︒

　

２
０
２
３
年
度
は
︑
よ
り

一
層
の
認
定
事
業
所
数
の
拡

大
に
よ
り
業
界
の
安
全
性
レ

ベ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

る
た
め
︑
事
業
所
の
申
請
意

欲
の
向
上
や
申
請
負
担
の
軽

減
を
目
的
に
︑
図
１
の
通
り

制
度
の
変
更
が
行
わ
れ
る
︒

な
お
︑
評
価
項
目
に
関
す
る

変
更
内
容
の
詳
細
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）﹁
２
０
２
３
年

と
と
も
に
︑認
定
マ
ー
ク
（
写

真
①
）や
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑

認
定
ワ
ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性

優
良
事
業
所
﹂の
証
と
し
て
︑

　

安
全
性
優
良
事
業
所
に
対

し
て
は
︑
表
１
に
示
し
た
イ

度
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安

全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
）﹂
ペ
ー
ジ
の
申
請
案
内
を

参
照
の
こ
と
︒

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

認
定
有
効
期
間
内
に
限
り
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
等

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

な
お
︑
更
新
申
請
を
連
続

し
て
６
回
以
上
行
い
︑
認
定

を
受
け
た
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
新
た
に
長
期
認
定
事
業

所
用﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂

（
写
真
②
）
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
︒

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ

る
︒

　

安
全
性
優

良
事
業
所
は

全
ト
協
Ｈ
Ｐ

に
て
事
業
所

名
︑
住
所
︑

電
話
番
号
が

公
表
さ
れ
る

ほ
か
︑
掲
載

を
希
望
し
た

一
部
認
定
事

業
所
の
Ｈ
Ｐ

へ
の
リ
ン
ク

お
よ
び
主
な

輸
送
品
目
が

掲
載
さ
れ
て

い
る
︒

　

今
年
度
の
更
新
対
象
事
業

所
に
対
し
て
は
︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク

更
新
の
ご
案
内
﹂
ハ
ガ
キ
を

５
月
中
旬
に
送
付
す
る
︒
な

お
︑
ハ
ガ
キ
が
５
月
末
日
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
は
︑
地

方
実
施
機
関
（
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
）
に
問
い
合
わ

せ
の
こ
と
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
制
度
の
評

価
対
象
は
︑
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
と
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
所

（
営
業
所
）︒申
請
資
格
は
︑

申
請
基
準
日
（
２
０
２
３
年

７
月
１
日
）
現
在
で
︑
①
事

業
開
始
（
運
輸
開
始
）
後
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
︑

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

の
数
が
５
台
以
上
で
あ
る
こ

と
︱
︱
な
ど
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
︒

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
︑

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
申
請
書
の
作
成

の
み
を
行
い
︑
印
刷
し
た
上

で
他
の
申
請
書
類
と
と
も
に

受
付
窓
口
へ
持
参
（
ま
た
は

郵
送
）
す
る
方
式
か
ら
︑﹁
Ｗ

ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
﹂
に
よ

り
︑
申
請
書
等
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
送
信
し
︑
申
請
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
︒
た
だ
し
︑

新
規
申
請
や
更
新
Ａ
・
Ｃ
方

式
に
よ
る
申
請
で
は
︑
評
価

項
目
Ⅲ
﹁
安
全
性
に
対

す
る
取
組
の
積
極
性
﹂
の

挙
証
す
る
書
類
を
︑
従

来
通
り
期
間
内
に
受
付

窓
口
へ
持
参
（
ま
た
は
郵

送
）
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
に
注
意
︒
申
請
受
付

期
間
は
︑７
月
１
日（
土
）

~
７
月
14
日
（
金
）︒

　

申
請
の
流
れ
は
︑
図
２

の
通
り
︒
５
月
29
日
~
７

月
14
日
の
期
間
︑
Ｗ
ｅ

ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
が
稼

働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
︒同
シ
ス
テ
ム
上
で
は
︑

申
請
書
を
事
前
に
作
成

し
︑
保
存
す
る
こ
と
が

可
能
︒
た
だ
し
︑
事
前

に
作
成
し
︑
保
存
し
た

申
請
書
は
︑
申
請
受
付

期
間
中
に
改
め
て
﹁
申

請
﹂
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
必
要
が
あ
る
（
申

請
ボ
タ
ン
は
７
月
１
日
以

降
に
押
せ
る
よ
う
に
な

る
）︒

　

更
新
Ｂ
・
Ｅ
方
式
に
つ

い
て
は
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ

ス
テ
ム
へ
申
請
情
報
の
入
力

を
行
い
︑
申
請
期
間
に
申
請

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り

申
請
が
完
了
す
る
︒
ま
た
︑

連
続
し
て
６
回
目
の
更
新
申

請
を
行
う
事
業
所
の
Ａ
・
Ｃ

方
式
に
つ
い
て
も
︑
評
価
項

目
Ⅲ
﹁
安
全
性
に
対
す
る
取

組
の
積
極
性
﹂
の
挙
証
書
類

提
出
が
不
要
な
こ
と
か
ら
︑

評
価
項
目
Ⅲ
に
関
す
る
日
頃

の
取
り
組
み
状
況
を
入
力

し
︑
申
請
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
︑
申
請
が
完
了
す
る
︒

　

一
方
で
︑
新
規
・
更
新
５

回
目
ま
で
の
Ａ
・
Ｃ
方
式
に

つ
い
て
は
︑
従
来
通
り
︑
評

価
項
目
Ⅲ
﹁
安
全
性
に
対
す

る
取
組
の
積
極
性
﹂
の
挙
証

書
類
の
提
出
が
必
要
で
あ
る

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
︑
②
事

故
や
違
反
の
状
況
︑
③
安
全

性
に
対
す
る
取
組
の
積
極
性

こ
と
か
ら
︑
窓
口
で
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
︒

　

窓
口
で
の
手
続
き
は
︑
申

請
す
る
事
業
所
が
所
在
す
る

都
道
府
県
の
地
方
実
施
機
関

（
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
）
の
受
付
窓
口
へ
︑
７
月

３
日
㈪
~
７
月
14
日
㈮
（
土

・
日
曜
日
は
除
く
）
に
持
参

す
る
こ
と
（
窓
口
の
受
付
時

間
は
︑
地
方
実
施
機
関
に
問

い
合
わ
せ
の
こ
と
）︒
ま
た
︑

郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合

は
︑
簡
易
書
留
や
信
書
便
な

ど
荷
物
の
追
跡
が
可
能
な
方

法
で
︑
地
方
実
施
機
関
に
７

月
12
日
㈬
必
着
で
送
付
す
る

こ
と
︒

　

な
お
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
係
る
特
例

措
置
に
つ
い
て
︑
２
０
２
３
年

度
に
お
い
て
は
︑
縮
小
し
た

上
で
継
続
す
る
︒
ま
た
︑
Ｗ

ｅ
ｂ
申
請
が
で
き
な
い
場
合

に
限
り
︑
複
写
式
申
請
書
で

の
申
請
を
受
け
付
け
る
（
詳

細
は
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）︒

︱
︱
の
３
項
目
に
つ
い
て
︑

安
全
性
評
価
委
員
会
か
ら
評

価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
︒

　

評
価
３
項
目
の
合
計
点
数

が
80
点
以
上
で
︑
各
評
価
項

目
に
お
い
て
設
け
ら
れ
て
い

る
基
準
点
数
を
ク
リ
ア
し
︑

そ
の
他
の
認
定
要
件
も
満

た
さ
れ
て
い
る
場
合
︑﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂
と
し

て
認
定
さ
れ
る
︒
評
価
結

果
は
︑
各
申
請
事
業
所
に

対
し
て
12
月
中
旬（
予
定
）

に
郵
送
に
て
通
知
さ
れ
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ

い
て
は
表
２
の
通
り
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ

﹁
２
０
２
３
年
度
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂
ペ

ー
ジ
の
申
請
案
内
等
を
参

照
の
こ
と
︒

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実

施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
２
０
２
３
年
度
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
）﹂
の
実
施
概
要
を
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
２
０
０
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
）
は
２
０
２
３
年
３
月
末
現
在
で

２
万
８
５
２
１
事
業
所
に
達
し
︑
認
定
率

は
全
事
業
所
の
32
・
８
％
ま
で
拡
大
し
て

い
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
数
の
拡
大
に
伴

い
︑
運
送
事
業
者
の
み
な
ら
ず
︑
荷
主
企

業
や
一
般
消
費
者
に
対
し
て
︑
高
い
安
全

性
を
示
す
Ｇ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
認
知
の

広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

図２　申請の流れ

表２　安全性優良事業所の有効期間
新規・更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間
新規認定事業所 2024年１月１日～2025年 12月 31日（２年間）
初回更新事業所 219**** 2024年１月１日～2026年 12月 31日（３年間）
２回目更新事業所 209****（１）

2024年１月１日～2027年 12月 31日（４年間）
３回目更新事業所 199****（２）
４回目更新事業所 199****（３）
５回目更新事業所 199****（４）
６回目更新事業所 199****（５）
※現在の認定証番号の「*」は各事業所に割り振られた数字

図１　今年度の主な変更点
●�評価項目Ⅰ：法令の遵守状況の配点を、巡回指導の重点項目
が反映されるよう一部変更

●�評価項目Ⅲ：安全性に対する取組の積極性の、取組項目の多
様化、選択制の導入

●�更新申請の回数が連続して６回以上となる事業所の、評価項
目Ⅲに関する提出書類の簡素化

●�更新申請を連続して６回以上行い、認定を受けた事業所用に、
ゴールドGマークステッカーおよび認定証を新設

● �Web 申請の一部導入

表１　安全性優良事業所に係るインセンティブ付与

国土交通省

①違反点数の消去、② IT 点呼
の導入、③点呼の優遇、④補助
条件の緩和、⑤安全性優良事業
所表彰、⑥基準緩和自動車の有
効期間の延長、⑦特殊車両通行
許可の有効期間の延長

全日本トラック協会

助成の優遇（ドライバー等安全
教育訓練助成制度、安全装置等
導入促進助成事業、経営診断受
診促進助成事業、自動点呼機器
導入促進助成事業）

損保会社等 保険料の割引

◆
Ｇ
マ
ー
ク
と
は
？

事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

公
表
す
る
制
度

公
表
す
る
制
度

◆
様
々
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

◆
申
請
方
法

Ｗｅ
ｂ
申
請
を
一
部
導
入

Ｗｅ
ｂ
申
請
を
一
部
導
入

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

◆
評
価
結
果

申
請
事
業
所
に
対
し

申
請
事
業
所
に
対
し1212

月
中
旬
に
郵
送
で
通
知

月
中
旬
に
郵
送
で
通
知

①認定マーク「Gマーク」

②長期認定事業所用「ゴールドGマーク」

２
０
２
３
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介

２
０
２
３
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介

高
い
安
全
性
の
証
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

高
い
安
全
性
の
証
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

新
た
に
長
期
認
定
事
業
所
用
「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」

新
た
に
長
期
認
定
事
業
所
用
「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」
が
誕
生

が
誕
生

今
年
度
か
ら
申
請
方
法
を
「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
」
に
変
更 

事
前
に
申
請
方
法
の
確
認
を
！

Gマーク特集
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10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

導
入
さ
れ
る
︒﹁
イ
ン
ボ
イ
ス
で
大

き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
貨
物
軽

自
動
車
運
送
の
自
営
業
者
だ
﹂︒

こ
れ
が
︑
も
う
一
つ
の
﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
で
あ
る
︒

　

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
る

と
︑
令
和
４
年
３
月
末
の
貨
物
軽

事
業
者
数
は
20
万
９
２
５
０
で
︑

車
両
数
は
33
万
４
８
７
４
台
︒
総

務
省
の
人
口
推
計
で
は
︑
同
年
２

月
１
日
現
在
の
日
本
の
人
口
は
１

億
２
５
３
４
万
人
な
の
で
︑
単
純

に
計
算
す
る
と
約
３
７
０
人
に
１

台
の
黒
ナ
ン
バ
ー
軽
自
動
車
が
あ

る
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
う
ち
︑
２

年
度
と
３
年
度
の
２
年
間
だ
け
で

事
業
者
数
は
３
万
２
３
９
１
︑
車

両
数
は
３
万
７
５
６
２
台
も
増
え

て
い
る
︒﹁
コ
ロ
ナ
で
失
職
し
た
り

収
入
が
減
っ
た
人
た
ち
が
参
入

し
︑
コ
ロ
ナ
で
増
加
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の

宅
配
を
担
っ
て
き
た
﹂

の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
貨
物
軽
運
送

の
自
営
業
者
の
多
く
は

年
間
の
売
上
が
１
０
０

０
万
円
に
遠
く
及
ば
な

い
︒﹁
大
手
ネ
ッ
ト
通
販

の
宅
配
を
専
属
で
行
っ

て
い
る
自
営
業
者
は
︑

月
30
万
円
~
35
万
円
程
度
の
売

上
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
﹂
の
が

実
態
だ
︒

　

そ
し
て
消
費
税
を
払
っ
て
い

る
元
請
も
あ
る
が
︑
払
っ
て
い

な
い
元
請
も
あ
る
︒
い
ず
れ
に

し
て
も
自
営
業
者
は
消
費
税
を

納
め
て
い
な
い
︒

そ
れ
ど
こ
ろ
か

確
定
申
告
を
し

て
い
な
い
自
営

業
者
が
少
な
く

な
い
︒
あ
る
業

界
関
係
者
は

﹁
30
％
~
40
％

の
自
営
業
者
が

確
定
申
告
を
し

て
い
な
い
と
推

定
さ
れ
る
﹂
と

い
う
︒

　

イ
ン
ボ
イ
ス

が
導
入
さ
れ
る

と
︑
元
請
か
ら

消
費
税
を
支
払

わ
れ
て
い
た
自

営
業
者
は
来
年
か
ら
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
︒﹁
こ
れ
ま

で
は
受
け
取
っ
て
い
た
消
費
税

が
実
質
的
な
収
入
に
な
っ
て
い

た
︒
今
度
は
消
費
税
を
納
め
る

よ
う
に
な
る
と
︑
収
入
の
実
態

か
ら
み
て
︑
か
な
り
厳
し
く
な

る
だ
ろ
う
﹂︒
ま
た
︑
消
費
税
を

支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
元
請
事
業

者
は
︑そ
の
分
の
負
担
が
増
え
る
︒

一
方
︑﹁
消
費
税
を
受
け
取
る
よ

う
に
な
っ
た
自
営
業
者
も
︑
１
年

間
プ
ー
ル
し
て
お
い
て
︑
一
括
し

て
納
め
る
の
は
難
し
い
﹂︒

　

来
年
か
ら
は
確
定
申
告
を
す
る

自
営
業
者
が
増
え
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
︑
す
る
と
﹁
こ
れ
ま
で
納

税
し
て
い
な
か
っ
た
税
金
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
︒
さ
ら

に
︑
消
費
税
と
な
る
と
経
営
が
維

持
で
き
ず
撤
退
す
る
自
営
業
者
が

増
え
る
﹂︒

　

つ
ま
り
︑
来
年
の
確
定
申
告
後

に
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
多
く
を

支
え
て
い
る
貨
物
軽
自
動
車
の
自

営
業
者
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
︒

こ
れ
が
も
う
一
つ
の
﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
だ
︒
貨
物
軽
自
動
車
運

送
事
業
者
に
仕
事
を
依
頼
し
て
い

た
一
般
事
業
者
に
も
少
な
か
ら
ず

影
響
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会

員
事
業
者
は
関
係
な
い
だ
ろ
う
が
︑

﹁
名
義
貸
し
﹂
に
よ
る
﹁
個
人
償

却
制
﹂ド
ラ
イ
バ
ー
や
︑﹁
白
ト
ラ
﹂

ド
ラ
イ
バ
ー
も
︑
貨
物
軽
の
自
営

業
者
と
同
様
の
事
態
が
予
想
さ
れ

る
︒
イ
ン
ボ
イ
ス
は
業
界
浄
化
の

キ
ッ
カ
ケ
に
も
な
る
だ
ろ
う
︒

第
319
回

インボイスと「2024年問題」

　

㈱
林
運
送
は
︑
自
動
車
部

品
輸
送
や
食
品
輸
送
︑
ま
た

引
越
事
業
を
展
開
し
て
お

り
︑
広
島
市
南
区
に
あ
る
本

社
営
業
所
の
ほ
か
︑
西
風
新

都
営
業
所
（
同
市
安
佐
南

区
）︑
広
島
北
営
業
所
（
同

市
佐
伯
区
）︑
福
岡
営
業
所

（
福
岡
県
福
岡
市
）︑
熊
本

営
業
所
（
熊
本
県
熊
本
市
）

の
５
営
業
所
体
制
と
な
っ
て

い
る
︒

　

林
社
長
は
︑
長
年
広
島
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
丸
成
洋

会
長
）引
越
部
会
長
を
務
め
︑

事
故
防
止
に
関
す
る
会
議
に

も
出
席
し
︑
安
全
対
策
の
重

要
性
を
積
極
的
に
発
言
し
て

き
た
︒
同
社
で
は
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
前
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
を
取
得
す
る
な
ど
︑
安
全

や
輸
送
品
質
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
き
た
︒
こ

う
し
た
中
で
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
に
つ
い
て
知
っ
た
林
社
長

は
取
得
を
決
意
︒
平
成
22
年

に
初
め
て
Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得

し
た
︒

　
﹁
当
社
は
今
年
で
創
業
70

周
年
を
迎
え
ま
す
が
︑
こ
れ

ま
で
に
死
亡
事
故
は
発
生
し

て
お
り
ま
せ

ん
︒
特
に
自
動

車
部
品
輸
送
に

関
し
て
は
︑
事

故
防
止
に
関
す

る
厳
し
い
ル
ー

ル
が
自
動
車
メ

ー
カ
ー
か
ら
課

せ
ら
れ
て
お

り
︑
高
い
安
全

性
を
維
持
で
き

な
け
れ
ば
仕
事

を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ

ん
︒
Ｇ
マ
ー
ク

の
認
定
基
準
を

満
た
せ
ば
︑
荷

主
が
求
め
る
安

全
対
策
も
ク
リ

ア
で
き
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
高
い
安
全
性
を

証
明
す
る
Ｇ
マ
ー
ク
は
︑
当

社
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
︑
こ
れ
ま

で
継
続
し
て
取
得
し
て
い
ま

す
﹂（
林
社
長
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
︑
Ｇ
マ

ー
ク
と
と
も
に
︑
引
越
事
業

者
優
良
認
定
（
引
越
安
心
マ

ー
ク
）
も
取
得
し
て
い
る（
引

越
サ
ー
ビ
ス
名
称
=
日
の
出

引
越
セ
ン
タ
ー
）︒
引
越
安

心
マ
ー
ク
の
取
得
に
際
し
て

は
︑
引
越
に
関
わ
る
全
事
業

所
が
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
事

故
防
止
活
動
に
お
い
て
︑
最

も
重
要
視
し
て
い
る
の
は﹁
人

の
命
の
大
事
さ
﹂
の
教
育
で

あ
る
︒
同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
︑﹁
自
分
の
命

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
︑

通
行
者
な
ど
周
り
の
人
の
命

も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
訴
え
︑
人
身
事
故
に
よ
っ

て
大
切
な
命
を
失
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
︑
事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
き

た
︒

　

同
社
で
は
︑
春
・
夏
・
冬

の
年
３
回
︑
全
体
会
議
を
行

っ
て
い
る
︒
同
会
議
で
は
︑

荷
主
企
業
や
ト
ラ
ッ
ク
販
売

会
社
︑
ま
た
広
島
県
警
な
ど

の
外
部
に
講
師
派
遣
を
依

頼
︒
事
故
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
や
車
両
整
備
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
専
門

分
野
の
講
師
か
ら
話
を
聞
く

と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
同

士
が
安
全
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
︑
命
の
大
切
さ
や
交

通
事
故
の
悲
惨
さ
な
ど
を
全

員
で
考
え
な
が
ら
安
全
活
動

に
取
り
組
む
よ
う
に
し
た
こ

と
で
︑
イ
ン
プ
ッ
ト
面
︑
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
面
の
両
面
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
の
理
解
が
深
ま

る
仕
組
み
を
構
築
し
た
︒

　

ま
た
︑
荷
主
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
る
事
故
防
止
に
関
す

る
情
報
や
︑
同
社
に
お
け
る

事
故
事
例
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
な
ど
を
ま
と
め
た
管
理

台
帳
を
作
成
︒
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
欄
を

設
け
︑
内
容
を
確
認
し
た
ド

ラ
イ
バ
ー
に
名
前
を
記
載
さ

せ
る
よ
う
に
し
︑
全
員
が
当

該
情
報
を
見
た
か
ど
う
か
︑

管
理
者
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
た
︒

　
﹁
管
理
台
帳
の
内
容
は
︑

点
呼
な
ど
の
際
に
必
要
に
応

じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
再
確
認

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒
事

故
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
発
生

し
た
際
に
は
︑
全
ド
ラ
イ
バ

ー
に
内
容
を
水
平
展
開
し
︑

同
じ
よ
う
な
事
故
の
発
生
を

未
然
に
防
い
で
い
ま
す
﹂（
林

太
志
取
締
役
室
長
）

　

さ
ら
に
同
社
で
は
︑
広
島

県
ト
協
が
会
員
事
業
者
に
対

し
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
無
事
故
無
違
反
挑
戦
﹁
ト

ラ
イ
・
ザ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ｉ

ｎ
ひ
ろ
し
ま
﹂
に
も
参
加
し

て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
５
人
を
１
チ
ー
ム
と
し
︑

チ
ー
ム
全
員
が
協
力
し
な
が

ら
１
５
０
日
間
無
事
故
・
無

違
反
と
な
る
よ
う
安
全
運
転

を
続
け
て
い
く
も
の
︒
無
違

反
達
成
チ
ー
ム
や
成
績
優
秀

達
成
チ
ー
ム
に
は
景
品
や
商

品
券
な
ど
が
贈
ら
れ
る
︒
こ

の
挑
戦
を
通
じ
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
事
故
防

止
に
真
摯
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
と
と
も
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
間
の
連
携
も
一
層
強

化
さ
れ
た
と
い
う
︒

　

全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
思
い
を

ひ
と
つ
に
し
て
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
に
あ
た
っ

て
は
︑
達
成
す
べ
き
明
確
な

目
標
の
提
示
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
︒
同
社
で
は
年
度
ご

と
に
︑
事
故
防
止
へ
の
目
標

を
数
値
化
し
て
設
定
︒
同
目

標
を
営
業
所
内
の
目
立
つ
場

所
に
貼
り
出
し
︑
こ
の
数
値

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
︑

各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
全
体
会
議

で
習
得
し
た
知
識
を
的
確
に

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
く
好

循
環
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
︒

　

同
社
で
は
﹁
健
康
で
な
い

と
安
全
性
を
保
つ
こ
と
は
で

き
な
い
﹂
と
の
考
え
か
ら
︑

に
よ
る
集
合
健
診
を
社
内
で

実
施
し
︑
全
従
業
員
に
対
す

る
健
康
診
断
の
受
診
徹
底
を

図
っ
て
き
た
︒
受
診
に
よ
っ

て
が
ん
の
早
期
発
見
に
繋
が

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
︑
入
院

・
手
術
の
結
果
︑
快
復
し
︑

乗
務
に
復
帰
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
も
い
る
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
常
日
頃
か
ら
︑

﹁
少
し
で
も
体
の
調
子
が
悪

い
時
に
は
︑
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
︑
す
ぐ
に
車
を
止
め
て

会
社
に
連
絡
す
る
よ
う
に
﹂

と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

呼
び
か
け
て
い
る
︒
あ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
は
体
の
不
調
を
感

健
康
起
因
事
故
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い

る
︒
同
社
で
は
︑
健
診
バ
ス

じ
︑
本
社
営
業
所
に
連
絡
︒

営
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
救
急

車
を
手
配
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

は
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
︒
診

察
の
結
果
︑
そ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
︑
即
座

に
入
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

体
の
不
調
を
感
じ
て
い
な
が

ら
も
︑
そ
の
ま
ま
乗
務
を
継

続
し
て
い
た
場
合
に
は
︑
重

大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
み

な
ら
ず
︑
早
期
の
対
応
に
よ

っ
て
︑
救
え
た
で
あ
ろ
う
ド

ラ
イ
バ
ー
自
身
の
命
も
救
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
ド
ラ

　

22
年
の
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
以

降
︑﹁
人
の
命
が
大
事
﹂
の

合
言
葉
の
も
と
︑
様
々
な
面

か
ら
安
全
性
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
き
た
同

社
︒
同
社
の
本
社
営
業
所
と

西
風
新
都
営
業
所
は
令
和
４

年
10
月
︑
Ｇ
マ
ー
ク
を
10
年

以
上
取
得
す
る
な
ど
︑
長
年

に
わ
た
り
輸
送
の
安
全
確
保

に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
所

を
表
彰
す
る
﹁
中
国
運
輸
局

安
全
性
優
良
事
業
所
表
彰
﹂

を
受
賞
し
た
︒

　

表
彰
式
で
︑
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
林
社

長
は
︑﹁
運
送
事
業
者
の
安

全
輸
送
に
対
す
る
社
会
的
な

責
任
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
︒

こ
れ
か
ら
も
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
自
覚
を

も
ち
︑
一
層
の
安
全
輸
送
体

制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

く
﹂
と
︑
決
意
を
述
べ
た
︒

　

同
社
で
は
︑
受
賞
記
念
の

イ
バ
ー
本
人
の
適
切
な
判
断

が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
命

も
︑
ま
た
周
囲
の
通
行
者
な

ど
の
命
も
救
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
︒

　
﹁
今
後
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
齢
化
が
続
い
て
い
く
中
で
︑

健
診
受
診
な
ど
を
通
じ
て
常

に
健
康
状
況
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
︒
今
後
も
健
康
起
因

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
︑
健
診
受
診
の
徹
底
や
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
︑

従
業
員
の
健
康
維
持
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

ポ
ス
タ
ー
（
写
真
）
を
作
成

し
︑
両
営
業
所
内
に
貼
り
出

し
た
︒
ポ
ス
タ
ー
で
は
︑﹁﹃
人

の
命
が
大
事
﹄
の
合
言
葉
を

胸
に
︑
安
全
運
転
や
安
全
作

業
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
日

夜
頑
張
る
皆
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
た
も
の
﹂
と
謳
い
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
謝
意
を
強
く
打

ち
出
し
て
い
る
︒

　　
﹁
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受
賞

で
き
た
の
は
︑私
で
は
な
く
︑

会
社
で
も
な
く
︑
日
々
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
従

業
員
の
お
か
げ
で
す
︒
ポ
ス

タ
ー
と
し
て
社
内
に
貼
り
出

し
た
こ
と
で
︑
Ｇ
マ
ー
ク
に

対
す
る
従
業
員
の
理
解
も
進

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
﹂（
林
社
長
）

　

最
後
に
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

事
業
所
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
林
社
長

に
聞
い
た
︒

　
﹁
社
会
の
公
器
で
あ
る
運

送
事
業
者
と
し
て
安
全
に
寄

与
し
続
け
る
た
め
に
は
︑
当

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と

り
が
法
を
守
り
︑
譲
り
合
い

の
気
持
ち
を
も
ち
︑
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
︒
今
後
も
目

標
を
数
値
化
し
て
︑
全
体
会

議
で
習
得
し
た
知
識
と
の
両

輪
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
分
か

り
や
す
く
示
し
︑
交
通
事
故

ゼ
ロ
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
﹃
人

の
命
の
大
事
さ
﹄
を
噛
み
し

め
な
が
ら
︑
当
社
の
従
業
員

や
そ
の
ご
家
族
が
日
々
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

そ
し
て
︑
今
後
も
Ｇ
マ
ー
ク

を
取
得
し
続
け
︑
10
年
後
も

輝
か
し
い
表
彰
を
い
た
だ
け

る
よ
う
な
会
社
と
し
て
あ
り

続
け
る
べ
く
︑
事
故
防
止
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
林
運
送　

林
友
之
代
表
取
締
役
、
林
太

志
取
締
役
室
長

　

２
０
２
３
年
度
の
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
）﹂
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
（
８
面
に
制
度
概
要
）︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
を
受
け
て
い
る
安
全
性
優
良
事

業
所
を
訪
ね
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
の
経
緯
や
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
︑

ま
た
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
取
材
し
た
︒

　

今
回
は
︑
日
頃
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
﹁
人
の
命
の
大
事
さ
﹂
を
訴
え

る
と
と
も
に
︑Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
機
に
事
故
防
止
活
動
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
︑

安
全
性
向
上
に
繋
げ
て
き
た
︑
広
島
県
広
島
市
の
㈱
林
運
送
（
林
友
之
代
表

取
締
役
）
本
社
営
業
所
を
紹
介
す
る
︒

㈱林運送
［代表取締役　林　友之］

本社営業所　広島県広島市南区出島2-13-9
創　　立　昭和28年３月
資  本  金　3,000万円
従業員数　115人（うちドライバー103人）
車  両  数　92台

会社概要

株
式
会
社
林
運
送　

本
社
営
業
所
（
広
島
県
広
島
市
）

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
機
に
全
体
会
議
の
内
容
を
充
実

目
標
を
数
値
化
し
ド
ラ
イ
バ
ー
の
知
識
を
的
確
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

「
健
康
で
な
け
れ
ば
高
い
安
全
性
は
維
持
で
き
な
い
」

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
対
策
を
強
化

無
事
故
継
続
は「
従
業
員
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」

10
年
後
も
高
い
安
全
性
を
誇
れ
る
事
業
所
に

同社が作成した受賞記念ポスター

事故防止への目標を数値化し、営業所内に貼り出している

林　友之
代表取締役

林　太志
取締役室長

Ｇマークの取得は日常の安全38項目の
厳しい評価基準をクリアした事業所だけが
認定されます。今回の表彰はＧマークの
10年間の連続取得達成を表彰されました。
国交省中国運輸局表彰は非常に権威ある表彰で
本社と西風新都営業所が授与しました。

安全性優良認定所として恥じない運転や行動を今後もお願いします。
長年にわたり輸送の安全確保に努力し優れた取り組みをしてきた
優秀な事業所を表彰するものであり表彰された事業所は、

官報や新聞にも掲載されています。

令和4年10月1日

株式会社林運送代表取締役林友之

「
健
康
で
な
け
れ
ば
高
い
安
全
性
は
維

持
で
き
な
い
」
と
の
考
え
の
下
、
健
診

受
診
を
徹
底
し
て
い
る

同
社
で
は
、
本
社
営
業
所
な
ど
５
営
業

所
に
Ｉ
Ｔ
点
呼
を
導
入
し
て
い
る

同
社
で
は
、
自
動
車
部
品
や
食
品
な
ど
の
輸
送
の
ほ
か
、

引
越
事
業
を
展
開
し
て
い
る

「
社
会
の
公
器
」
で
あ
る
運
送
事
業
者
と
し
て

「
社
会
の
公
器
」
で
あ
る
運
送
事
業
者
と
し
て  

安
全
輸
送
の
継
続
は
責
務
に

安
全
輸
送
の
継
続
は
責
務
に

「
人
の
命
が
大
事
」
の
合
言
葉
を
胸
に

「
人
の
命
が
大
事
」
の
合
言
葉
を
胸
に

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
と
し
て
事
故
防
止
対
策
を
徹
底

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
と
し
て
事
故
防
止
対
策
を
徹
底

Ｇマーク認定
事業所紹介

特 集



令和5年（2023年）5月20日 （10）第2219号（第3種郵便物認可）

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2021年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル10階〒112-0004
http://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の施策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

関東運輸局茨城県内トラック
バス・タクシー 6月下旬（予定） ー

トラック
バス・タクシー 13時30分～16時30分5月29日（月）

神戸第２地方合同庁舎　
第１共用会議室（１階）
神戸市中央区波止場町１番１号

近畿運輸局
神戸運輸監理部

　

ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
の
う
ち
︑

唯
一
地
面
に
接
し
て
い
る
の

が
タ
イ
ヤ
で
あ
る
︒
ト
ラ
ッ

ク
は
乗
用
車
と
異
な
り
︑
タ

イ
ヤ
の
装
着
本
数
が
多
い
︒

﹁
前
輪
だ
け
ゴ
ム
の
鮮
度
が

よ
い
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い

れ
ば
︑
後
輪
は
ノ
ー
ケ
ア
で

も
大
丈
夫
﹂
と
い
う
よ
う
な

話
を
よ
く
耳
に
す
る
が
︑
そ

れ
は
大
き
な
間
違
い
だ
︒

　

タ
イ
ヤ
溝
が
不
均
一
な
後

輪
４
本
を
装
着
し
た
ト
ラ
ッ

ク
が
走
行
し
た
場
合
︑
急
カ

ー
ブ
走
行
時
や
︑
強
風
に
煽

ら
れ
た
と
き
︑
車
体
横
転
の

可
能
性
が
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑
後
輪
４
本
の
う

ち
︑
１
本
は
新
品
で
︑
残
り

の
３
本
が
ス
リ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の

見
え
そ
う
な
残
溝
２
~
３
㍉

㍍
程
度
の
タ
イ
ヤ
と
い
う
組

み
合
わ
せ
だ
っ
た
と
し
よ
う
︒

す
る
と
︑
新
品
が
装
着
さ
れ

て
い
る
ほ
う
は
︑
対
と
な
る

タ
イ
ヤ
の
溝
が
浅
い
た
め
小

径
と
な
り
︑
地
面
か
ら
浮
き

上
が
っ
て
し
ま
う
の
だ
︒
特

に
運
転
経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
と
︑
後
輪
４
本
の
タ

イ
ヤ
溝
が
不
均
一
で
あ
る
だ

け
で
︑
高
速
道
路
の
車
線
変

更
で
さ
え
危
険
を
伴
う
︒

　

つ
ま
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
装

　

ま
ず
︑
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

　

例
え
ば
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
車
両
感
覚
が
掴
め
る
ま

で
︑
タ
イ
ヤ
側
面
を
路
上
の

縁
石
に
擦
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
い
だ
ろ
う
︒
擦
る
頻
度

が
２
度
３
度
と
増
え
て
い
く

に
つ
れ
︑
タ
イ
ヤ
側
面
の
傷

口
が
大
き
く
な
り
︑
走
行
中

に
タ
イ
ヤ
が
破
裂
し
て
し
ま

う
︒
特
に
︑
前
輪
が
破
裂
す

る
と
︑
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
不

着
さ
れ
て
い
る
６
本
の
タ
イ
ヤ

の
う
ち
︑
１
本
に
何
か
異
常

が
あ
れ
ば
︑
安
全
走
行
性
は

ゼ
ロ
に
な
る
﹂
と
い
う
こ
と

で
あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ

を
﹁
全
輪
ゴ
ム
鮮
度
よ
し
︑

全
輪
溝
の
深
さ
よ
し
﹂
の
状

態
に
す
る
こ
と
が
︑
安
全
運

転
を
支
え
る
タ
イ
ヤ
ケ
ア
の

基
本
だ
︒

能
に
な
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
︑
車
体
が

制
御
不
能
に
な
っ
て
し
ま
う
︒

﹁
タ
イ
ヤ
側
面
の
擦
り
傷
﹂

は
︑
日
々
の
点
検
の
中
で
必

ず
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
︒

　

ま
た
︑﹁
空
気
漏
れ
﹂
も
︑

タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
の
主
原
因

の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
の
中
に
は
︑
重
量
物

も
問
題
な
く
輸
送
す
る
た

め
︑
乗
用
車
タ
イ
ヤ
の
３
倍

ほ
ど
の
︑
高
圧
の
空
気
が
充

て
ん
さ
れ
て
い
る
︒
だ
か
ら
︑

空
気
漏
れ
は
タ
イ
ヤ
に
と
っ

て
命
取
り
と
な
る
︒

　

タ
イ
ヤ
か
ら
空
気
が
抜
け

る
こ
と
を
専
門
用
語
で
﹁
ブ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
出
血
す
る
）﹂

と
呼
ぶ
︒
け
が
を
し
た
人
間

が
血
液
を
垂
れ
流
し
続
け
れ

ば
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

し
ま
う
の
と
同
様
に
︑
タ
イ

ヤ
の
空
気
も
漏
れ
続
け
れ
ば

危
険
な
状
態
に
な
る
︒
タ
イ

ヤ
を
安
全
に
使
用
し
︑
長
持

ち
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
の

は
空
気
で
あ
り
︑﹁
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
を
適
正
に
保
つ
こ
と
﹂

で
あ
る
︒

の
真
ん
中
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
タ
イ
ヤ

の
側
面
を
縁
石
に
擦
っ
た
と

き
︑
ホ
イ
ー
ル
も
一
緒
に
傷

つ
け
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
︒

　

そ
の
際
︑
エ
ア
ー
バ
ル
ブ

も
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
と
︑

角
度
が
変
わ
っ
た
り
︑
最
悪

の
場
合
﹁
く
﹂
の
字
に
変
形

　
﹁
タ
イ
ヤ
は
ゴ
ム
で
で
き
て

い
る
か
ら
︑
金
属
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
な
ど
に
当
て
な
け
れ

ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
﹂と
考
え
︑

路
上
に
埋
め
込
ま
れ
た
反
射

板
（
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
）
を
徐
行

せ
ず
に
踏
ん
だ
瞬
間
︑
タ
イ

ヤ
を
破
裂
（
バ
ー
ス
ト
）
さ

せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
後
を

　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
前
点
検

で
ホ
イ
ー
ル
を
見
た
時
︑
楕

円
形
を
し
た
﹁
飾
り
穴
﹂
か

ら
︑
１
本
ま
っ
す
ぐ
な
棒
が

出
て
い
る
箇
所
が
あ
る
︒
こ

の
棒
は
﹁
エ
ア
ー
バ
ル
ブ
﹂

と
い
い
︑
そ
の
先
端
に
は
黒

色
も
し
く
は
銀
色
を
し
た
︑

豆
粒
大
の
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
て

い
て
︑
左
回
り
（
反
時
計
回

り
）
に
回
し
続
け
る
と
外
す

こ
と
が
で
き
る
︒
キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
て
中
を
覗
く
と
︑
金
属

製
の
バ
ル
ブ
コ
ア（
ネ
ジ
式
）

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
が
︑

タ
イ
ヤ
に
空
気
を
補
充
す
る

と
き
は
︑
空
気
の
ホ
ー
ス
を

セ
ッ
ト
し
︑
そ
の
バ
ル
ブ
コ
ア

に
繋
が
り
か
ね
な
い
︒
だ
か

ら
こ
そ
ぜ
ひ
︑
運
行
前
後
に

は
キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
も
一
緒
に

点
検
し
て
ほ
し
い
︒

　

ま
た
︑
後
輪
は
ダ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
の
で
︑
キ

ャ
ッ
プ
の
点
検
を
す
る
な
ら
︑

明
る
い
時
間
帯
に
行
う
の
が

ベ
ス
ト
だ
︒
キ
ャ
ッ
プ
は
タ
イ

ヤ
店
に
行
け
ば
︑
代
替
品
が

手
に
入
る
の
で
︑
な
く
し
て

も
す
ぐ
に
購
入
・
装
着
で
き

る
︒
そ
の
時
︑
タ
イ
ヤ
店
で

空
気
圧
点
検
も
一
緒
に
し
て

も
ら
う
と
い
い
だ
ろ
う
︒

を
奥
に
押
し
て
空
気
を
注
入

し
て
い
く
︒

　

単
純
な
話
だ
が
︑
こ
の
キ

ャ
ッ
プ
が
付
い
て
い
な
け
れ

ば
︑
栓
の
中
に
水
分
や
埃
が

入
り
込
む
こ
と
で
バ
ル
ブ
コ

ア
が
傷
み
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気

が
一
気
に
漏
れ
出
し
て
︑
パ

ン
ク
の
原
因
と
な
る
︒も
し
︑

高
速
道
路
を
走
行
中
に
空
気

が
抜
け
出
し
た
ら
︑
大
事
故

　

空
気
注
入
口
の
根
元
は
ナ

ッ
ト
で
固
定
さ
れ
て
お
り
︑

エ
ア
ー
バ
ル
ブ
の
位
置
は
︑

必
ず
楕
円
形
を
し
た
飾
り
穴

全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
実
践
を

全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
実
践
を

「
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
」

「
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
」

夏
場
・
梅
雨
期
の
前
に
再
確
認
し
た
い
「
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
」

夏
場
・
梅
雨
期
の
前
に
再
確
認
し
た
い
「
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
」

バ
ー
ス
ト
や
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

バ
ー
ス
ト
や
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

前
後
輪
す
べ
て
の
ゴ
ム
鮮
度
・

前
後
輪
す
べ
て
の
ゴ
ム
鮮
度
・

溝
の
深
さ
を
良
好
か
つ
均
一
に

溝
の
深
さ
を
良
好
か
つ
均
一
に

知
っ
て
お
く
べ
き

知
っ
て
お
く
べ
きタ

イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
基
礎
知
識

タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
基
礎
知
識

これからの季節に向けてのタイヤケアポイントこれからの季節に向けてのタイヤケアポイント
タイヤジャーナリスト　渡辺　剛満

　

次
項
か
ら
は
︑
運
転
経
験
の
浅
い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

に
基
本
中
の
基
本
と
し
て
実
践
し
て
も
ら
い
た
い
︑
か
つ
︑

経
験
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
い
ま
改
め
て
伝

え
た
い
︑﹁
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
﹂
を
紹
介
し
た
い
︒

つ
け
た
証
拠
だ
︒
不
思
議
な

こ
と
に
︑
ホ
イ
ー
ル
に
傷
は

な
く
て
も
︑
エ
ア
ー
バ
ル
ブ

が
変
形
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
の
で
︑
注
意
深
く
点
検
し

て
ほ
し
い
︒

　

も
ち
ろ
ん
エ
ア
ー
バ
ル
ブ

も
︑
タ
イ
ヤ
店
へ
行
け
ば
︑

新
品
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

ッ
ツ
ア
イ
の
上
を
時
速
40
㌔

㍍
ほ
ど
の
速
度
で
踏
み
越
し

た
と
こ
ろ
︑
ド
ー
ン
と
い
う

音
と
と
も
に
破
裂
し
た
の
だ

と
い
う
︒
こ
れ
は
︑
ゴ
ム
の

鮮
度
が
古
い
タ
イ
ヤ
ほ
ど
起

き
や
す
い
現
象
で
︑
こ
れ
か

ら
夏
場
に
入
る
と
ま
す
ま
す

増
加
す
る
︒

　

タ
イ
ヤ
は
路
面
の
熱
を
吸

収
す
る
と
自
然
膨
張
し
︑
適

正
空
気
圧
以
上
の
高
圧
に
な

る
︒
タ
イ
ヤ
が
空
気
で
パ
ン

パ
ン
の
状
態
に
な
れ
ば
︑
ゴ

ム
は
衝
撃
に
弱
く
な
り
︑
バ

ー
ス
ト
が
起
き
る
の
だ
︒

　

タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
の
鮮
度
を

日
々
確
認
す
る
こ
と
に
加
え
︑

﹁
目
に
見
え
る
段
差
は
す
べ

て
タ
イ
ヤ
に
と
っ
て﹃
障
害
物
﹄

で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
︑
障
害
物
は
必
ず
避

け
て
運
転
す
る
と
︑
無
駄
な

タ
イ
ヤ
経
費
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
︒

し
た
り
す
る
︒
こ
の
状
態
に

な
る
と
︑
タ
イ
ヤ
の
中
に
空

気
が
一
切
補
充
で
き
な
く
な

り
︑
①
の
﹁
空
気
注
入
口
の

キ
ャ
ッ
プ
が
外
れ
た
時
﹂
と

同
様
︑パ
ン
ク
の
原
因
と
な
る
︒

　

縁
石
に
接
触
し
や
す
い
位

置
は
︑前
輪
の
左
タ
イ
ヤ
（
助

手
席
側
）︒
金
属
製
の
ホ
イ

ー
ル
に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
模
様
が

付
い
て
い
れ
ば
︑
縁
石
に
ぶ

絶
た
な
い
︒
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
を
︑
専
門
用
語
で
﹁
シ

ョ
ッ
ク
バ
ー
ス
ト
﹂
と
い
う
︒

　

タ
イ
ヤ
を
一
度
も
破
裂
さ

せ
た
こ
と
が
な
い
経
験
豊
富

な
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
で
︑

最
近
発
生
し
た
の
も
同
様
の

ケ
ー
ス
︒

　

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
キ
ャ

「
空
気
注
入
口
の
キ
ャ
ッ
プ
」
を

「
空
気
注
入
口
の
キ
ャ
ッ
プ
」
を

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

❶

「
エ
ア
ー
バ
ル
ブ
の
変
形
」
に
は

「
エ
ア
ー
バ
ル
ブ
の
変
形
」
に
は

細
心
の
注
意
を

細
心
の
注
意
を

❷

「
ゴ
ム
の
鮮
度
確
認
」
と

「
ゴ
ム
の
鮮
度
確
認
」
と

「
障
害
物
回
避
」
で
バ
ー
ス
ト
を
予
防

「
障
害
物
回
避
」
で
バ
ー
ス
ト
を
予
防

❸

〇で囲った位置にあるのが「エアーバルブ」

後輪のエアーバルブキャップは奥まっている

曲がってしまったエアーバルブ（白矢印）とホイールの傷（黒矢印）

ショックバーストしたタイヤ
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電
気
自
動
車

の
最
大
航
続
距

離
が
６
０
０
㌔

㍍
を
超
え
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
︒
国
産
車
で
は
︑日
産
﹁
ア

リ
ア
﹂（
最
上
級
グ
レ
ー
ド
）
の
最
大
航
続

距
離
は
６
４
０
㌔
㍍
で
す
︒
輸
入
車
で
は
︑
ヒ

ョ
ン
デ
﹁
ア
イ
オ
ニ
ッ
ク
５
﹂（
上
級
グ
レ
ー

ド
）︑
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
﹁
ID
・
４
﹂（
上

位
グ
レ
ー
ド
）
が
と
も
に
６
１
８
㌔
㍍
と
い
う

よ
う
に
︑
１
回
の
フ
ル
充
電
で
東
京
~
大
阪

間
が
走
行
で
き
る
ほ
ど
航
続
距
離
が
延
び
ま

し
た
︒

　

タ
イ
ヤ
に
関
し
て
は
︑
走
行
中
の
電
気
消

費
を
抑
え
る
﹁
電
気
自
動
車
専
用
﹂
の
商
品

も
登
場
し
︑
一
般
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）

ヤ
の
大
き
さ
も
外
径
が
10

㌢
㍍
ほ
ど
長
く
な
る
こ
と

か
ら
︑
１
回
転
で
進
む
こ

と
の
で
き
る
距
離
が
延
び
る
た
め
︑
耐
摩
耗
性

能
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
︒
今
後
さ
ら
に
電
気
自
動

車
の
普
及
が
進
め
ば
︑
自
転
車
用
タ
イ
ヤ
の
形

状
が
電
気
自
動
車
に
装
着
さ
れ
る
タ
イ
ヤ
の
主

流
に
な
る
で
し
ょ
う
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
サ
イ
ズ

も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
︒﹁
ジ
ュ
ウ

イ
チ
ア
ー
ル
﹂
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
11

Ｒ
22
・
５
が
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
サ
イ
ズ
の
２
８
５
／
85

Ｒ
22
・
５
に
変
わ
り
ま
す
︒

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
︑﹁
サ
イ
ズ
の
互
換

性
﹂
で
す
︒
２
８
５
／
85
Ｒ
22
・
５
の
タ
イ
ヤ
外

径
は
︑
11
Ｒ
22
・
５
と
同
じ
寸
法
で
す
が
︑
適

合
す
る
ホ
イ
ー
ル
サ
イ
ズ
が
異
な
り
ま
す
︒
11

Ｒ
22
・
５
は
７
・
50
㌅
幅
で
あ
る
の
に
対
し
︑
２

８
５
／
85
Ｒ
22
・
５
は
８
・
25
㌅
幅
が
適
合
サ

向
け
の
タ
イ
ヤ
も
︑
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
︒

特
に
驚
い
た
の
が
ト
ヨ
タ
の
新
型
﹁
ク
ラ
ウ
ン
﹂

で
︑
装
着
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
は
２
２
５
／
45
Ｒ

21
サ
イ
ズ
で
す
︒
21
㌅
の
ホ
イ
ー
ル
と
い
え
ば
︑

ポ
ル
シ
ェ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
装
着
す
る
タ

イ
ヤ
幅
２
７
５
~
２
９
５
㍉
㍍
の
太
い
タ
イ
ヤ
が

一
般
的
で
す
が
︑
新
型
ク
ラ
ウ
ン
は
タ
イ
ヤ
幅

が
２
２
５
㍉
㍍
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

新
型
ク
ラ
ウ
ン
の
タ
イ
ヤ
側
面
を
見
る
と
︑

黒
い
ゴ
ム
の
部
分
が
10
㌢
㍍
ほ
ど
の
長
さ
で
あ

る
の
に
対
し
︑
ホ
イ
ー
ル
の
直
径
は
50
㌢
㍍
超

と
︑自
転
車
用
タ
イ
ヤ
に
近
い
形
状
と
寸
法
で
す
︒

　

実
は
︑
タ
イ
ヤ
の
側
面
を
扁
平
化
（
45
％
）

に
よ
り
硬
く
し
︑
自
転
車
用
タ
イ
ヤ
の
よ
う
な

形
状
に
す
る
と
︑
燃
費
が
向
上
し
ま
す
︒
タ
イ

イ
ズ
で
す
︒

　

同
じ
外
径
の
タ
イ
ヤ
で
も
︑
ホ
イ
ー
ル
幅
が

異
な
れ
ば
︑
装
着
し
た
と
き
の
状
態
が
変
わ
り

ま
す
︒
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
（
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協

会
）
の
資
料
で
も
︑﹁
２
８
５
／
85
Ｒ
22
・
５
と

11
Ｒ
22
・
５
は
同
一
車
両
で
混
用
で
き
な
い
﹂

と
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
今
後
の
ル

ー
ル
づ
く
り
が
急
務
に
な
る
で
し

ょ
う
︒

　

先
述
の
新
型
ク
ラ
ウ
ン
の
タ

イ
ヤ
サ
イ
ズ
の
例
も
あ
る
よ
う

に
︑
既
存
の
タ
イ
ヤ
が
転
用
で

き
な
い
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
︒

タ
イ
ヤ
の
形
状
が
変
わ
れ
ば
︑

そ
の
価
格
も
上
が
り
ま
す
︒
大

型
ト
ラ
ッ
ク
１
台
（
10
本
）
分

の
タ
イ
ヤ
代
が
60
万
円
を
超
え

る
時
代
で
す
か
ら
︑﹁
タ
イ
ヤ
ケ

ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
﹂
を
合
い
言
葉

に
し
て
︑
タ
イ
ヤ
を
長
持
ち
さ

せ
て
く
だ
さ
い
︒

 

第
143
回 

「
既
存
の
タ
イ
ヤ
が
使
え
な
い
?!
」

　ホイールが付いたタイヤを倉庫などに保管する時、中に入っている空
気を半分ぐらい抜くと、タイヤの劣化が大幅に抑えられるーーというウラ
技が存在することをご存知だろうか？
　この時期であれば、スタッドレスタイヤの保管で試してほしい。スタッ
ドレスタイヤの賞味期限は「3シーズン（3年使用）」というのがタイヤ店
業界の見解だ。4シーズン目からはゴムの鮮度が一気に低下してしまう
が、ホイール付きのタイヤであれば、クルマから外すたびに中の空気を半
分以上抜いて（※乗用車タイヤの場合は100kPa未満にするといい）、
室内で保管するとゴムの鮮度が1シーズン分延びる。つまり4シーズン目
に入っても、まだ使えるわけだ。
　タイヤの適正空気圧は、クルマに付けた時に必要な数値であって、負
荷がかからなければ、空気を抜いて、タイヤ全体の緊張を解してあげる
とよい。タイヤ内に張られた金属コードの劣化（破断）が抑えられること
で、ゴムも長持ちするのだ。
　乗用車タイヤの保管なら「横置き」がベストだが、トラックタイヤで
は、空気を抜いて「縦置き」するとよい。ただし、タイヤラックがない場
合は、横置きでもいいだろう。その場合は、１１R22.5では8本が目安と
なる。積み過ぎると、地震が起きた時に倒れる危険性があることにも注
意してほしい。

ワンポイント！ワンポイント！
ミニコラム 「空気を抜くと

タイヤの鮮度が落ちにくい」

さ
い
ご
に

さ
い
ご
に

こ
ろ
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
追

突
し
︑
３
人
が
死
亡
︑
１
人

が
重
傷
を
負
っ
た
（
５
月
17

日
９
時
現
在
）︒

　

国
交
省
で
は
︑
全
ト
協
会

員
事
業
者
に
対
し
て
︑
安
全

対
策
お
よ
び
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
︑
別
掲
の
事

項
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

新
車
時
か
ら
荷
台
に
備
え

ら
れ
て
い
る﹁
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
﹂

に
も
︑
鮮
度
の
管
理
が
必
要

だ
︒
一
度
も
使
わ
な
い
ま
ま

５
年
以
上
経
過
す
る
と
︑
い

ざ
と
い
う
時
︑
大
変
な
目
に

遭
う
こ
と
に
な
る
︒

　

夏
場
に
何
度
も
起
き
て
い

る
の
が
こ
ん
な
事
例
だ
︒
走

行
中
に
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し

た
た
め
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
と

交
換
︒
そ
の
１
時
間
後
︑
そ

の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
突
然
バ

ー
ス
ト
︒
タ
イ
ヤ
の
側
面
に

刻
印
さ
れ
た
セ
リ
ア
ル
ナ
ン

バ
ー
（
製
造
記
号
）
の
製
造

年
を
見
る
と
５
年
前
の
も
の

で
︑
そ
の
時
が
初
使
用
︱
︱

と
い
う
パ
タ
ー
ン
だ
︒ま
た
︑

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
太
陽
光
の

当
た
る
位
置
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
た
場
合
︑
製
造
後
４

年
以
内
で
も
装
着
後
に
バ
ー

ス
ト
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
︒

　

つ
ま
り
︑
製
造
か
ら
４
年

以
上
経
っ
た
期
限
切
れ
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
は
︑
車
両
に
装
着

し
て
通
常
使
用
で
き
な
い
︒

ハ
ン
ド
ル
操
作
に
よ
っ
て
︑
タ

イ
ヤ
が
左
右
に
ね
じ
ら
れ
る

前
輪
に
は
︑
緊
急
時
以
外
は

装
着
不
可
と
い
う
意
味
だ
︒

　

新
車
時
の
タ
イ
ヤ
は
リ
ブ

系
が
多
く
︑
そ
の
後
︑
ミ
ッ

ク
ス
系
（
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

　

溝
の
深
さ
が
50
％
未
満
に

な
っ
た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

は
︑
ミ
ッ
ク
ス
と
同
類
の
扱

い
に
な
り
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
規

制
が
か
か
っ
た
高
速
道
路
は

走
行
で
き
な
い
︒
環
境
資
源

の
観
点
か
ら
︑
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
夏
場
に
使
い
切

る
こ
と
に
対
し
て
異
論
は
な

い
の
だ
が
︑
や
は
り
雨
の
降

っ
た
路
面
で
使
用
す
る
と
滑

り
や
す
く
︑
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
た
時
の
制
動
距
離
は
ケ
タ

違
い
に
長
く
な
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
︑
雨
の
日
に

し
っ
か
り
止
ま
る
こ
と
が
難

し
い
︑
履
き
つ
ぶ
し
の
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
た
走
行
音
で
︑
運
転
疲

労
も
招
き
︑
さ
ら
に
夏
場
に

は
バ
ー
ス
ト
の
危
険
性
が
あ

る
︒

　

夏
場
の
雨
天
時
に
︑
古
い

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
て
走
行
し
て
み
れ
ば
︑

そ
の
理
由
が
す
ぐ
分
か
る
は

ず
だ
︒
ツ
ル
ッ
と
い
う
音
が

鳴
る
ほ
ど
の
ス
リ
ッ
プ
が
多

く
︑
運
転
疲
労
も
溜
ま
る
︒

経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ
バ
ー
で

は
対
処
で
き
な
い
︒
横
断
歩

道
の
白
線
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の

上
な
ど
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

と
︑
そ
の
怖
さ
が
分
か
る
︒

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
長
所

︱
︱
と
い
っ
て
よ
い
の
か
判
断

が
分
か
れ
る
が
︱
︱
は
︑
速

度
が
出
せ
な
い
点
と
︑
転
が

り
抵
抗
が
大
き
い
の
で
自
然

減
速
す
る
点
だ
︒
経
験
の
浅

い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が

運
転
す
る
と
︑
ア
ク
セ
ル
も

ブ
レ
ー
キ
も
フ
ル
で
使
用
し
︑

と
て
つ
も
な
い
燃
料
代
が
か

か
り
か
ね
な
い
︒
私
の
経
験

 

安
全
確
保
の
徹
底
を
全

ト
協
会
員
事
業
者
に
呼

び
か
け

東
北
自
動
車
道
で
発
生
し
た

ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
５
月

16
日
に
宮
城
県
栗
原
市
の
東

北
自
動
車
道
下
り
線
で
発
生

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

追
突
事
故
の
発
生
を
受
け

か
ら
い
う
と
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
と
比
較
し
て
５
割

増
し
の
燃
料
代
を
払
う
は
め

に
な
る
だ
ろ
う
︒

て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
員
事
業
者
に
対
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
に
お
け
る
安
全
確
保
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

５
月
16
日
㈫
午
後
８
時
15

分
頃
︑
宮
城
県
栗
原
市
の
東

北
自
動
車
道
下
り
線
で
︑
岩

手
県
一
関
市
に
向
け
て
乗
客

乗
員
40
人
程
度
を
乗
せ
た
貸

切
バ
ス
が
︑
車
両
故
障
の
た

め
路
肩
に
停
車
し
て
い
た
と

タ
イ
ヤ
）
に
交
換
し
て
し
ま

う
と
︑
リ
ブ
系
の
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
を
装
着
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
な
い
た
め
︑
10
年
以
上

も
未
使
用
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
︒
そ
ん
な
﹁
大
幅
に
期
限

切
れ
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
﹂
を

積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
タ
イ

ヤ
従
事
者
か
ら
み
れ
ば
︑
爆

発
物
を
積
載
し
て
い
る
状
態

と
同
じ
だ
︒
気
温
が
40
℃
を

超
え
る
夏
場
に
備
え
︑
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
も
十
分
に

管
理
し
て
ほ
し
い
︒
製
造
番

号
を
確
認
し
︑
末
尾
２
桁
の

数
字
が
﹁
○
○
１
９
﹂
以
下

の
も
の
は
要
注
意
だ
（
写
真

の
タ
イ
ヤ
は
製
造
番
号
の
末

尾
２
桁
が
﹁
４
０
２
２
﹂︑
つ

ま
り
２
０
２
２
年
の
40
週
目

に
製
造
さ
れ
た
も
の
）︒

　

以
上
の
５
つ
の
タ
イ
ヤ
ケ

ア
術
を
念
頭
に
︑
日
々
の
運

行
前
・
運
行
後
点
検
を
丁
寧

に
行
い
︑
来
る
夏
場
と
梅
雨

期
の
安
全
運
行
に
務
め
て
ほ

し
い
︒

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
装
着
期
限
は

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
装
着
期
限
は

「
製
造
後
４
年
」

「
製
造
後
４
年
」

❹

夏
場
の
雨
天
時
、

夏
場
の
雨
天
時
、

履
き
つ
ぶ
し
車
両
に
は
ベ
テ
ラ
ン
を

履
き
つ
ぶ
し
車
両
に
は
ベ
テ
ラ
ン
を

❺

トラックにおける安全確保の徹底について
①�運行管理業務を再確認し、安全確保の原点に立った確実な運行管理を実
施すること。特に次に掲げる事項について改めて実施を徹底すること。

⑴�確実に点呼を実施し、事業用自動車の運行の安全を確保するために必要
な指示を与えること

⑵�乗務員の疾病、疲労、睡眠不足等の健康状態および過労状態の確実な
把握に努め、安全に運行の業務を遂行することができないおそれがある乗
務員を業務に従事させないこと
⑶�「自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して
行う一般的な指導及び監督の実施マニュアル」（二次元
コード）に基づき、運転者に対し、ブレーキの適切な使
用等、運行の安全を確保するために遵守すべき事項につ
いて指導すること

②�運行にあたっては、車両の点検整備を確実に実施するとともに、乗務員に
対して制限速度の遵守をはじめとした道路交通法等の法令遵守の徹底を図
るなど、安全の確保を最優先するよう関係者に徹底すること。

2022年製のタイヤは末尾2桁が「22」

ゴムの鮮度がよいスペアタイヤの装着を！
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㈲
峰
南
運
輸
（
早
瀬
基
志

代
表
取
締
役
）
は
︑
鋼
材
・

建
築
資
材
輸
送
を
中
心
に
︑

製
紙
関
連
輸
送
も
手
が
け
て

い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
の
早
瀬
規
恭
専
務
取

締
役
が
﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄

推
進
運
動
﹂を
知
っ
た
の
は
︑

地
元
で
あ
る
岡
山
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
遠
藤
俊
夫
会
長
）

事
務
局
か
ら
同
運
動
の
意
義

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
︒

同
社
で
は
令
和
２
年
２
月
︑

同
運
動
に
賛
同
す
る
と
と
も

に
︑
自
社
に
お
け
る
取
り
組

み
を
﹁
自
主
行
動
宣
言
﹂
と

し
て
ま
と
め
︑
同
運
動
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
た
︒

荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
等
の
関
係
者
が
連
携
し
て

改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
︒
そ
の
た
め
に
は
︑

荷
主
の
理
解
と
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
︒
同
運
動
を
通

じ
て
︑
当
社
の
取
り
組
み
や

姿
勢
を
明
文
化
し
て
公
表
し

て
い
く
こ
と
で
︑
荷
主
と
の

協
力
体
制
の
構
築
・
強
化
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
︑
同
運
動
に
賛
同
し

ま
し
た
﹂（
早
瀬
規
恭
専
務

取
締
役
）

が
ス
ム
ー
ズ
に
回
る
よ
う
︑

同
荷
主
に
対
し
て
日
々
提
案

を
行
っ
て
い
る
︒
こ
の
日
々
の

提
案
は
︑
製
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ヤ
ー
ド
内
の
保
管
ス
ペ

ー
ス
の
把
握
に
大
き
く
影
響

す
る
と
考
え
︑
今
度
も
物
流

の
プ
ロ
と
し
て
同
荷
主
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
︒

　
﹁
実
際
に
現
場
を
み
る
と

と
も
に
︑
荷
主
担
当
者
か
ら

話
を
聞
き
︑
物
流
に
関
す
る

問
題
点
や
︑
発
着
荷
主
双
方

が
抱
え
て
い
る
課
題
を
事
前

し
待
ち
の
時
間
が
長
い
と
い

う
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
︑
同
社
か
ら
発

荷
主
に
対
し
て
︑
荷
卸
し
現

場
へ
の
到
着
時
刻
を
全
車
両

同
一
で
は
な
く
︑
30
分
~
１

時
間
刻
み
で
設
定
し
て
も
ら

う
よ
う
交
渉
を
実
施
︒
着
荷

主
の
理
解
を
得
て
改
善
に
踏

み
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
荷

卸
し
待
ち
の
時
間
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は
︑

荷
積
み
待
ち
や
荷
卸
し
待
ち

で
時
間
が
か
か
る
の
は
仕
方

　
﹁
船
舶
や
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
﹂
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
︑
同
社
で
は

西
日
本
の
輸
送
は
ト
ラ
ッ
ク

や
ト
レ
ー
ラ
を
利
用
す
る
一

方
︑
関
東
以
北
の
輸
送
に
は

平
成
29
年
か
ら
海
上
輸
送
を

活
用
し
て
い
る
︒

　

発
荷
主
先
の
工
場
や
同
社

の
営
業
倉
庫
か
ら
︑
同
社
の

ト
レ
ー
ラ
が
宇
野
港
（
岡
山

県
玉
野
市
）や
大
阪
南
港（
大

阪
府
大
阪
市
）
ま
で
鋼
材
を

陸
送
し
た
上
で
︑
荷
台
部
分

の
み
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
海
上

輸
送
を
実
施
︒有
明
埠
頭（
東

京
都
）︑大
洗
埠
頭（
茨
城
県
）

で
は
協
力
運
送
会
社
の
ト
ラ

ク
タ
が
待
ち
構
え
て
お
り
︑

関
東
や
東
北
の
建
設
現
場
ま

で
輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒

　

海
上
輸
送
を
活
用
す
る
こ

と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

軽
減
と
同
時
に
︑
労
務
費
や

燃
料
費
︑
高
速
道
路
料
金
な

ど
の
節
減
が
可
能
と
な
り
︑

が
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
が
︑
こ
の
ま
ま
の
状
態
が

続
け
ば
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
維

持
で
き
な
く
な
り
ま
す
︒
運

送
事
業
者
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
︑
決
し
て
諦
め

る
こ
と
な
く
荷
主
と
の
交
渉

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
﹂（
同
）

輸
送
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
っ

て
い
る
︒

　

ま
た
︑﹁
異
常
気
象
時
等

の
運
行
の
中
止
︑
中
断
等
﹂

の
項
目
で
は
︑
今
年
１
月
の

大
雪
の
際
に
︑
同
社
で
は
３

日
間
ほ
ど
運
行
を
中
止
し
て

　

最
後
に
早
瀬
専
務
に
︑
荷

主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

強
化
に
関
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
聞
い
た
︒

　

先
述
の
通
り
︑
早
瀬
専
務

は
自
ら
荷
主
の
事
務
所
や
工

場
に
頻
繁
に
足
を
運
び
︑
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒
そ
の
際
に
は
︑
荷

主
の
担
当
者
が
抱
え
る
物
流

へ
の
ス
ト
レ
ス
を
聞
く
と
同

時
に
︑
自
社
が
抱
え
る
課
題

を
荷
主
担
当
者
と
共
有
し
︑

双
方
に
と
っ
て
最
も
効
率
が

い
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
試
行
錯
誤
し
て
い
る

と
︑
早
瀬
専
務
は
語
る
︒

　
﹁
荷
主
が
抱
え
て
い
る
物
流

へ
の
課
題
と
︑
当
社
が
抱
え

る
課
題
を
一
緒
に
な
っ
て
解

決
し
て
い
く
こ
と
で
︑﹃
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹄
の
意
義
で
あ
る

物
流
改
善
に
繋
が
り
ま
す
︒

し
か
し
︑
荷
主
か
ら
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
︑

運
送
事
業
者
の
事
業
継
続
に

は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
︒
運
送

事
業
者
が
持
続
可
能
な
物
流

い
る
︒
同
荷
主
も
大
雪
の
影

響
を
受
け
た
津
山
市
内
に
あ

る
た
め
︑
同
荷
主
の
理
解
を

得
て
︑
初
日
の
運
行
中
止
を

決
断
︒
一
方
︑２
日
目
以
降
︑

大
雪
の
影
響
の
な
い
着
荷
主

か
ら
﹁
な
ぜ
運
行
を
止
め
続

け
る
の
か
﹂
と
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
︑
同
社
で
は
﹁
運

行
を
平
準
化
さ
せ
る
の
に
は

３
日
は
必
要
﹂
と
着
荷
主
を

説
得
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
令
和
２

年
に
﹁
異
常
気
象
時
に
お
け

る
措
置
の
目
安
﹂
を
定
め
︑

着
荷
主
・
発
荷
主
に
対
し
て

運
行
中
止
へ
の
理
解
を
求
め

て
い
る
︒
そ
の
一
方
で
︑
荷

主
側
の
理
解
は
未
だ
十
分
で

は
な
い
︒
ま
た
︑﹁
着
荷
主

先
に
荷
物
を
届
け
た
ら
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
は
そ
れ
で

完
了
す
る
﹂
と
捉
え
て
い
る

荷
主
も
少
な
く
な
い
︒
し
か

し
︑
本
来
は
運
送
会
社
の
営

業
所
を
出
発
し
て
か
ら
帰
庫

す
る
ま
で
が
１
運
行
で
あ
る
︒

同
社
で
は
︑﹁
悪
天
候
の
た

め
に
営
業
所
に
戻
れ
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
︑
出
発
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
﹂
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る

と
と
も
に
︑
荷
主
に
対
し
て

自
社
の
考
え
方
を
説
明
し
︑

荷
主
の
理
解
を
得
る
た
め
の

努
力
を
続
け
て
い
る
︒

を
維
持
す
る
た
め
の
適
正
な

利
益
を
確
保
で
き
る
よ
う
な

提
案
を
荷
主
に
対
し
て
行

い
︑
改
善
を
進
め
る
こ
と
で

運
送
事
業
者
の
経
営
強
化
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
︑
運

送
事
業
者
の
経
営
は
立
ち
行

か
な
く
な
り
ま
す
︒
運
送
事

業
者
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
積

極
的
に
提
案
を
行
う
こ
と

で
︑
運
送
事
業
者
の
経
営
を

持
続
可
能
な
も
の
に
で
き
る

の
で
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
峰
南
運
輸

　

早
瀬
規
恭
専
務
取
締
役

　
﹁
一
層
深
刻
化
す
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応

し
︑
国
民
生
活
や
産
業
活
動

に
必
要
な
物
流
を
安
定
的
に

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

　

同
社
が
自
主
行
動
宣
言
で

掲
げ
て
い
る
取
り
組
み
項
目

等
は
︑
表
の
通
り
で
あ
る
︒

　

同
社
事
業
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
鋼
材
・
建
築
資
材
輸

送
で
は
︑
同
社
と
取
引
の
あ

る
荷
主
企
業
が
４
社
あ
る
︒

そ
の
う
ち
︑
主
要
取
引
先
で

あ
る
建
築
鉄
骨
加
工
工
場

（
Ｈ
グ
レ
ー
ド
認
定
工
場
）

と
の
取
引
は
︑
同
社
の
法
人

化
（
平
成
12
年
）
の
１
年
ほ

ど
後
か
ら
続
い
て
い
る
︒
か

つ
て
は
２
週
間
に
１
回
ほ
ど

同
荷
主
の
担
当
者
と
連
絡
を

取
り
︑
輸
送
の
オ
ー
ダ
ー
を

受
け
て
い
た
︒
し
か
し
︑

10
年
ほ
ど
前
か
ら
は
︑
同

荷
主
の
生
産
・
在
庫
状
況
︑

ま
た
各
建
設
現
場
の
進
捗

や
保
管
場
所
等
の
状
況
を

把
握
し
︑
円
滑
な
物
流
を

展
開
す
る
た
め
︑
積
極
的

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
た
︒

　

現
在
は
︑
早
瀬
専
務
が

週
に
３
回
ほ
ど
同
荷
主
を

訪
れ
︑
部
長
ク
ラ
ス
の
荷

主
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
通
じ
て
︑
鋼
材
の
生
産

・
在
庫
状
況
等
を
把
握
し

た
上
で
︑
各
建
設
現
場
の

進
捗
や
保
管
場
所
な
ど
を

調
整
︒
協
力
運
送
会
社
と

も
密
に
連
絡
を
取
り
な
が

ら
︑
同
荷
主
に
係
る
物
流

に
知
る
こ
と
で
︑
課
題
解
決

に
向
け
た
提
案
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
﹂（
同
）

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ

る
︑﹁
物
流
の
改
善
提
案
と

協
力
﹂
に
関
す
る
具
体
例
を

み
て
い
き
た
い
︒

　

同
荷
主
先
で
の
荷
積
み
作

業
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
は

同
社
の
車
両
が
同
荷
主
先
に

到
着
し
て
か
ら
︑
同
荷
主
に

よ
る
出
荷
準
備
と
天
井
ク
レ

ー
ン
に
よ
る
少
量
ず
つ
の
積

み
込
み
が
行
わ
れ
て
い
た
た

め
︑
作
業
終
了
ま
で
に
２
時

間
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
て
い

た
︒
そ
こ
で
同
社
で
は
︑
同

荷
主
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

活
用
を
提
案
し
︑
車
両
が
同

荷
主
先
に
到
着
す
る
前
に
︑

積
載
す
る
鋼
材
を
事
前
に
準

備
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
︑

車
両
が
到
着
す
る
と
す
ぐ

に
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
用

い
て
ま
と
め
た
鋼
材
を
天
井

ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
︑

車
両
に
積
載
す
る
よ
う
に
依

頼
し
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑

荷
積
み
に
要
す
る
時
間
は
30

分
と
な
り
︑
大
幅
に
短
縮
で

き
た
︒

　

同
社
が
同
荷
主
に
対
し

て
︑
時
間
短
縮
に
繋
が
る
荷

積
み
作
業
の
進
め
方
の
変
更

を
提
案
し
た
当
初
︑
同
荷
主

側
は
﹁
事
前
の
準
備
作
業
の

時
間
や
︑
準
備
し
た
鋼
材
を

ま
と
め
て
置
い
て
お
く
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
の
で
︑

無
理
だ
﹂と
難
色
を
示
し
た
︒

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

拘
束
時
間
削
減
に
向
け
て
︑

根
気
強
く
同
荷
主
と
の
交
渉

を
実
施
し
︑
同
荷
主
の
理
解

と
協
力
を
得
て
荷
積
み
作
業

の
効
率
化
を
進
め
た
︒
特
に
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
天
井
ク

レ
ー
ン
の
活
用
に
よ
り
︑
荷

積
み
に
要
す
る
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
長

時
間
に
わ
た
っ
て
車
両
を
留

め
置
く
必
要
が
な
く
な
っ
た

た
め
︑
空
い
た
場
所
に
事
前

に
準
備
し
た
鋼
材
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
︑
さ
ら
な
る
時
間
短

縮
に
繋
が
っ
た
︒

　

一
方
で
︑
荷
卸
し
作
業
に

つ
い
て
も
︑
着
荷
主
と
の
連

携
に
よ
る
改
善
が
行
わ
れ

た
︒
荷
卸
し
現
場
は
建
設
現

場
で
あ
る
こ
と
が
多
く
︑
大

規
模
な
建
設
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
現
場
で
は
多
く
の
車

両
が
鋼
材
を
輸
送
し
て
く

る
︒
さ
ら
に
︑
以
前
は
荷
卸

し
を
行
う
同
社
の
全
車
両
に

対
し
て
︑
発
荷
主
で
あ
る
同

荷
主
か
ら
同
じ
着
時
間
が
指

定
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑

現
場
の
荷
卸
し
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
か
ら
︑
荷
卸
し
作
業
を

１
台
ず
つ
行
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
た
め
︑
中
に
は
４
時

間
も
荷
卸
し
待
ち
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
車
両
も
あ
っ
た
と

い
う
︒

　

着
荷
主
の
側
で
も
︑
荷
卸

荷
主
先
に
何
度
も
足
を
運
び
提
案
を
実
施

荷
積
み
・
荷
卸
し
時
間
等
の
大
幅
削
減
を
実
現

企業プロフィール
社名	 ㈲峰南運輸
本社所在地	 岡山県津山市大篠633
代表者	 代表取締役　早瀬　基志
設　立	 平成12年６月29日
資本金	 300万円
社員数	 30人（うちドライバー22人）
車両数	 31台

昨
年
末
に
完
成
し
た
、
同
社
の
営
業

倉
庫

　

政
府
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
に
協
力
し
て
、
物
流

を
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、「﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
で
は
、
会
員
事
業
者
に
よ
る

「﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
」
の

取
組
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
㈲
峰
南
運
輸
（
岡
山
県
津
山
市
）

に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
と
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進

異
常
気
象
時
の
運
行
中
止
へ
の
理
解
を
求
め
る

「
持
続
可
能
な
経
営
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

運
送
事
業
者
が
利
益
を
確
保
で
き
る
提
案
を

第
３
回　

有
限
会
社
峰
南
運
輸
（
岡
山
県
津
山
市
）

物
流
改
善
に
向
け
運
送
事
業
者
の
姿
勢
を
明
文
化

宣
言
公
表
を
通
じ
て
荷
主
の
理
解
を
促
す

早
瀬
専
務
は
週
に
３
回
ほ
ど
主
要
取

引
先
を
訪
れ
、荷
主
担
当
者
と
打
ち
合

わ
せ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

表　自主行動宣言：同社の取り組み項目・内容
取り組み項目 取り組み内容

物流の改善提案と協力

取引先や物流事業者から、荷待ち時間や運転者の手作
業での荷卸しの削減、附帯作業の合理化等について要
望があった場合は、真摯に協議に応じるとともに、自らも
積極的に提案します。

パレット等の活用 パレット、かご台車、折りたたみコンテナ、通い箱等を活
用し、荷役時間を削減します。

船舶や鉄道への
モーダルシフト

長距離輸送について、トラックからフェリー、RORO船や
鉄道の利用への転換を行います。この際に、運送内容や
費用負担についても必要な見直しを行います。

運送契約の書面化の推進 運送契約の書面化を推進します。
契約の相手方を選定する際の
法令遵守状況の考慮

契約する物流事業者を選定する際には、関係法令の遵
守状況を考慮します。

異常気象時等の
運行の中止、中断等

台風、豪雨、豪雪等の異常気象が発生した際やその発生
が見込まれる際には、無理な運行依頼を行いません。ま
た、運転者の安全を確保するため、運行の中止・中断等
が必要と物流事業者が判断した場合は、その判断を尊重
します。

同
社
で
は
、
鋼
材
、
建
築
資
材
の
輸
送

を
中
心
に
、
近
年
で
は
製
紙
関
連
輸
送

も
手
が
け
て
い
る

早瀬　規恭
専務取締役

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
特
集

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

運
送
事
業
者
と
荷
主
が
課
題
を
共
有
し
協
力

運
送
事
業
者
と
荷
主
が
課
題
を
共
有
し
協
力

「
物
流
の
プ
ロ
」
と
し
て
輸
送
改
善
を
リ
ー
ド

「
物
流
の
プ
ロ
」
と
し
て
輸
送
改
善
を
リ
ー
ド
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平
成
９
年
︑
京
都
で
開
催

さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
に
お
い
て
︑

同
会
議
に
参
加
す
る
先
進
国

に
対
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
を
義
務
づ
け
た

﹁
京
都
議
定
書
﹂
が
採
択
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
各
地
で
環
境

保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
て
い
っ
た
︒
こ
う

し
た
流
れ
を
受
け
て
︑
熊
本

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
省
燃

費
研
修
会
を
は
じ
め
と
し
た

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進

や
︑
低
公
害
車
の
導
入
促
進

な
ど
︑
環
境
対
策
に
協
会
を

挙
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
︒
一
方
で
︑
県
下
12

支
部
の
中
に
は
︑
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
道
路
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
て
い
た
支
部

も
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
熊
本
県

ト
協
で
は
平
成
19
年
に
︑
地

球
規
模
の
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
地
域
に
お
け
る
身
近
な

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
も
目

を
向
け
る
こ
と
も
重
要
と
捉

え
︑
県
下
全
支
部
で
美
化
活

分
離
帯
や
路
側
帯
の
植
え
込

み
な
ど
に
︑
ジ
ュ
ー
ス
の
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
と
い
っ

た
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
少
な

く
な
か
っ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
は
︑
地
域
住
民
の
迷

惑
に
な
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
悪
化

に
繋
が
る
行
為
で
あ
る
︒
熊

本
県
ト
協
で
は
︑
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
て
︑
公
共
道

路
を
使
用
し
て
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
道
路
や
地
域
住

民
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
示

す
こ
と
で
︑
社
会
と
の
共
生

を
図
っ
て
い
く
べ
く
︑
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
踏
み
切

っ
た
︒

熊
本
東
支
部
で
は
︑
支
部
活

動
を
通
じ
て
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
︑
参
加
者

増
に
繋
げ
て
い
る
︒
ま
た
︑

社
内
で
も
独
自
に
作
成
し
た

同
社
従
業
員
向
け
の
お
知
ら

せ
を
貼
り
出
し
︑
従
業
員
や

そ
の
家
族
の
参
加
を
促
し
て

い
る
︒
な
お
︑
同
社
で
は
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み

を
発
展
さ
せ
︑
本
社
を
構
え

て
い
る
熊
本
南
工
業
団
地

で
︑
従
業
員
に
よ
る
清
掃
活

動
も
毎
月
実
施
し
て
い
る
と

い
う
︒

　

会
員
事
業
者
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
に
よ
り
︑
徐
々
に

参
加
事
業
者
が
増
加
︒ま
た
︑

役
員
や
従
業
員
だ
け
で
な
く

そ
の
家
族
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
︑
家
族
ぐ
る
み
で
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
も
あ
る
と
い
う
︒
さ
ら

に
︑
菊
池
支
部
で
は
地
元
小

学
校
の
野
球
チ
ー
ム
が
美
化

活
動
に
参
加
す
る
な
ど
︑
美

動
を
行
う
こ
と
を
委
員
会
︑

理
事
会
で
承
認
︒
12
支
部
傘

下
の
会
員
運
送
事
業
者
等
が

参
加
し
︑
美
化
活
動
を
行
う

﹁
環
境
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂
が
同
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
︒
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
︑
開
始
し
て
か
ら
昨
年
度

で
16
年
目
と
︑
地
域
に
根
差

し
た
息
の
長
い
活
動
と
な
っ

て
い
る
︒

　

熊
本
県
内
に
は
︑
県
西
部

を
縦
貫
す
る
国
道
３
号
を
中

心
に
︑
多
く
の
幹
線
道
路
が

存
在
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た

道
路
で
は
︑
か
つ
て
は
中
央

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
︑
上
田
裕
子

熊
本
県
ト
協
副
会
長
が
委
員

長
を
務
め
る
交
通
・
環
境
対

策
委
員
会
に
お
い
て
︑
毎
年

10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
に
合
わ
せ
る
形
で
︑﹁
環

境
月
間
﹂
を
設
定
︒
各
支
部

所
属
の
会
員
事
業
者
に
対
し

て
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
当

初
は
︑
本
業
と
の
関
連
を
見

い
だ
せ
ず
に
︑
参
加
を
迷
う

会
員
事
業
者
が
み
ら
れ
た
と

い
う
︒
そ
こ
で
︑
熊
本
県
ト

協
の
役
員
や
理
事
が

率
先
し
て
︑
各
支
部

を
通
じ
て
会
員
事
業

者
に
積
極
的
に
参
加

へ
の
呼
び
か
け
を
続

け
た
︒

　

上
田
副
会
長
が
代

表
取
締
役
を
務
め
る

㈱
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
嘉

島
町
）
が
所
属
す
る

化
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て

参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
︑
開
始
初
年
度
の
参
加
者

数
は
約
５
６
０
人
で
あ
っ
た

が
︑
令
和
４
年
に
は
８
７
１

人
が
参
加
し
︑
参
加
者
は
約

１
・
５
倍
に
な
っ
て
い
る
︒

　　
﹁
参
加
さ
れ
る
会
員
事
業

者
の
方
々
も
︑
毎
年
継
続
し

て
参
加
す
る
こ
と
で
︑
環
境

に
対
す
る
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
︒
実
施
を
重
ね
る
ご
と
に

義
務
感
か
ら
で
は
な
く
︑
環

境
美
化
や
社
会
貢
献
に
取
り

組
も
う
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
る

方
が
増
え
て
き
て
お
り
︑
う

れ
し
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
﹂

（
上
田
副
会
長
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
日
に
は
︑

支
部
ご
と
に
集
合
し
た
の

ち
︑安
全
へ
の
配
慮
も
併
せ
︑

統
一
の
ベ
ス
ト
と
帽
子
を
参

加
者
に
着
用
し
て
も
ら
い
︑

清
掃
活
動
を
実
施
︒
清
掃
中

に
は
﹁
の
ぼ
り
旗
﹂
を
掲
示

し
︑
周
辺
住
民
や
自
動
車
で

走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に

対
し
て
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
︒

　

参
加
者
た
ち
は
日
頃
利
用

し
て
い
る
道
路
に
対
す
る
感

謝
を
込
め
な
が
ら
︑
１
時
間

ほ
ど
か
け
て
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
︑
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
な
ど
を
収
集
︒
美
化
活
動

中
に
は
地
域
住
民
か
ら
感
謝

の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
︑
参
加
者
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て

い
る
︒

　　
﹁
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

し
︑
美
化
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
︑
道
路
利
用
者
で
あ

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
も

地
域
住
民
と
し
て
の
立
場

　

熊
本
県
ト
協
で
は
︑
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
に
も
︑
地

域
の
環
境
美
化
に
資
す
る
様

々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
︒

　

６
年
ほ
ど
前
か
ら
は
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
︑

地
域
へ
の
植
樹
を
通
じ
て
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
を
図
る

た
め
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ

で
︑
道
路
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
清
掃
を
行
う
習
慣
が

身
に
付
く
こ
と
で
︑
会
社
や

車
両
も
き
れ
い
に
な
り
︑
心

に
余
裕
が
生
ま
れ
︑
最
終
的

に
安
全
や
輸
送
品
質
向
上
︑

経
営
改
善
ま
で
繋
が
り
ま

す
︒
多
く
の
会
員
事
業
者
の

従
業
員
に
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
参
加
の
輪
が
広
が
り
︑﹃
道

路
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
﹄

を
当
た
り
前
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
減
少
に
繋
が

り
ま
す
︒
県
内
で
は
以
前
に

比
べ
て
︑歩
道
や
植
え
込
み
︑

公
園
な
ど
の
ゴ
ミ
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
︑
長
年
に

わ
た
っ
て
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

推
進
し
て
き
た
成
果
が
表
れ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
﹂（
同
）

く
り
﹂
緑
化
推
進
事
業
を
展

開
し
て
い
る
︒
令
和
２
年
度

の
同
事
業
で
は
︑
熊
本
学
園

大
学（
熊
本
市
）に
対
し
て
︑

イ
チ
ョ
ウ
１
本
︑
コ
ウ
ヤ
マ
キ

２
本
︑
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
１
本
お

よ
び
銘
板
を
寄
贈
︒
３
年
４

月
20
日
に
は
︑
住
永
会
長
が

出
席
し
て
の
寄
贈
セ
レ
モ
ニ

ー
を
開
催
し
た
︒
ま
た
︑
３

年
度
に
は
熊
本
市
民
病
院

（
同
）
に
対
し
て
サ
ク
ラ
や

サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
を
寄
贈
し

た
ほ
か
︑
令
和
４
年
度
は
宇

土
市
役
所
（
宇
土
市
）
へ
の

寄
贈
を
行
っ
た
︒
熊
本
市
民

病
院
や
宇
土
市
役
所
は
︑
平

成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
建

て
直
さ
れ
て
お
り
︑
寄
贈
さ

れ
た
樹
木
は
復
興
後
の
地
域

の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
を
彩
る

存
在
と
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
地
域
の
環
境
美
化
を
は

じ
め
と
し
た
社
会
貢
献
活
動

は
︑
企
業
・
団
体
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
︑
地
域
に
根

差
し
た
運
送
業
界
を
確
立
す

る
上
で
重
要
な
取
り
組
み
だ

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
︒
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
今
後
も

物
流
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
︑
ま
ず
地
道
な
努
力
を
継

続
し
︑
地
域
の
皆
様
か
ら
受

け
入
れ
ら
れ
る
業
界
で
あ
り

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

今
後
も
さ
ら
に
参
加
者
を
増

や
し
て
い
き
な
が
ら
︑
継
続

し
て
﹃
環
境
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹄
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
﹂

（
同
）

（
取
材
協
力
）（
公
社
）
熊

本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

上
田

裕
子
副
会
長
（
交
通
・
環
境

対
策
委
員
長
）、
津
留
伸
一
業

務
支
援
課
長

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
「
ポ
イ
捨
て
」

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
「
ポ
イ
捨
て
」

美
化
活
動
を
通
じ
て
道
路
へ
の
感
謝
を
示
す

美
化
活
動
を
通
じ
て
道
路
へ
の
感
謝
を
示
す

1616
年
間
で
美
化
活
動
参
加
者
は
約
１
・
５
倍
に

年
間
で
美
化
活
動
参
加
者
は
約
１
・
５
倍
に

地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
美
化
活
動
の
輪
」

地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
美
化
活
動
の
輪
」

緑
化
推
進
事
業
な
ど
の
社
会
貢
献
も
推
進

緑
化
推
進
事
業
な
ど
の
社
会
貢
献
も
推
進

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
４
年
に
策
定
し
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の
中

で
︑
サ
ブ
目
標
３
と
し
て
全

ト
協
と
全
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
共
通
で
取
り
組
む

﹁
行
動
月
間
﹂（
図
）
を
設

定
し
︑
今
年
度
か
ら
イ
ベ
ン

ト
や
広
報
活
動
を
展
開
し
ま

す
︒

　

５
月
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
美
化
月
間
﹂
と
位
置

づ
け
︑
ゴ
ミ
削
減
︑
清
掃
︑

落
書
き
消
し
な
ど
の
環
境
美

化
に
繋
が
る
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る﹁
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
﹂は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ
メ

ー
ジ
を
甚
だ
し
く
損
ね
る
原

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
全
都
道
府

県
ト
協
と
共
同
で
環
境
美
化

に
取
り
組
む
た
め
に
︑
車
内

貼
付
用
の
﹁
ゴ
ミ
は
持
ち
帰

ろ
う
！
﹂ス
テ
ッ
カ
ー（
写
真
）

を
作
成
し
た
ほ
か
︑﹁
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
﹂
確
認
を
行
う

た
め
の
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
い
ま
す
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
﹁
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
﹂
防

止
対
策
の
実
施
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
今
年
度

か
ら
５
月
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美

化
月
間
﹂
と
定
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

全
体
で
ゴ
ミ
削
減
︑
清
掃
︑
落
書
き
消
し

な
ど
の
環
境
美
化
に
繋
が
る
活
動
に
取
り

組
む
よ
う
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て
呼
び

か
け
て
い
ま
す
（
別
項
参
照
）︒

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永
豊
武
会

長
）
で
は
︑
こ
う
し
た
動
き
に
先
駆
け
て

平
成
19
年
か
ら
︑
県
下
12
支
部
傘
下
の
会

員
事
業
所
役
員
や
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
従
業

員
︑
従
業
員
の
家
族
や
地
域
の
子
ど
も
た

ち
︑
熊
本
県
ト
協
役
職
員
な
ど
が
主
要
幹

線
道
路
沿
い
の
歩
道
や
そ
の
周
辺
な
ど
で

美
化
活
動
を
行
う
﹁
環
境
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
熊
本
県
ト
協
に
お
け
る
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
︒

（公社）全日本トラック協会／都道府県トラック協会

 ゴミは
持ち帰ろう！
 ゴミは
持ち帰ろう！

STOP!
不法投棄

ごみ

５月は
「トラック運送業界の美化月間」

県内事業者を挙げて美化活動を長年展開　「仕事場である道路をきれいに保つこと」が当たり前に県内事業者を挙げて美化活動を長年展開　「仕事場である道路をきれいに保つこと」が当たり前に
道路をきれいに　ゴミのポイ捨て禁止！　５月は「トラック運送業界の美化月間」

熊本県トラック協会「環境クリーンキャンペーン」の取り組みを紹介

ゴミのポイ捨て対策サイト
（全日本トラック協会）

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
」な
ど

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
」な
ど

環
境
美
化
対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
！

環
境
美
化
対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
！

全ト協

図　全ト協と全都道府県ト協が共通で取り組む「行動月間」

◇ 5月：トラック運送業界の美化月間
（ゴミ削減、清掃、落書き消しなどの環境美化に繋がる活動が対象）
◇ 6月：トラック運送業界の環境月間
（緑化、省エネ、ゴミ削減、SDGsなど環境保全に係ること全てが対象）
◇ 10月：トラック運送業界の緑化月間
（植樹、花いっぱい運動などの緑化に繋がる活動が対象）
◇ 11月：トラック運送業界のエコドライブ月間
（アイドリングストップなどエコドライブに繋がる活動が対象）

※各地の状況に合わせ、別の月に設定して活動することも可能とする。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
」
緑
化
推
進

事
業
で
は
、
住
永
会
長
が
参
加
し
て

樹
木
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た

県
下
12
支
部
傘
下
の
会
員
事
業
所
従
業
員
や
そ
の

家
族
な
ど
が
参
加
し
、
美
化
活
動
を
行
う
「
環
境

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
写
真
は
菊
池
支
部
）

統一のベストと帽子を着用して美
化活動を実施。「環境に優しいト
ラック運送業界」をアピールする

上田　裕子
熊本県トラック協会副会長
（交通・環境対策委員長）
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安全対策事業

▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次に掲げる安全装置
①�後方視野確認支援装置（常時、後方視野が確保できるもの）
②�側方視野確認支援装置（車両総重量7.5トン以上の事業用トラッ
クの左側に側方カメラを装着した場合に限る）
③�呼気吹込み式アルコールインターロック（国土交通省の技術指
針に適合している必要あり）
④�IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アルコー
ル検知器（Ｇマーク認定事業所に限る）
⑤�大型車用トルク・レンチ（自立型トルク・レンチ、トルクセッ
ター型インパクトレンチを含む。車両総重量8トン以上の事業用
トラックを管理する事務所に限る）

〈助成額〉
①～④対象装置ごとに機器取得価格の２分の１（上限２万円）
後方視野確認支援装置および側方視野確認支援装置を同時に導入
した場合は、各々の装置が対象となり、機器取得価格総額の２分
の１（上限4万円）
⑤1事業所1台、取得価格の２分の１（上限３万円）
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成
金を交付しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する研修
〈助成額〉
・�特別研修（２泊３日）：�受講料の７割を助成（Ｇマーク認定事業

所の場合は全額助成）
・一般研修（１泊２日）：１万円
〈助成対象研修施設〉
▽�特定研修施設
・中部トラック総合研修センター
・埼玉県トラック総合教育センター

▽�指定研修施設
・総合交通教育センタードライビングアカデミー北海道
・総合交通教育センタードライビングアカデミー弘前
・総合交通教育センタードライビングアカデミー宮城
・総合交通教育センタードライビングアカデミー南湖
・自動車安全運転センター安全運転中央研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミー茨城
・総合交通教育センタードライビングアカデミー栃木
・総合交通教育センタードライビングアカデミーぐんま
・総合交通教育センタードライビングアカデミー千葉
・総合交通教育センタードライビングアカデミー小田原
・新潟自動車学校
・総合交通教育センタードライビングアカデミー大原
・クレフィール湖東交通安全研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミーABOSHI
・総合交通教育センタードライビングアカデミーテクノ

▪中小企業大学校講座受講促進助成制度
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者※の経営者、後継者および管理者
〈助成額〉
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場合もあり）
〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校（旭川校、
仙台校、三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島校、直方校、人吉
校、金沢キャンパス、四国キャンパス、Web校）
〈助成対象講座〉
①�トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②�実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③�管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④�女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤�情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員事業者・トラック運送事業協同組合・トラック運
送事業協同組合連合会による軽油供給施設の新設・増設または増
設を伴う代替
〈助成額〉
・�軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）：100万円
・�軽油タンクの増設、増設を伴う代替：30万円

▪インターンシップ導入促進支援事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者※
〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ登録サイトに必
要事項を登録した後、高等学校以上の教育機関からの依頼により
インターンシップを受け入れた場合に、次の要件に適合するものに
助成する（ただし、都道府県ト協ごとの１事業者当たりの申請は１
回に限る）
⑴�受け入れ期間が３日間以上であること
⑵��トラック運送事業の理解を深めることを目的としたプログラム
であり、次の内容を含むものであること
①�点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
②�乗務体験（学校側からの要請および社内規定で乗務体験を含
まない場合を除く）

〈助成額〉
⑴�受け入れ期間＝３日間：９万円
⑵�受け入れ期間＝４日間：11万円
⑶�受け入れ期間＝５日間以上：13万円
※�ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期間と
し、受け入れ人数にかかわらず上記の助成額とする

▪自動点呼機器導入促進助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協の会員事業者で中小企業者※
〈助成対象事業等〉
国交省が認定した自動点呼機器で、事業者が国交省に業務後自動
点呼の実施に係る届出をした場合
〈対象額〉
対象となる自動点呼機器の導入費用（上限10万円）

▪「働きやすい職場認証制度」認証取得費助成事業
〈助成対象〉
会員事業者が負担した、「働きやすい職場認証制度」の認証取得
にかかる次の費用の一部
〈対象額〉
⑴��新規認証取得（上位認証取得を含む）にかかる審査料・登録料
（上限：3万円）

⑵�同位認証継続にかかる審査料・登録料（上限：2万円）
※令和４年度に認証取得した分についても助成対象

※�中小企業者：中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1項第1号に
掲げる資本金3億円以下または従業員300人以下の中小企業者

・総合交通教育センタードライビングアカデミーONGA
・総合交通教育センタードライビングアカデミーMIYUKI

▪�トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリーニング
検査助成事業
〈助成対象〉
指定検査・医療機関が実施するSASスクリーニング検査のうち、
健康保険適用外である第1次検査および第2次検査
〈助成額〉
①第1次検査費用の半額（上限500円／人）
②�第2次検査費用の半額（上限2,000円／人）
③�第1次検査および第２次検査を同時に実施している場合は、合計
費用の半額（上限2,500円／人）

〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワーク、
（一財）運輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県ト協指定
検査・医療機関

▪�血圧計導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧計（業
務用）
〈助成額〉
機器取得費用の２分の１（上限5万円）
※�中小企業者※に限る。
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成
金を交付しない

環境対策事業

▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両と助成金交付額〉
車両総重量2.5トン超の下記の車両のうち、令和５年４月３日
（月）から令和６年３月８日（金）の間に新車新規登録が完了する
車両

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
トラックドライバーが休憩、荷待ち等におけるエンジン停止時に相
当時間連続して使用可能な車載用冷暖房機器で、次に掲げるもの
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置
〈助成額〉
機器取得価格の２分の１以内（上限６万円）
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成
金を交付しない

経営改善事業

▪若年ドライバー確保のための運転免許取得支援助成事業
〈助成対象〉
以下の教習または準中型免許取得のために指定自動車教習所等で
かかる費用（事業者が負担した場合に限る）
⑴特例教習の講習
⑵準中型免許の取得のうち
①�準中型免許の新規取得（※普通免許取得後の取得を含む）
②５トン限定準中型免許の限定解除

〈助成額〉
助成額、条件、申請方法等の詳細については、所属の都道府県ト
協にお問い合わせください

　全日本トラック協会は、令和５年度も都道府県トラック協会を通じて各種　全日本トラック協会は、令和５年度も都道府県トラック協会を通じて各種
助成事業を実施する。実施期間や申し込み等詳細に関するお問い合わせ助成事業を実施する。実施期間や申し込み等詳細に関するお問い合わせ
は、所属する都道府県ト協まで。は、所属する都道府県ト協まで。

助成対象車両 助成金交付額（定額）

天然ガス自動車
（新車）

内燃機関の燃料として可燃性ガスを用
いる自動車で、当該自動車に係る自動
車検査証記録事項の燃料欄に当該自動
車の燃料が LNGもしくはCNGと記載
されているもの

車両総重量 12トン超 100万円
最大積載量 4トン以上 45.9 万円
最大積載量 4トン未満 12.2 万円
バイフューエル車 5万円

ハイブリッド自動車
（新車）

内燃機関を有する自動車で併せて電気
または蓄圧器に蓄えられた圧力を動力
源として用いるものであり、かつ、当
該自動車に係る自動車検査証記録事項
の備考欄に当該自動車がハイブリッド
車と記載されているもの

車両総重量 12トン超 30万円

最大積載量 4トン以上 33.5 万円

最大積載量 4トン未満 9.7 万円

電気自動車
（新車）

※中小企業者のみ

搭載された電池によって駆動される電
動機を原動機とする自動車で、当該自
動車に係る自動車検査証記録事項の燃
料欄に当該自動車の燃料が電気と記載
されているもの

車両総重量 2.5 トン超 30万円

写真㊤：�
車載バッテリー式冷房装置

写真㊦：
エアヒータ

側方視野確認支援装置

令和５年度令和５年度  全ト協の主な助成制度のご案内全ト協の主な助成制度のご案内
ご活用ください

全ト協助成制度ページ



（第3種郵便物認可）（15） 令和5年（2023年）5月20日 第2219号

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
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ー
ス
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）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜点検整備編〜
	 【解 答】5面に問題

❶	○（道路運送車両法第47条の2第2項）自動車運送事
業の用に供する自動車の使用者又はこれらの自動車を運
行する者は、1日1回、その運行の開始前において、日常
点検をしなければならない。
❷	×（道路運送車両法第48条第1号）自動車運送事業の
用に供する自動車については、3か月ごとに定期点検整備
を実施しなければならない。
❸	×（道路運送車両法第61条第1項、第2項）事業用貨
物自動車の自動車検査証の有効期間は、車両総重量8ト
ン以上のものについては、初回は1年、2回目以降は1年
である。
❹	×（自動車点検基準別表第1）ディスク・ホイールの
取付状態の点検が義務づけられているのは、車両総重量
8トン以上または乗車定員30人以上の自動車である。
❺	×（自動車点検基準別表第1）タイヤの空気圧の点検
は、1日1回、運行前に行わなければならないが、タイヤ
の溝の深さの点検は、当該自動車の走行距離、運行時の
状況等から判断した適切な時期に行うことで足りる。

め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
︑国
が
創
設
し
た

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
（
正
式
名
称
:
運
転
者

職
場
環
境
良
好
度
認
証
制

度
）﹂
の
認
証
取
得
（
新
規

認
証
ま
た
は
継
続
申
請
）
を

し
た
場
合
に
︑
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
︒

　

同
制
度
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
者
の
職
場
環
境
改
善
に

向
け
た
各
事
業
者
の
取
り
組

み
を
﹁
見
え
る
化
﹂
す
る
こ

と
で
︑
求
職
者
の
イ
メ
ー
ジ

刷
新
を
図
り
︑
運
転
者
へ
の

就
職
を
促
す
も
の
︒
ま
た
︑

事
業
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

促
す
こ
と
で
︑
よ
り
働
き
や

す
い
労
働
環
境
の
実
現
や
︑

安
定
的
な
人
材
の
確
保
を
図

る
も
の
で
あ
る
︒
５
年
度
か

ら
は
︑
認
証
を
取
得
し
た
事

業
者
の
よ
り
高
い
水
準
へ
の

移
行
を
促
す
た
め
︑
こ
れ
ま

で
の
﹁
一
つ
星
﹂・﹁
二
つ
星
﹂

に
加
え
て
︑新
た
に﹁
三
つ
星
﹂

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
︒
ま
た
︑
認
証
取
得

事
業
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
も
︑
引
き
続
き
強
化

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
の
助
成
対
象
は
︑

①
新
規
認
証
取
得
（
上
位
認

証
取
得
を
含
む
）
に
係
る
審

査
料
・
登
録
料
︑
②
同
位
認

証
継
続
に
係
る
審
査
料
・
登

録
料
︱
︱
の
一
部
︒
助
成
額

は
︑
①
に
つ
い
て
は
上
限
３

万
円
︑
②
に
つ
い
て
は
上
限

２
万
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑経
過
措
置
と
し
て
︑

同
事
業
に
つ
い
て
は
︑
令
和

４
年
度
に
認
証
取
得
し
た
分

に
つ
い
て
も
︑
助
成
の
対
象

と
さ
れ
て
い
る
︒

と
し
て
︑﹁
タ
イ
ヤ
交
換
時
の

作
業
不
備
﹂
と
﹁
タ
イ
ヤ
交

換
後
の
保
守
管
理
の
不
備
﹂

が
挙
げ
ら
れ
る
︒
車
輪
脱
落

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
新
規

助
成
事
業
と
し
て
︑﹁
働
き

や
す
い
職
場
認
証
制
度
﹂
認

証
取
得
費
助
成
事
業
が
開
始

　
﹁
安
全
装
置
等
導
入
促
進

助
成
事
業
﹂
で
は
︑
対
象
機

器
と
し
て
大
型
車
用
ト
ル
ク

・
レ
ン
チ
が
追
加
さ
れ
る
︒

さ
れ
た
︒

　

こ
れ
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
が
︑

運
転
者
不
足
に
対
応
す
る
た

　

近
年
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル

ト
折
損
に
よ
る
大
型
車
の
車

輪
脱
落
事
故
が
増
加
傾
向
に

あ
り
︑
そ
の
主
な
発
生
原
因

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
︑
適
正
な
ト
ル
ク
・
レ
ン

チ
を
用
い
︑
規
定
の
ト
ル
ク

で
確
実
に
ナ
ッ
ト
を
締
め
付

け
る
こ
と
や
︑
タ
イ
ヤ
脱
着

後
50
~
１
０
０
㌔
㍍
走
行
後

を
目
安
に
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ

を
用
い
て
増
し
締
め
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

４
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

﹁
準
中
型
免
許
取
得
助
成
事

業
﹂
は
︑
今
年
度
か
ら
﹁
若

年
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め

の
運
転
免
許
取
得
支
援
助
成

事
業
﹂
に
変
更
と
な
り
︑
会

員
事
業
者
が
新
た
に
運
転
者

対
象
と
な
る
自
動
点
呼
機
器

を
国
土
交
通
省
の
認
定
を
受

け
た
機
器
に
拡
大
し
た
ほ

か
︑
国
交
省
に
よ
る
助
成
制

度
を
使
用
し
て
導
入
し
た
機

器
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
も
新
た

に
同
助
成
の
対
象
と
な
る
︒

な
お
︑
年
度
内
の
申
請
台
数

は
︑
各
都
道
府
県
ト
協
１
事

業
者
当
た
り
１
台
分
を
上
限

と
し
て
い
る
が
︑
所
属
す
る

都
道
府
県
ト
協
の
域
内
に
安

全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
を
有
す
る
事
業

者
は
２
台
分
を
上
限
と
す
る
︒

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育

訓
練
促
進
助
成
制
度
﹂で
は
︑

研
修
施
設
と
し
て
新
た
に

﹁
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ

ー
栃
木
﹂（
栃
木
県
那
須
塩

原
市
）
と
﹁
新
潟
自
動
車
学

校
﹂（
新
潟
県
新
潟
市
）
が

追
加
さ
れ
た
︒

で
は
こ
れ
ま
で
ト
ル
ク
・
レ

ン
チ
を
有
し
て
い
な
い
事
業

所
に
対
し
︑
保
有
を
強
く
呼

び
か
け
て
き
た
︒

　

今
回
︑
助
成
対
象
安
全
装

置
と
し
て
追
加
さ
れ
た
の
は
︑

大
型
車
用
（﹁
６
０
０
Ｎ
・

ｍ
﹂
以
上
の
締
め
付
け
能
力

を
有
す
る
）
ト
ル
ク
・
レ
ン

チ
で
︑
自
立
型
ト
ル
ク
・
レ

ン
チ
︑
ト
ル
ク
セ
ッ
タ
ー
型

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
も
対
象

と
な
る
︒
な
お
︑
型
式
等
の

指
定
は
行
わ
な
い
︒

　

な
お
︑
車
両
総
重
量
８
㌧

以
上
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
を

管
理
す
る
事
業
所
が
導
入
し

た
場
合
に
限
り
︑
助
成
対
象

と
な
る
︒
１
事
業
所
１
台
︑

助
成
額
は
取
得
価
格
の
２
分

の
１
（
上
限
３
万
円
）
と
定

め
ら
れ
て
い
る
︒

と
し
て
採
用
し
た
若
年
ド
ラ

イ
バ
ー
の
準
中
型
免
許
取
得

へ
の
支
援
に
加
え
︑
特
例
講

習
の
受
講
に
つ
い
て
も
助
成

対
象
に
追
加
さ
れ
た
︒

　
﹁
自
動
点
呼
機
器
導
入
促

進
助
成
事
業
﹂
で
は
︑
助
成

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

農
地
転
用
」

農
地
転
用
許
可
制
度

周
知
を
呼
び
か
け

　

農
林
水
産
省
で
は
︑
国
土

交
通
省
自
動
車
局
貨
物
課
を

通
じ
て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
員
事
業
者
に
対
し
︑

農
地
転
用
許
可
制
度
の
周
知

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

農
水
省
で
は
︑
令
和
３
年

６
月
８
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
﹁
規
制
改
革
実
施
計
画
﹂

に
お
い
て
︑
農
地
の
違
反
転

用
（
許
可
を
受
け
る
こ
と
な

く
農
地
を
転
用
す
る
行
為

等
）
の
発
生
防
止
等
に
向
け

て
︑
違
反
転
用
の
実
態
調
査

を
実
施
︒
そ
の
結
果
︑
農
業

者
以
外
に
よ
る
違
反
転
用
が

多
く
存
在
し
て
お
り
︑
違
反

転
用
者
の
多
く
が
農
地
転
用

許
可
制
度
を
認
識
し
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
︒

　

農
水
省
で
は
全
ト
協
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
次
の
内

容
の
周
知
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

①
農
地
に
建
築
物
の
建
設
や

宅
地
造
成
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
︑
農
地
を
農
地
以
外
の

も
の
に
す
る
場
合
は
︑
都
道

府
県
知
事
ま
た
は
指
定
市
町

村
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
る

こ
と

②
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く

転
用
事
業
を
行
っ
た
場
合
︑

農
地
転
用
許
可
違
反
と
な
る

場
合
が
あ
り
︑
農
地
へ
の
原

状
回
復
等
の
措
置
を
命
じ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る

　

な
お
︑
農

水
省
で
は
チ

ラ
シ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）で
︑

同
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
︒

 

台
車
や
パ
レ
ッ
ト
で
の
輸
送
を
推
奨

「
花
き
流
通
標
準
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定

　

農
林
水
産
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
花
き
流
通
標
準
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
﹂
を
策
定
し
た
︒

　

農
水
省
で
は
︑
加
工
食
品

や
青
果
物
分
野
に
お
け
る
物

流
標
準
化
の
取
り
組
み
を
参

考
に
︑
花
き
流
通
に
お
い
て

も
標
準
化
の
取
り
組
み
を
推

進
し
︑
物
流
標
準
化
の
現
状

と
今
後
の
対
応
の
方
向
性
に

つ
い
て
関
係
者
が
集
ま
り
議

論
・
検
討
す
る
場
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
に
︑﹁
花
き
流

通
標
準
化
検
討
会
﹂を
設
置
︒

３
月
24
日
の
第
４
回
検
討
会

に
お
い
て
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

産
地
の
出
荷
拠
点
か
ら
卸
売

市
場
ま
で
の
幹
線
輸
送
に
お

け
る
手
荷
役
解
消
の
た
め
︑

台
車
で
の
輸
送
や
パ
レ
ッ
ト

で
の
輸
送
を
推
奨
︒
鉢
物
に

つ
い
て
は
︑
全
国
的
に
利
用

さ
れ
て
い
る
フ
ル
台
車
の
サ

イ
ズ
と
︑
実
証
実
験
で
開
発

し
た
ハ
ー
フ
台
車
の
サ
イ
ズ

を
標
準
的
な
台
車
の
サ
イ
ズ

と
し
て
推
奨
す
る
ほ
か
︑
切

り
花
に
つ
い
て
は
︑
使
用
実

態
に
応
じ
︑
原
則
と
し
て
︑

フ
ル
台
車
ま
た
は
ハ
ー
フ
台

車
で
の
輸
送
を
推
奨
す
る
︒

ま
た
︑パ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
︑

平
面
サ
イ
ズ
１
１
０
０
㍉
㍍

×
１
１
０
０
㍉
㍍
を
標
準
と

す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
農
水

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
安
全

対
策
事
業
﹂﹁
環
境
対
策
事
業
﹂﹁
経
営

改
善
事
業
﹂
の
３
事
業
に
お
い
て
︑
今

年
度
も
会
員
事
業
者
を
対
象
と
し
た
助

成
事
業
を
実
施
す
る
（
詳
細
14
面
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
令
和
５
年
度
の
助
成
事

業
に
お
け
る
新
規
事
業
等
に
つ
い
て
紹

介
す
る
︒

11
「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
認
証
取
得
費
助
成
事
業

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
認
証
取
得
費
助
成
事
業

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
促
す
た
め
に

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
促
す
た
め
に

審
査
料
・
登
録
料
の
一
部
を
補
助

審
査
料
・
登
録
料
の
一
部
を
補
助

22  

安
全
装
置
等
導
入
促
進
助
成
事
業

安
全
装
置
等
導
入
促
進
助
成
事
業

大
型
車
用
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ
を
対
象
に
追
加

大
型
車
用
ト
ル
ク
・
レ
ン
チ
を
対
象
に
追
加

車
輪
脱
落
事
故
減
少
の
切
り
札
に

車
輪
脱
落
事
故
減
少
の
切
り
札
に

33  

前
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

前
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

特
例
講
習
を
助
成
対
象
に
加
え
た

特
例
講
習
を
助
成
対
象
に
加
え
た

「
運
転
免
許
取
得
支
援
助
成
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

「
運
転
免
許
取
得
支
援
助
成
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
認
証
取
得
に
か
か
る
助
成
制
度
を
新
た
に
開
始

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」
認
証
取
得
に
か
か
る
助
成
制
度
を
新
た
に
開
始

こ
こ
が
変
わ
る
！
　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
　
令
和
５
年
度
助
成
事
業

こ
こ
が
変
わ
る
！
　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
　
令
和
５
年
度
助
成
事
業
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▼
鮮
や
か

な
紫
色
の

﹁
ク
レ
マ

チ
ス
﹂が
︑

そ
こ
か
し
こ
に
咲
き
始
め
ま
し
た
︒

こ
の
優
美
な
花
は
︑
英
国
で
は
﹁
蔓

性
植
物
の
女
王
﹂
と
呼
ば
れ
︑
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
彩
る
花
と

し
て
人
気
で
す
︒
花
言
葉
は
﹁
精
神

の
美
﹂
で
︑
枝
や
蔓
が
細
く
と
も
見

事
な
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
そ
の
姿

に
は
強
い
意
志
を
感
じ
ま
す
︒
▼
自

宅
の
庭
の
ク
レ
マ
チ
ス
の
傍
ら
に
︑

今
年
も
富
山
県
に
住
む
友
人
か
ら
送

ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
は
じ

め
ま
し
た
︒
太
陽
に
向
か
っ
て
真
っ

直
ぐ
蕾
を
開
き
︑
赤
・
黄
・
白
色
の

花
弁
に
︑
葉
と
茎
の
緑
色
と
︑
鮮
や

か
な
原
色
が
空
の
青
色
と
相
俟
っ

て
︑
清
々
し
い
色
彩
で
す
︒
▼
富
山

県
の
友
人
か
ら
は
︑﹁
富
山
湾
の
宝

石
﹃
白
え
び
﹄
を
肴
に
地
酒
﹃
勝
駒
﹄

で
一
献
傾
け
よ
う
﹂
と
幾
度
と
な
く

誘
い
を
受
け
て
い
ま
す
︒
富
山
県
魚

津
市
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
蜃
気
楼

の
名
所
で
す
︒
大
気
中
で
光
が
屈
折

し
︑
遠
景
が
伸
び
た
り
反
転
し
た
虚

像
が
見
え
た
り
す
る
自
然
現
象
で
︑

気
温
や
風
向
き
な
ど
の
諸
条
件
が
必

要
で
す
︒
古
代
中
国
で
は
︑﹁
伝
説

の
蜃
（
大
ハ
マ
グ
リ
）
が
気
を
吐
い

て
︑
楼
閣
を
描
く
﹂
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
︑
蜃
気
楼
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
︒
４
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
︑
数
日
晴
天
が
続
い

て
﹁
フ
ェ
ー
ン
現
象
﹂
が
起
き
︑
穏

や
か
な
波
間
に
５
㍍
程
度
の
北
北
東

の
風
が
吹
く
と
︑
蜃
気
楼
が
俄
に
現

れ
る
そ
う
で
す
︒
自
然
が
織
り
成
す

幻
の
よ
う
な
現
象
に
は
﹁
ロ
マ
ン
﹂

が
あ
り
ま
す
ね
︒
▼
こ
の
友
人
は
︑

地
元
の
電
力
会
社
を
退
職
し
て
現
在

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
畑
仕
事
に

精
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
︒

彼
と
は
学
生
時
代
に
知
り
合
い
︑
40

年
余
の
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
︒
温

厚
な
人
柄
と
柔
和
な
顔
立
ち
は
誰
か

ら
も
好
か
れ
︑
一
緒
に
い
る
だ
け
で

癒
さ
れ
る
の
は
︑
彼
の
持
つ
﹁
徳
﹂

の
賜
物
で
し
ょ
う
︒
コ
ロ
ナ
禍
の
厳

し
い
時
は
︑
お
互
い
に
地
元
の
名
産

品
や
お
菓
子
を
送
り
あ
い
︑
友
情
を

深
め
て
き
ま
し
た
︒
得
難
い
人
と
の

交
流
は
︑
時
に
人
生
を
変
え
︑
リ
セ

ッ
ト
し
て
く
れ
ま
す
︒
▼
時
代
が
進

化
し
︑
情
報
が
錯
綜
す
る
と
︑
人
の

心
の
弱
い
部
分
に
つ
け
込
み
︑
悪
の

心
を
醸
成
す
る
輩
も
現
れ
ま
す
︒﹁
躓

く
石
も
縁
の
端
﹂
の
例
え
も
あ
り
ま

す
が
︑
失
敗
も
な
ん
の
そ
の
﹁
起
き

上
が
り
小
法
師
﹂
の
よ
う
に
多
少
の

﹁
振
れ
﹂
な
ど
気
に
せ
ず
前
を
向
き

た
い
も
の
で
す
︒
真
実
の
美
し
さ
と

は
裏
腹
に
︑
蜃
気
楼
の
如
く
一
瞬
に

し
て
儚
く
消
え
去
る
﹁
砂
上
の
楼

閣
﹂
は
寂
し
い
限
り
で
す
︒
▼
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
中

で
す
が
︑油
断
は
禁
物
で
す
︒
順
境
︑

逆
境
に
左
右
さ
れ
ず
﹁
夷
険
一
節
﹂

に
努
め
︑
よ
き
友
や
美
し
い
花
々
と

の
時
間
を
大
切
に
し
︑
時
に
は
遠
方

の
友
を
訪
ね
旧
交
を
温
め
た
い
も
の

で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
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本
人
や
周
り
が
少
し
で
も
熱
中
症
が

疑
わ
れ
る
異
変
を
感
じ
た
際
に
は
︑必
ず
︑

い
っ
た
ん
作
業
を
離
れ
︑
病
院
に
搬
送
す

る
な
ど
の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
︑
症
状

に
応
じ
て
救
急
隊
を
要
請
す
る
︒

　

な
お
︑
本
人
に
自
覚
症
状
が
な
い
︑

ま
た
は
﹁
大
丈
夫
﹂
と
の
本
人
か
ら
の
申

し
出
が
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
周
囲
の
判
断

で
病
院
へ
の
搬
送
や
救
急
隊
の
要
請
を
行

う
︒

　

病
院
に
搬
送
す
る
ま
で
の
間
や
︑
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
は
︑
必
要
に

応
じ
て
水
分
・
塩

分
の
摂
取
を
行
っ

た
り
︑
衣
服
を
脱

が
せ
︑
水
を
か
け

て
全
身
を
急
速
冷

却
す
る
こ
と
等
に
よ
り
︑
効
果
的
な
体
温

の
低
減
措
置
に
努
め
る
︒
そ
の
際
に
は
︑

一
人
き
り
に
せ
ず
に
︑
誰
か
が
様
子
を
観

察
す
る
︒

　

重
点
取
組
期
間（
７
月
）に
お
い
て
は
︑

前
述
の
措
置
に
加
え
︑
体
調
不
良
の
者

を
休
憩
さ
せ
る
場
合
は
︑
状
態
の
把
握

が
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
︑
状

態
が
悪
化
し
た
場
合
の
連
絡
・
対
応
方

法
を
確
認
し
て
お
く
︒
異
常
を
認
め
た

と
き
は
︑
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
救
急
隊

を
要
請
す
る
︒

　

厚
労
省
で
は
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
︑
全
て
の
職
場
に

お
い
て
︑﹁
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
基
本
対
策
要
綱
﹂

（
令
和
３
年
４
月
20
日
付
・

基
発
０
４
２
０
第
３
号
︑
二
次

元
コ
ー
ド
）
に
基
づ
く
基
本
的

な
熱
中
症
予
防
対
策
を
講
ず

る
よ
う
広
く
呼
び
か
け
る
と

と
と
も
に
︑

同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
︑

事
業
者
に
対

し
て
図
１
で

掲
げ
た
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

図
２
で
は
︑
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
（
５
月
１
日
~
９

月
30
日
）
と
︑準
備
期
間
（
４

月
）︑重
点
取
組
期
間（
７
月
）

に
事
業
者
が
行
う
べ
き
内
容

に
つ
い
て
︑
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
に
対

し
て
︑
同
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

用
い
︑
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
の
徹

底
を
図
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　環境省と気象庁では、現在「熱中症警戒アラート」の
運用を行っている。
　熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高
い暑熱環境が予測される場合に、暑さへの「気づき」を
呼びかけ、国民の熱中症予防を効果的に促すために発
表される情報。前日の17時および当日の朝５時に、最
新の予測値を基に発表が行われる。
　環境省「熱中症予防情報サイト」（二
次元コード）では、熱中症警戒アラー
トのほか、全国 841地点における暑
さ指数（WBGT）の予測値・実測値等、
熱中症予防情報の提供を行っている。

環境省「熱中症予防情報サイト」で毎日確認を！環境省「熱中症予防情報サイト」で毎日確認を！

コラム

　

夏
季
を
中
心
に
熱
中
症
の
発
生
が
相
次
ぐ
中
︑
職
場
に

お
い
て
も
例
年
熱
中
症
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
︒

　

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
の
事
例
を
み
る
と
︑
多
く
の
事

例
に
お
い
て
︑
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
を
把
握
し
て
お

ら
ず
︑
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
労
働
衛
生
教
育
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
︒
ま
た
︑﹁
休
ま
せ
て
様
子
を
見
て
い
た
と

こ
ろ
容
態
が
急
変
し
た
﹂︑﹁
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見

さ
れ
た
﹂
な
ど
︑
熱
中
症
発
症
時
・
緊
急
時
の
措
置
が
適

切
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
︑
令
和
５
年
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー

ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒
こ
こ
で

は
︑
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
︑
同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
中
に
行
う
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

1 

事
業
者
が
行
う
べ
き
対
策

暑
さ
指
数
を
把
握
し
た
上
で

暑
さ
指
数
を
把
握
し
た
上
で

熱
中
症
予
防
対
策
の
実
施
を

熱
中
症
予
防
対
策
の
実
施
を

2 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
す
べ
き
こ
と

「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
図
２
）

日
常
の
健
康
管
理
や

日
常
の
健
康
管
理
や

労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
を
徹
底

労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
を
徹
底

図１　キャンペーン期間中に事業者が行うべきこと
①�暑さ指数（WBGT）の把握とその値に応じた熱中
症予防対策を実施すること

②�作業を管理する者および労働者に対してあらかじめ
労働衛生教育を行うこと

③�衛生管理者などを中心に事業場としての管理体制を
整え、発症時・緊急時の措置を確認し、周知する
こと

3 

も
し
も
異
変
を
感
じ
た
ら
？

作
業
を
速
や
か
に
中
断
し
て

作
業
を
速
や
か
に
中
断
し
て

病
院
に
搬
送
す
る
な
ど
の
措
置
を

病
院
に
搬
送
す
る
な
ど
の
措
置
を

「熱中症警戒アラート」全国で運用中
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� （公社）全日本トラック協会�総務部広報室
【 発 表 】� 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの正解は６月15日号（予定）の

本紙に掲載します。皆様のご応募をお待ちしています。
※ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協会�個人情報保護方
針」に準じます。
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【作画】前川しんすけ

環境省「熱中症予防情報サイト」

図２ チェックリスト
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